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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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舞台の端をごらん。

仮面の男が居るだろう？

知っているかい、あれは役者ではなく、観客なのだ。

だから彼は名を持たず、顔も持たない。

彼は『無』、彼は『静寂』。

彼は詩人、そして、終劇のための歌うたい。










１　鳩はとの住すみ処か









　重い布で仕切られた小部屋は薄うす暗ぐらかった。

　低い天てん井じようから下げられたランプがじりじりと燃え、木製の卓たくを囲んだ四人の男をぼんやりと照らし出している。

　四角い卓の両側に二人ずつ。座した男たちは、さっきから長いこと黙だまって向かい合っていた。

　どこかで、くるる、と鳩の鳴き声がする。

「そっちの検品が済んだんなら、ここにゃ用がねえ。とっとと支し払はらいを済ませてもらおうか」

　重い沈ちん黙もくに耐たえかねたのか、ひとりの中年男がつぶやく。男のつぶれかけた声は陰いん鬱うつな迫はく力りよくを含ふくんでおり、彼がひとを脅おどしつけ慣れていることを予感させるに充じゆう分ぶんだった。

　この中年男の職業は、北部大陸の『法』の番人である神聖帝てい国こくルースによって禁制とされた品、宗教上売買を禁じられた品、もしくは盗とう品ひんなどを取り扱あつかう、いわゆる闇やみ商人だ。

　闇商人の隣となりに座っているのは彼の用心棒、卓を挟はさんで向かいに座る二人の男は、本日の取引相手であった。

　取引相手のひとり、小こ柄がらなほうが首をかしげて闇商人に言葉を返す。

「僕だってそうしたいのは山々なんだけど、検品した相方から、ちょっとご意見がきてるんだ」

　少年めいて明るい声で言われ、闇商人は緊きん張ちように目をぎらつかせた。

「ご意見だ？」

「うん。薬にちょっと混ぜものしたでしょ。相方曰いわく、これじゃ悪わる酔よいしちゃう、ってさ」

　笑いながらの台詞せりふに、闇商人が卓を殴なぐりつける。卓の端を歩いていた鳩が、その音に慌あわててばさばさと床ゆかへ飛び降りた。

「ウーチェレット……てめえ、いつからそんなに偉えらくなりやがった!?」

　闇商人は腹の底から一いつ喝かつする。同時に、彼の用心棒がのっそりと立ち上がった。手足が長く、特に手が大きなことが印象的な巨きよ漢かんだ。用心棒は今まで無表情だった顔に凶きよう悪あくな威い嚇かくの笑えみを浮うかべ、腰こしの蛮ばん刀とうに手をかけた。

（相手は軟なん弱じやくそうなガキ二人だ。こいつを見りゃあ、びびっちまうだろ）

　闇商人は内心で薄ら笑いながら、卓の向こうの生意気な商売相手をにらみつけている。

　ところが、彼の用心棒はいつまで経たっても蛮刀を抜ぬかなかった。

　闇商人が胡う乱ろんに思って見上げると、用心棒は白しら茶ちやけた顔で固まっている。その太い首筋には、片かた刃はの剣けんが押しつけられていた。

「ぁあ……？」

　何が起こったのか理解できず、闇商人はあわただしく辺りを見み渡わたす。

　少年の声をした男、ウーチェレットは、相変わらず卓の向こうにおとなしく座っている。

　闇商人の用心棒に剣を突つきつけているのは、ウーチェレットの隣にひかえていた『相方』だった。薬の専門家ということで、今回の商品である毒草、麻ま薬やくの類たぐいの検品のためについてきた男のはずだ。

　彼はいつのまにやら立ち上がり、ごく平然と用心棒に剣を突きつけている。

（おい……その剣、いつ抜いた？　しかも、こんな狭せまいとこでかよ……）

　あからさまな腕うでの違ちがいに硬こう直ちよくする商人たちを眺ながめ、ウーチェレットは軽かろやかに笑う。

「裏切られたら殺すのが当たり前。この街じゃ、誰だれもがそう思ってる。でも僕は変わり者でね。なんと暴力が嫌きらいなんだ。変だろ？　変人なのさ。だから僕はあんたらを殺さない。お金は払えないけど、そりゃしょうがないよ、当たり前ってやつさ。品物はこっちの保管場所にあるから、後の手続きはそっちが同業者組合の人たちと話をつけるだけ。よろしくね」

　浮き立った声で言い、ウーチェレットは立ち上がって『相方』の袖そでを引いた。

「商品の薬、使ったな。……早いうちに抜いとけ」

　用心棒の顔を眺めていた『相方』はかすれ気味の声で言い、剣を持つ手にわずかな力をこめて、引いた。用心棒の首筋の皮が裂さけ、ゆるゆると赤い線が現れる。

　皮一枚を斬きった剣を鞘さやに収めると、彼はウーチェレットに続いて商人たちに背を向けた。

「──……てめぇ！」

　その一見無防備な背中に向け、用心棒が歯を剝むいて駆かけ寄る。

　直後、鈍にぶい音が連続し、用心棒はあえなく地に這はった。

　おそらく彼は、ウーチェレットの『相方』に、鞘に入ったままの剣で殴り倒たおされたのだ──ということすらわかっていなかったろう。

　ウーチェレットは倒れ伏ふした用心棒と、呆ぼう然ぜんと立ちすくむ闇商人を見て軽く肩かたをすくめ、部屋の隅すみにうずくまっていた鳩を両手でそっと捕つかまえた。腕に抱だいた鳩の首筋あたりを指で撫なでながら、ウーチェレットは笑って傍かたわらの青年を見上げる。

「北部きっての暗い街、ザヴォーツであんな騒さわぎ方しちゃ駄だ目めだよね？　相方」

「……誰が相方だ」

　灰色の瞳ひとみでウーチェレットを見下ろし、剣を手にした青年、カナギは苦々しく言い返した。


◆



「まあ、何にせよ一件落着さ。品物は手に入ったし、奴やつらはお仲間の私し刑けいにあっておしまい。順調にいったほうだよ。あんたがいると、ばんばん強気に出られるから気持ちがいいな」

　心底楽しそうに言い、肩に鳩を乗せたウーチェレットは低い戸口をくぐった。彼はくったりとした腰こしのない真っ赤な髪かみと、瞳どう孔こうと虹こう彩さいの区別がつかないほどに黒い目を持つ若い男だ。瘦やせぎすで身長もあまり高くなく、一七、八の少年に見える。

　彼に続いて戸口をくぐったカナギのほうは、どう見ても二十代の青年だった。均きん斉せいのとれた長身で、瞳に宿る無機質な暗みだけがそれなりに整った容よう貌ぼうを裏切っている。

　闇商人との取引場があった店を出ると、彼らの周りはくぐもった喧けん噪そうに包まれた。数段の石段を下りれば、そこは地下都市の表通りである。

　すべて岩を掘ほり抜いて造られた通路は、表通りともなれば天井も高い。両側には住居や店、路地へ入るための横穴が掘られ、人々がせわしなく出入りしていた。

　蟻ありの巣のように地中に張り巡めぐらされたこの街に、どのくらいの人間が住んでいるのか。それは住人たちにすらわからない。確かなのは、こんな地中でも人々は生気に満ちた声をあげ、日々の営みを続けていくことができるということだけだ。

　ここは北部大陸の北、スダーリ山脈にある山さん岳がく地下都市ザヴォーツ。かつて地上を魔ま物ものが跋ばつ扈こしていたころ、ひとが隠かくれ住んだ場所だ。今は人目をはばかる類の人間が集まる裏町として有名である。

　岩がん壁ぺきで燃えている松明たいまつからこぼれた火の粉を無造作に手で払い、カナギは不ふ機き嫌げんな声を出す。

「念のため言っとくけどな、ウーチェレット。俺の仕事は訳あり連中の治ち療りようまでだ。お前がやばい商売をやるのは勝手だが、俺をそれに巻き込むな。俺は旅の資金が稼かせげればそれでいいんだ、ここにどっぷり馴な染じむ気はないし、ましてや剣の腕を売る気は皆かい無むだぞ？」

「いいじゃない、護衛くらいやってくれても！　カナギは強くて僕はか弱いんだから、役割分担ってやつだよ」

　ウーチェレットは力強く主張したが、カナギは鼻を鳴らして一いつ蹴しゆうした。

「阿あ呆ほう。本当にか弱い奴が、こんなところで商売なんかするもんか」

「何言ってんの、ここはいいとこだよ。ひとだって、外よりよっぽど優やさしい。決まりさえ守れば、だけどね。いいかい？　あんたはばかにするけど、大災害直後、『神の都』にたどりつけなかった哀あわれな人間たちは、多分こんなところから生活を始めたんだよ」

　めげずに拳こぶしを振ふり回すウーチェレットにげんなりしつつも、カナギは今度は反論しなかった。

　ウーチェレットが言ったことは正しい。

　かつて世界を滅ほろびの淵ふちに追い込んだ大災害、七〇〇年ばかり前のあの呪のろわしい日の後、人々からは文明と過去の記き憶おくが失われ、世界には人間の天敵である魔物が現れた。そのころ、世の果てにあったという『神の都』では、鳥の姿をした神と『世界の王』と呼ばれる者が現れて人々を守り、魔物を狩かったのだと言う。

　──しかし、それは神話だ。

　老人の昔話や詩人の歌には表れない場所で、ひとは魔物におびえながら身を寄せ合い、無力を束ねて力とし、必死で生きてきたはずなのだ。

　神よりも己おのれの生命力だけを信じてきた人間たちの精神は、未いまだにこのような裏町に色いろ濃こく残っている。ウーチェレットは濁にごりのない声で言う。

「金になる能力さえあるならくわしい素す性じようは訊きかないし、裏町の決まりさえ守るなら外での決まりをやぶっても文句は言わない──それが裏町の一番基本の決まり。カナギだって、そのおかげで生きてるんじゃない。あんたみたいな死し刑けい囚しゆうが帝国の追っ手から逃のがれて身を寄せられる場所なんて、こんな類の街だけだろ？」

「……まあ、な」

　カナギは憮ぶ然ぜんとして答え、視線をそらした。ウーチェレットはしつこくカナギの視線の先へ回り込んで続ける。

「で、覚えてる？　一年半くらい前にぼろぼろのあんたに会って以来、優先的に『仕事』を回してあげたのは他ほかの誰でもない僕、『赤毛のウーチェレット』だ。言ってみれば恩人ってやつじゃない？　常識的に考えて、あんたは少しっくらい恩返しをしてもいいと思うんだよね」

　カナギは自身の黒くろ髪かみをかき回し、あきらめたようにため息を吐つく。

「……わかったよ。わかってるから、お前が常識を語るな」

「ははは、なあに、裏町の人間は常識外れなのが基本なの？　でもあんただって、ここで仕事をするんなら僕らの仲間にゃ違いない。とっとと店に帰って報ほう酬しゆうの話でも……っと？」

　能天気な笑い声をあげていたウーチェレットは、不意に何かの気配を察して顔を上げた。彼が素す早ばやくカナギのほうへ飛びすさると、一いつ瞬しゆん遅おくれて、目の前の横穴から人ひと影かげがまろび出てくる。

「ッ、あああっ……！」

　裾すその長い衣ころもを威い勢せい良よくまくった人影は、出てきた途と端たんに道ばたに積まれたタマネギの籠かごに足を突っ込んでひっくり返り、高い声を漏もらした。

「あんたちょっと、何するんだい！」

　タマネギを売っていた老女が妙みように迫はく力りよくのある声で叫ぶ。するとすっころんだ人影は、地に這ったまま、律りち儀ぎに深く頭を下げた。

「あ、あの、すみませんでした！　た、タマネギ……泥どろにまみれてしまいましたが、大だい丈じよう夫ぶでしょうか。ごめんなさい、ごめんなさい、悪気は少しもないんです、でも私は昔から運動が苦手で、未だにものを飛び越こえたりなんていうことはろくにできないんです！」

「はあ？　誰もあんたの生おい立ちを訊いちゃいないよ！　謝あやまるくらいなら金を払いな！」

「あっ、お金！　確かにそうなのですが、それは私の一存ではちょっと無理なのです、時間もないので、ここは謝るだけで許してください。本当に心が痛みます。それでは！」

　やけに申し訳なさそうに、そのくせかなり酷ひどいことを言って、長衣の人物はがば、と立ち上がり、思いきりタマネギを踏ふみつけて再度転んだ。

「……なんだ、ありゃ……？」

　カナギがあまりに間まの抜ぬけたやりとりに視線を奪うばわれていると、うっかり長衣の人物と目があってしまった。まずい、と思ったときにはもう遅おそい。

　相手はどうにか起きあがり、カナギににじり寄って彼の長ちよう靴かをつかんだ。

「すみません、あなた、私をかばってくださいませんか？　あっち、あっちのほうに追っ手が来ているのです。私、誓ちかって怪あやしい者ではありません」

　育ちのよさそうな発音で言い、長衣の人物は深くかぶったフードの下からカナギを見上げる。

　声と体形でカナギにはとうにわかっていたが、彼女は女性であった。フードの陰かげになって顔はよくわからないものの、波を打つ金髪と柔やわらかそうな唇くちびるはそれなりに魅み力りよく的だ。

　カナギは眉まゆをひそめて女を見下ろし、やけに長いため息を吐いてから頭を搔かいた。

「──いや、やめとく」

「……は？」

　あまりにあっさりした返事に、女は思わず訊きき返した。

　カナギは長身を折り、自分の長靴にすがった女の指を一本一本、丁てい寧ねいに解ほどいてやる。

「まあ、がんばれ。何事もまずは自分の努力が肝かん心じんだ」

「ええ……まあ、それはそう……なんですけど……今、そういう状じよう況きようでは……ッ！」

　女はつかの間、身を翻ひるがえしたカナギを呆然と見送っていたが、すぐに我に返って振り向いた。見ると、彼女が走り出た角から、やはりフードを目ま深ぶかくかぶった数人の男たちが現れたところだ。

　彼らは切せつ羽ぱ詰つまった様子で周囲をねめつけ、すぐに女を見つけて声をあげた。

「居たぞ！」

「捕つかまえろ！」

　どたばたと駆かけていく彼らに、裏町の住人たちは素す直なおに道を空けた。ここでは、誰だれもがこんなことに慣れきっている。

　ウーチェレットはその騒さわぎを見送って、いたずらっぽくカナギを見上げた。

「相変わらずやっかい事に好かれてるねえ。……あの子、これからどうなると思う？」

「考えさせるな、そんなこと」

　吐き捨てたカナギの声は妙に淡たん々たんとしていて、ウーチェレットはころころと笑った。

「カナギは優やさしいね、ほんとにさ」


◆



『何でも屋』と『鳥飼い』を看板に掲かかげるウーチェレットの店は、ザヴォーツでももっとも地上に近い階層にある。

　鳥の姿をしているという唯ゆい一いつ神しんを祀まつるこの大陸では、鳥を愛あい玩がん用として飼うのは禁きん忌きとされていた。それでも物好きは居るもので、ウーチェレットがこの街でこっそり飼育し、品種改良をほどこして販はん売ばいする鳥たちは、闇やみ市いち場ばではかなりの高値で売買されているらしい。

「さて。じゃあまずは、下品にお金の話から始めようか」

　カナギを伴ともなって自室にたどりつくなり、ウーチェレットはそう言って肩かたの鳩を机き上じように下ろした。彼の部屋はごく小さいが、とにかくものであふれている。

　部屋に不つりあいな立派な机にはがらくたの類たぐいが所ところ狭せましと載のっていたし、周りの岩いわ壁かべにも一面に棚たな代がわりのくぼみが彫ほり込まれ、生活雑貨の類が押し込まれていた。

　片かた隅すみのスツールに腰かけたカナギが暖だん炉ろの火をかき起こすと、ゆらめく炎ほのおが灰色の鳩の羽に虹にじ色いろの艶つやを生む。頭上に扇おうぎ形がたの飾り羽を持つ鳩は、ウーチェレットの品種改良の末に生まれた貴重品だ。炎の暖気が気に入ったのか、鳩は小さく鳴いて机の上を歩き出した。

　ウーチェレットは鳩の傍かたわらに、床ゆか下したから取り出した布袋を積む。

「お待ちかねの報酬だよ。まずは薬の検品のぶん、あとこれはマーシー兄弟の治療費、パッツィ老の薬代」

「パッツィってあの、物ぶつ騒そうな奴やつらの親玉か？　もっと搾しぼり取れよ。あの顔の色つや、放ほっといても一〇〇まで生きるぞ」

「悪党は長生きするってのは、昔からの約束事みたいなもんさ。命のやりとりをするわりに、生き汚ぎたないのもね。……あとはこれ、あんた用の薬。検品する？」

　差し出された小こ瓶びんを見て、硬こう貨かを数えていたカナギの手が止まる。

　黒い革かわ手て袋ぶくろに包まれた指を伸のべ、彼は小瓶を受け取った。硬こう質しつガラスで作られた瓶の中では、琥こ珀はく色いろの液体が揺ゆれている。カナギは少しの間それを眺ながめてから、てのひらに包み込むようにして深しん紅くの上着のポケットへと落としこんだ。

「──いや。このまま飲んだら俺でも即そく死しだ」

　冷めた声を出すカナギに、ウーチェレットは目を細める。

　小瓶の中身はカナギの言葉通り、猛もう毒どくだ。しかし、毒と薬はそもそも同じもの。魔ま物ものの毒を受け、刻々と身体からだをむしばまれているカナギの命を繫つなぐ唯一の対たい抗こう薬やくは、この毒から作られる。

「使いすぎるのはお勧すすめしないよ。あんたは毒に慣れてるけど、限界はあるでしょ？」

「俺に簡単に死なれちゃ、護衛がいなくなるもんな」

　カナギに皮肉げに言われ、ウーチェレットは苦く笑しようして机の引き出しを開ける。

「うわあ、僕って信用ないなあ……。普ふ通つうに心配してるんだよ、信じてよ。カナギは腕は立つし、役にも立つし、僕はいつだってあんたのことをすっごく重宝、もとい大事にしてるじゃないか？　その証しよう拠こにほら、これは特別ご奉ほう仕し。無料であげる。前に言ってた、昔の巡じゆん礼れい地図」

　軽い調子で言いながら、ウーチェレットは引き出しから取り出した羊皮紙を机の上に広げた。すかさずカナギが紙の端はしを押さえ、スツールから腰を上げて古い地図をのぞきこむ。

　地図に書き込まれているのは、この胎たい児じに似た形の大陸の概がい略りやく図と、不死者が住むという遺い跡せきの位置を示す印だ。カナギは次に目指す遺跡の目星をつけるため、遺跡巡礼が今より比ひ較かく的大衆的であった時代に作られたこの地図を探していた。

　ウーチェレットは少しの間カナギの様子を見守ってから、困ったように首をかしげる。

「あのさ、カナギ。北部辺境のエータに、『命の花』がある、って情報を売ったのは確かに僕だ。でもあれは、あんたの作る薬の原料になるかも、ってことで紹しよう介かいしたんだ。その……僕はまさか、あんたが不死者巡礼に目覚めるとは思ってなかったんだよね。あんなの、世捨て人のじいさんか、覚かく醒せい位い魔導師を目指してるちょっといかれた奴がやるもんじゃない？　確かに、不死者に会うと人生変わるっていう話は聞くけどさ。あんた……会ったの？」

「……ああ」

　カナギは顔も上げず、素っ気なく肯こう定ていする。ウーチェレットはまだしばらく彼を見つめていたが、やがて肩をすくめて、机の端からもう少し新しい地図を引き寄せた。

「──そう。……帝国領を通れないとなると、行ける遺跡は限られるよ。春先だから、麓ふもとじゃ川が増水してることもあるだろうし。ここからだと、行きやすいのは永久凍とう土どのほうかなあ」

「また極ごつ寒かんの地か……」

「そうじゃないとすると……こことかは、大分南寄りじゃあ、あるけど」

　ウーチェレットが指したのは、ザヴォーツのある山さん岳がく地帯から少しばかり南にある遺跡の印だ。北部辺境には違ちがいないが、ここからもそう遠くない。他ほかの遺跡はと見ると、大体が世界の果て、特に最北部と最南部に偏かたよっていた。カナギは思案げにつぶやく。

「いいかもな。一〇日もあれば着けそうな距きよ離りだ」

「ただ……ちょっと待ってね。……あ、やっぱり駄だ目めだ。そこ、ちょっと特とく殊しゆなんだよ。遺跡って大たい抵てい、神様の領域ってことになってて、どこの領地でもないんだけど。そこは魔導師領のど真ん中だ。聞いたことあるでしょ？　古き闇やみ魔導師、カエキリアの領地さ」

「ああ……魔物の勢力が強まった空白期に、人間の身でありながら不死者と神の軍勢に加わったっていう、あれか？」

　寝ね物もの語がたりに聞かされた話を、カナギはどうにか記き憶おくの片隅から引っ張り出すことができた。

　カエキリア。奇き妙みような名を持つ彼は、様々な詩に詠うたわれる伝説的な魔導師だ。

「そうそう、それ。ここは未いまだに彼の領地ってことになってる。どうも現地の魔導師たちは、まだ彼が生きてるって主張してるらしいよ。それが本当なら五〇〇歳だ。無茶言うよね」

「五〇〇歳、ってことは、光ひかり魔ま法ほう教会とは縁えんがないな？　あれって四三〇年前の設立だから」

「光魔法教会だとカナギ、つかまっちゃうもんねえ。それは大だい丈じよう夫ぶ、闇魔法教会所属のはずだよ。……でも……え、まさか、本当に行く気？　嫌きらいだろ、魔導師」

　ウーチェレットは半笑いで訊きいたが、カナギは大まじめにうなずく。

「行く。そこにしよう、次の巡礼地。魔導師には用があるところだったし、長ちよう寿じゆの秘密も聞けたら一挙両得だ」

　ウーチェレットは目を丸くし、呆あきれ果てたように椅い子すに腰を落とした。

「はあ？　ばっかじゃない!?　デマだよ、あんなの！　人間が五〇〇年も生きると思う？」

「デマならデマで、そんな噂うわさが広がる理由があるはずだろ？」

　めげないカナギに、彼の頑がん固こさを知っているウーチェレットは肩をすくめる。

「呆れたな。あー……もう。まあいいや。領主の魔導師の名前をとって、そのまんま『カエキリア』っていう名の街なんだけどね、そこ。そことうちの街は取引がある。ソリと馬車を乗り継つぐ定期便があるから、席を取ってあげるよ。ひとつでいいの？」

　カナギはわずかに逡しゆん巡じゆんして顔をしかめた。約一名、置いていきたい人間がいたが、まあそういうわけにもいかないだろう。

「……いや、……三つ、だ。恩に着る。で、あとは最近の東方事情だな」

　カナギは自分の受け取った報ほう酬しゆうの中から、硬貨を一枚拾ってウーチェレットに投げつけた。彼は『追加料金』であるその硬貨を受け取り、つまらなそうに続ける。

「あそこは相変わらずさ。東方会議は決断が遅おそい。あんたの故郷、ミズネ・タカミネにはまだ帝国軍が駐ちゆう留りゆうしてるよ。みんな目め障ざわりに思ってるけど、魔物が出たってなると帝国を無視するわけにはいかない。今の神聖皇こう帝ていは帝国領をねり歩くのと別べつ荘そう造りだけが趣しゆ味みの平和主義者ってことになってるけど、実際のところは謎なぞだらけ。ミズネ・タカミネに魔物を持ち込んだのは、あそこを足がかりにして東方攻こう略りやくをしようっていう帝国の連中なんじゃないか、なんて噂もあるね。──つまり、あんたが帝国の隠おん密みつだったんじゃないかってこと。……帰るなよ、カナギ」

　最後の一言だけ、ウーチェレットはいくらか低く発音した。

　カナギがウーチェレットを見る目にはさっと暗い色がよぎったが、ウーチェレットは気にする様子もなく真っ黒な目を伏ふせる。

「……巡礼するのはいいよ、信しん仰こうはあんたの勝手さ。でも、東方には帰るな。とっつかまって尋じん問もんにあうのがオチだ。あんたはあそこじゃ、不ふ吉きつの象しよう徴ちようだよ」

「不吉だろうがなんだろうが、あそこは俺の故郷だ」

　ゆっくりと言ったカナギに、ウーチェレットは苦笑した。

「ねえ、カナギ。あんたは、幸せになる方法っていうのを知ってるかい？　あのね、忘れるんだ。全部なかったことにしろよ。なかったんだ、最初から。すべては悪い夢さ。なにもかも忘れてここで闇医者をやってれば、結構裕ゆう福ふくに暮らせるし、僕の仕事も楽になる。……どう？」

　人差し指をふりながら快活に言ったウーチェレットを、カナギはしばらく見つめていた。

　黒々としたウーチェレットの瞳ひとみは、あまり感情の波を感じさせない。そこに何も読み取れないまま、カナギは疲つかれたように目をそらす。

「それはお前のやり方だ。……お前は、俺に『そんな若さでこんな薄うす暗ぐらいとこにこもって、危ない商売なんかやるのはよせ』って言われたら従うか？」

　ウーチェレットは目を瞠みはり、椅子から背を浮うかせて声を大きくした。

「まさか！　ここは僕の巣だ、僕がここ以外で長く生きられるもんか！」

「だろ？　だから、俺も俺の勝手にする。……帰る。これは寄付金にしといてくれ」

　言いながらカナギがてのひらでウーチェレットのほうへ押しやったのは、硬貨のつまった小こ袋ぶくろひとつだ。中にはこの辺りの農民の現金収入のほぼ一年ぶんに近い硬貨が入っている。ウーチェレットはそれを見つめ、さらに指を一本立てた。

「封ふうじられた故郷への仕送りはいいけど、はっきり言って気休めだからね。……帝国の封ふう鎖さを破るのは金がかかる。もう一枚」

　カナギが投げつけた硬こう貨かを器用に受け取って、ウーチェレットは勢いよく立ち上がる。

「あーあ、なんかカナギも変わっちゃったなあ。やっぱりひとを裏切らないのはお金だけだ。あと、鳥ね。カナギも、せっかくラートリに行ったんだったら、白色満月草をいくらかでも持ってきてくれればよかったのにね。うちじゃ出回ってなかったから、高く売れたよ」

「そういう状じよう況きようじゃなかった。生きるか死ぬか……いや、むしろ半分以上死んでたんだぞ？」

　不ふ機き嫌げんなカナギに笑いかけ、ウーチェレットは机き上じようの鳩を小こ脇わきに抱かかえた。

　そのまま小部屋の扉とびらへ歩み寄り、取っ手に手をかけてカナギを見やる。

「じゃ、そのとき死神に好かれたんだ。さっき、外で女に助けてって言われたとき、あんた、ちょっと迷ったよね？　ここは裏町だよ？　追われてるほうが善人だなんて限らない。なのに、あんたは一いつ瞬しゆん彼女を助けようとした。……良くないよ、カナギ。悪党が改心しようとすると、長くないんだ。誓ちかってもいい、死神に憑つかれるよ、あんた」

　不吉なことを言い、ウーチェレットはカナギのために扉を開けた。

　扉の向こうは闇だ。暗い空間に、鳥の鳴き声と羽ばたく音が反はん響きようしている。ここから出口までは、ウーチェレットの飼う鳥の籠かごがびっしりと置かれているのだ。

　独特の臭しゆう気きに顔をしかめ、カナギはウーチェレットを振り返った。

「いいか、ウーチェレット。俺は悪党じゃない。軽々しく誓うとか予言とか言ってると、いつか自分に跳はね返ってくるぞ」

　カナギの言葉を聞き、ウーチェレットは不思議そうに首を横に振った。

「……やっぱりあんた、変だ。……ねえ、定期便の席、三つって言ったけど。誰かと一いつ緒しよに旅してるの？　他の二人はどんな奴？　腕が立つの？　それとも、善良な一いつ般ぱん人じん？」

　ウーチェレットの問いに、カナギはわずかに戸と惑まどい、どんよりした表情になって答えた。

「……詐さ欺ぎ師しと、暗殺者だ」
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　カナギがウーチェレットの住すみ処かで報酬を受け取っているころ。

　ザヴォーツのとある飲食店は、奇妙な客を迎むかえていた。

「──青い空、ですね。青は憂うれいの色ですが、やがて一いつ斉せいに咲さき誇ほこる花々を引き立てる舞ぶ台たい奥の幕とするなら、これ以上の色もないでしょう。憂いあっての幸福です。──今日も世界は完かん璧ぺきに美しい。そうは思いませんか」

　穏おだやかな声によどみなくそう言われ、飲食店の髭ひげの店員は沈ちん黙もくした。

　地下都市、ザヴォーツの片かた隅すみにあるこの店は狭せまい。穴あな蔵ぐらそのものの店内には、カウンターひとつと木製の卓たくが三組ほどあるだけだ。

　店の席はあらかた埋うまっており、奥の卓には少し奇妙な二人組が陣じん取どっていた。

　独特な台詞せりふを発して店員を黙だまらせたのはそのうちのひとりで、白い衣ころもを着た詩人である。

　室内だというのにフードを目ま深ぶかくかぶった詩人を、青い目の店員はまじまじと見つめた。

「……今の、単に、挨あい拶さつだから。気にしないで」

　薄うす黄き色いくせ毛を少年じみて短くしたミリアンが、店員の袖そでを引っ張って言う。

　詩人の向かいに座っている彼女の視線を受けて、店員はぎこちなくうなずいた。

「おう。俺ぁ死んだおかあちゃんに、寝ね言ごとには応こたえるな、って言われてるからな。それじゃあ」

　首をほぼ九〇度にかしげたまま奥へ帰っていく店員を見送り、詩人はミリアンへ視線を戻もどす。

「詩人とは、夢とうつつの狭はざ間まに立つ幻げん視し者しやのこと。そう思えば、わたしの言葉はすべて寝言なのかもしれません。……ミリアン、あの店員、賢けん者じやですね」

「……考えすぎ、多分」

　小さく首を横にふり、少女は手の中の黒パンをナイフでかき削けずった。

　神秘的なまでに硬かたいパンが木き鉢ばちの中に落ちていくのを眺ながめながら、詩人は首をかしげる。

「そうですか？　しかし、無意識のうちに何かを知るというのも、賢者の素質ですよ」

「でも、あれは、ただのおじさん」

　辛しん抱ぼう強づよく言い、ミリアンはパンを砕くだき入れた豆まめ粥がゆを木製の匙さじで口に運んだ。

　彼女が二人の青年と、ひょんなことで逃とう亡ぼうの旅をすることになってはや三ヶ月、この街にたどりついてからは四〇日ほどが経たつ。季節は真冬から春へ移り変わっていた。

　訳ありの雑多な人間を軽かろやかに吞のみ込んでしまうこの裏町は、ミリアンにとっては住みやすい場所だった。持ち前のすばしこさとカナギのコネでちょっとした小こ遣づかい稼かせぎをしながら、彼女はもう、ほとんどここに馴な染じんでいると言ってもいい。

　ところが詩人のほうは、そううまくはいかなかった。というか彼は、どこに居ても浮く。

　古風な刺し繡しゆう入りの衣をまとった青年は、形よい指で無骨な陶とう器きの盃さかずきをもてあそんでいる。

「賢かしこさにも種類があるんですよ、ミリアン。歳とし経へた山羊やぎのように賢いひともいれば、図書館を頭に持っているように賢いひともいる。この二つはまったく別種の賢さです」

「山羊と図書館……？」

　ミリアンは匙を持った手を止め、詩人の言葉の意味を考えた。

　幼いころから暗殺と傭よう兵へい稼か業ぎようを生業なりわいにする戦せん闘とう種族に育てられた彼女にとって、詩人の言葉はときにひどく難解だった。詩人の頭の中がさっぱりわからずに考えこんだミリアンは、不意に視界の端はしがちりちりすることに気づく。

　それはもうお馴染みの感覚で、少女はひっそりと息を詰つめ、片手で顔の半面を覆おおった。

（……駄だ目め。裏返っては、駄目）

　ミリアンは祈いのるように心中で囁ささやく。

　ひりつくような、ざわめくような、いたたまれない感じ。これは、視界が裏返る前兆なのだ。

　数ヶ月前、偶ぐう然ぜんにも絶大な魔法力に目覚めてしまったミリアンには、この世界の構成要素が『見える』。

　具体的に言うなら、極ごく彩さい色しきの微び粒りゆう子しが常に目の前で蠢うごめき、囁きあいながらゆっくりと形を変えている──そんな風に、ミリアンには辺りのすべてが知覚されていた。彼女には視界にあるあれやこれやが組み替かえられる要素として見え、実際に自分の意志で組み替えることすらできる。それはこの世界の魔導師としての、最高位の力である。

　しかし、強大な力が求める代だい償しようが大きいのは当たり前のこと。何もかもが『見えて』しまうのは、本当に恐おそろしかった。

　単に美しいと思っていた光景の裏にも、何やら不安な流れや囁きがある。そしてそれは常に蠢き、留とどまらせることができない。それを見ているだけでも神経が傷いたんで落ち着かなくなるのに、ミリアンはちょっと集中して辺りに働きかければ、その流れをかき乱すことができる。

　ある意味万ばん能のうにすら思えるこの力が制せい御ぎよできない状態になったとき、一体何が起こってしまうのか。まったく想像もつかないだけに、一瞬たりとも気が抜ぬけない。

　覚かく醒せい直後の混乱を乗り越こえた後に自身の力の恐ろしさを知った彼女は、普ふ段だんは世界を『見ない』努力を続けていた。これが成功すれば、彼女はこの力に覚醒する前の、比ひ較かく的穏やかな視界に生きることができる。けれど世界は意地悪で、彼女が気を抜くとすぐに、視界の端はしから裏返ってざわめきだしてしまうのだった。

「そうです。ひとは誰でも老いた獣けものの賢さを持っているはずなのですが、しばしばそれを忘れてしまう。そして──ミリアン？」

　詩人が言葉を切ったのにかろうじて気づき、ミリアンは顔を上げた。なるべく平気そうに。

　詩人は黙って彼女を眺めていたが、程ほどなく卓の真ん中に自分の片手を置いた。

「……何？」

　ミリアンが怪け訝げんに思って訊たずねると、詩人は口元でそっと笑う。

「触ふれると少し、落ち着くかと思って」

「……ッ……いや……いい……」

　表情の出にくい顔に動どう揺ようの気配を漂ただよわせ、ミリアンは何度か口を開けたり閉じたりを繰くり返す。何か言わねば、と思うが結局何も思いつかなくて、彼女は匙を置いて思いきりうつむいた。

「どうしました、ミリアン」

　少女の気持ちも知らぬげに、詩人は柔やわい声で彼女の名を呼んでいる。ちら、とミリアンが視線を投げると、卓上に置かれた彼の指が、奇き蹟せきのような繊せん細さいさをさらしているのが見えた。

（触さわれない、あんな──あんな綺き麗れいで）

　綺麗で、優やさしすぎる指だった。

　詩人は、ミリアンが弱っている気配に敏びん感かんだ。必ず感づくと言っていい。そうして必ず、まっすぐな助けの手をさしのべてくる。

　そんなときミリアンはいつも強い幸福と不安で息がつまってしまって、なにをどうしていいのかわからなくなる。少女は今もうつむいたまま、前髪が自分の表情を隠かくしてくれることだけを祈っていた。──きっと顔が上気している。

　詩人は少女の様子を眺め、ごく静かに微笑ほほえむ。

「ミリアン。……恐ろしいものへの対処法をひとつ、教えてあげましょう。『見る』ことですよ。恐ろしいならば、なぜ恐ろしいのか。見定めて、支配してしまうことです。隠されているものは、いつでも一番恐ろしい。そう、そこの隅すみでさいころをふっている彼だって、実は自分の袖に隠したさいころを一番怖こわがっているんですからね」

　言って、詩人は隣となりの卓の男を指さした。

「……え？」

　話がずれたことを察し、ミリアンがきょとんとした顔を上げる。

　隣の卓でさいころ勝負をしていた男の一団も、驚おどろいた様子で詩人に視線をふったが、やがてひとりが顔色を変えて歩み寄ってきた。

「まあちょっと待て、そこの白いの。……一体誰が、いかさましてるって？」

「君です。さっき、さいころを自作のものとすり替えていたでしょう？」

「……ふざけるな！」

　図星を指されたいかさま師は、詩人の襟えり首くびを取って拳こぶしを握にぎった。ミリアンが鋭するどい視線を投げ、机の下で剣けんを取る。

　しかし、少女が動く前に詩人のフードが落ちた。詩人は少しまぶしげに目を細める。一方、詩人の顔を見たいかさま師は息を吞のみ、完全に凍こおりついた。

（な……おい、これは……殴なぐっていいものなのか!?）

　素そ朴ぼくな疑問が頭の中で渦うず巻まき、いかさま師の拳はふるふると震ふるえる。

　彼の目の前にあらわになった詩人の顔は、なんと言えばいいのか……異常であった。

　白い肌はだに白い髪、琥こ珀はくの瞳を持つ詩人の顔はあまりに完かん璧ぺきで、何のとっかかりもないほどに整っている。目立つ歪ゆがみがないせいで、かえって歪んで見えるくらいだ。

　そんな異い形ぎようの美び貌ぼうが浮かべているのが『微笑み』だと認にん識しきした途と端たん、強い花の香かおりをかいだように頭の芯しんがくらくらっとして、いかさま師の戦意は急降下した。

「……君。さいころの起源を知っていますか？」

　動けない様子のいかさま師に、襟首をつかまれたままの詩人が優しく声をかける。

　男は唇くちびるを歪めてぎこちなく笑った。

「──またまた、何のご託たくだよ？」

「ただの無む駄だ話ばなしですよ。さいころというのは元々、占うらないに使われていたものです。占いは、神の真意を知るためのもの。さいころを操あやつろうとした君はつまり、神になりかわろうとしたことになるのです。けれど──そんなことが何の役に立ちます？　誰しも勝つときには勝ち、負けるときには負けるのです。そうでなくて、賭かけ事に何の意味がありますか」

「ほー……。そりゃまたよくご存じで。なに、そんなに賭け事におくわしいんなら、いっそ俺と賭け勝負でもするのはどうかな？　あんたが勝てたら、今の無礼を許してやってもいい」

　あまり腕うでっ節ぷしに自信のあるほうではないいかさま師にとって、これは妙みよう案あんであるように思われた。偽にせのさいころの件をごまかすために、とにかくこの詩人をどうにかしなくてはならない。

　詩人は男の提案を聞き、のんびりと笑った。

「おや。いいですよ。是ぜ非ひやりましょう。詩人というのは概がいして、強運の持ち主なのです」


◆



　ウーチェレットから闇仕事の報ほう酬しゆうを受け取ったカナギは、すぐに旅の道連れとの待ち合わせ場所へ向かった。

　そして、そこへ到とう着ちやくする寸前で、嫌いやな予感と激しい後こう悔かいにさいなまれている。

（……やっぱり俺、なにかを激しく間ま違ちがったんじゃないのか？）

　カナギの目の前には、小さな飲食店の入り口が口を開けていた。小さな店は、今はひとであふれかえっている。

「おおー！　また勝ったぜ！」

「ありえねえ！」

「つーか、大おお喧げん嘩かになるだろ、ありゃあ」

　野や次じ馬うまたちが口々に叫び、店の奥をのぞこうと背せ伸のびを繰り返していた。

　カナギはそんな彼らの背後で、力なく岩壁にすがってたたずんでいる。

（そうだ、俺は間違ったんだ。別に奴やつらを構ってやることなんてなかった。なんとなく成り行きで世話しちゃっただけで、誰に頼たのまれたわけでもないしな。間違いは、気づいた途端に修正すべきだ。その通りだ、当たり前だ、俺は正しい。……奴らを捨てるなら、今だ）

　カナギは元々、運が良いほうではなかった。

　いや、傍はた目めには、ものすごく運が悪いと言ってもいい人生だと思う。

　放ほうっておいてもやっかい事に巻き込まれる体質なのに、今、この店の中に居るであろう人間たちと旅をするようになってから数ヶ月、一体どれだけの災難に見み舞まわれてきたのか。──考えるだけで軽く血を吐はきたくなるので、カナギは考えること自体をやめることにした。

（何かを捨てるときに必要なのは、最初の勢いと速度だ。そうとも、変な小動物をうっかり拾いそうになったときと同じだ。この好機を逃のがしてどうする。身を翻ひるがえせ、さっさと消えろ）

「──わたしは何も不正など働いていませんよ。言ったでしょう、詩人は強運なんです。そう……あそこにいるひとが証明してくれるはずです。カナギ！」

「…………」

　カナギが今にも立ち去ろうと踵きびすを返した瞬間、店内からそう声がかかった。

　野次馬どもの視線が自分に集中するのを感じ、カナギはじりじりと中空を睨にらむ。

「あんた……あれの知り合いか？　あいつすげえぞ、単なるさいころの投げ合いで、五二連勝中だ！」

「俺にそんな化け物の知り合いはいない！……いいか、考えてもみろ。普通はありえないだろ、そんな勝率？　いかさましてんだよ、思い知らせてやれ！」

　むきになって叫ぶカナギに気け圧おされ、野次馬たちは顔を見合わせた。

「いやあ……でも、さっきからみんなで監かん視ししてるんだけどな……なんだ、あんた。あれに恨うらみでもあるのか……？」

「……ある」

　一気に暗くなったカナギの声と薄うす暗ぐらい眼光に気圧され、野次馬は青ざめる。

「……っざけるな！　こんな勝負があるか！」

　そのとき、店内ではついにキレたいかさま師が叫び、野次馬の間に浮かれた空気が漂った。

「おっ、喧嘩か？」

「なんだ、誰がどうしたよ？」

　喧嘩の気配が人々に伝でん播ぱすると、店の周りにはみるみるうちにお祭り気分の人間どもが集まってくる。カナギは行く手を阻はばむ彼らにいらだった声をあげた。

「おい、どけ！」

「ああ？　なんだ、やんのか？」

　もうすっかり目が据すわった野次馬を、カナギは面めん倒どうくさそうに押しのける。

「誰がやるか、阿あ呆ほう。体力の無駄だ」

「体力ぅ？　カッコつけちゃって、まあ。そういや顔色悪いぜ？　こんなとこに出てきちゃ、身体からだに差し障さわるんじゃねえのー？　病弱なおじょうちゃ……」

　へらへらと笑った男が最後まで言う前に、彼の側頭部にカナギの裏うら拳けんが炸さく裂れつした。

　打だ撃げきを喰くらって倒たおれた男を別の野次馬が支え、カナギをねめつける。

「てめえ……なんだ、やるのか」

　野次馬はすごむが、カナギは聞いていない。陰いん鬱うつな灰色の瞳を男どもに向け、声を低くした。

「貴様らな……黙だまって聞いてりゃ言いたい放題言いやがって……誰が深窓の令れい嬢じようだ？　それとも俺はあれか？　無意味に何度も気絶する恋れん愛あい浪ろ漫まんもの舞ぶ台たいの女主人公か。ああ!?」

「おいおい、誰も、そんな話はしちゃいねえよ！」

「黙れ！　顔色が悪かろうが、血ぃ吐こうが、俺は健康体だ！」

「待て！　普通それは健康って言わねえぞ！」

　まともなことを言った野次馬を、カナギは容よう赦しやなく蹴けり倒す。

　彼が乱らん闘とうに加わると、店内の混乱は極きわみに達した。

「おい、なんか入り口にやたら強い奴がいるぞ！」

「あっ、ばか、あれ、『薬屋』だよ……誰か病弱とか言ってからかったんじゃねえのか？」

　声を交かわしつつも、人々はもう相手構わずの殴り合いに専念しはじめていた。

　この街では日常茶さ飯はん事じの大乱闘の中、元げん凶きようであるはずの詩人はなぜか無傷だ。

「カナギは有名人ですね、特にこの街では」

　倒れた卓たくの陰かげに座り、詩人は賭けでいかさま師から巻き上げた財さい布ふの中身を数えている。いかさま師本人は、自分のいかさまをごまかすのを最優先にして、騒さわぎに乗じて逃げ去った後だ。

　そんな詩人の隣で、ミリアンは床ゆかに小さくなって座りつつ、まだ黙もく々もくと食事を続けていた。

「カナギ、変だから」

「確かに、変ですよね」

　自分たちのことは知らぬげに、ミリアンと詩人はうなずきあう。

　詩人はいかさま師の財布を自身のもの入れにしまいこみ、ちらと卓の上に顔を出して店内の状じよう況きようを観察した。

「あ、あそこ、カナギですね。ちぎっては投げちぎっては投げ、投げては固め固めては折り──相手を無力化するまで動きを止めないあたり、彼の殺さつ伐ばつとした人生観がにじみ出ている感じの乱闘っぷりだ。……死人が出ないうちに、適当なところで止めますか」

「うん。……ちょっと待って」

　ミリアンは食後の祈いのりを終えてから、手首にはめた古いバングルに手をかけた。魔ま法ほうを使おうというのだ。バングルにはまった紫むらさきの石に触ふれていると、少しだけ安心して、あの、奇き妙みように騒がしい視界を見ることができるような気がする。

　詩人はじっとミリアンを見つめ、小さくうなずいた。

「偽ぎ装そう、してくださいね」

「わかってる」

　呪じゆ文もんも儀ぎ式しきも使わないミリアンの力は、傍はたから見るとまったくの怪かい異いである。なるべくなら彼女のやったこととはわからないほうがいい。

　少女は目を閉じ、静かに呼吸を整えた。

　次に彼女が目を開けた瞬間、店のランプが床に落ちて砕くだける。

　ガラスの割れる音に、乱闘中の数人が顔を上げた、そのとき。辺りは一瞬、ぱっと明るい色の炎ほのおに包まれた。


◆



「……と、いうわけで、俺たちが次に向かうのはこの、不死の魔導師、カエキリアが治めるって場所にある遺い跡せきなわけだが……その前にミリアン。ひとつ訊ききたい」

　カナギに呼び止められ、数歩先を歩いていたミリアンが振り返った。

「何？」

　旅たび支じ度たくの少女にまっすぐ見上げられ、カナギは立ち止まる。

「昨日の店で、どうして俺も燃やした？」

　カナギは真顔で問うた。

　店での乱闘騒ぎがあったのは昨日のことだ。あの後カナギの話を聞いてあわただしく旅装を整え、三人はカエキリア行きの定期便の集合所へ向かっている。

　ミリアンは彼に言われてあらためて、カナギの姿を見み渡わたした。深しん紅くの上着の上に長なが外がい套とうをはおった青年は、頰ほおに湿しつ布ぷをあて、まとめた髪の端はしを少し焦こがしている。

　昨日、店の乱闘を収めるために、ミリアンは炎の幻げん影えいを生み出した。彼女の力はどうしてか、大たい抵てい炎の形をとって発現する。とはいえそれはあくまで形の上でのことである。

　まったく熱のない幻影を生むことも可能であるのに、なぜだか昨日の炎は多少熱かった。

「……燃えてない」

　じっくり眺ながめたあげくにぽそりと言われ、カナギは引きつった。

「いや、でも焦げただろ!?　知ってるか、人間はな、焦げただけでも普通に死ぬんだぞ！」

「でもカナギ、生きてるし」

「生きてりゃいいのか!?」

「うん」

　深くうなずかれてしまうと、言い返す言葉が思いつかない。カナギとミリアンは、雪の積もった林の道ばたで、少しの間、黙りこくって見つめ合うはめに陥おちいった。

（──駄だ目めだ！　何を考えてるのかさっぱりわからん！）

　カナギは心中であっさり音ねをあげ、頭を抱かかえたくなるのを必死でこらえる。

　彼にとって、目の前の少女は謎なぞのかたまりだった。

　表情が少ない上に無口、かといって感情がないわけではない。おそらくは生おい立ちのせいで、自分の心を表現する術すべに乏とぼしいのだろう。

　予測はつくが、その乏しい感情表現から六つも年下の少女の心を推測するなど、カナギにはできるわけがなかった。元々女心にくわしいとは言えないほうなのに、この少女は生い立ちも境きよう遇ぐうも特とく殊しゆすぎる。

　戦せん闘とう種族に育てられたミリアンは、最初は自らが請うけ負った仕事のため、後には仲間を殺された私し怨えんでカナギを殺そうと近づいてきた。殺意を向けられれば殺意を返すのがカナギの流りゆう儀ぎである。彼はミリアンが年若い少女であったことを知って動どう揺ようし、同情もしたが、彼女が自分に剣を向けてきたら殺す気だった。実際、彼女の家族同然である仲間を殺しもした。

　なのにミリアンのほうは、ひょんなことでカナギを許してしまったのだ。

『あなたに助けられた』

　とある一連の事件の後、ミリアンはそう言って、カナギに敵意を向けるのをやめた。

　以来、彼女は殺意を失したまま、当然のような顔で彼の傍そばにいる。

（で、俺はどうすればいいんだ……？）

　後の問題はそこである。

　確かにカナギはミリアンに同情した。彼女を殺さなくてよくなったのは正直嬉うれしい。

　しかしそれは実に一方的な思いであって、そんなものを相手にするりと受け入れられてしまったら、彼はどうしていいのかわからない。

　憎にくんでくれるのならいいのだ。彼女に憎まれる理由ならすぐに思いつく。けれど、許される理由などひとつもない気がする。

　あげく、カナギのことを許したとはいえミリアンの態度は甘やかになるわけでもなく、今も無表情でカナギを見上げているのに飽あきたのか、突とつ然ぜん、

「病弱」

　……と、つぶやいてみせたりもする。

「おま……」

「罪人。短気。短たん絡らく。乱暴。凶きよう運うん」

　ぽつぽつと連なる素っ気ない悪口に、カナギはただでさえあまり良くない顔色を、さらに真っ白にして固まった。何やら冷や汗が出て心臓がばくばくいう。

　そんな彼の肩を叩き、詩人がミリアンに笑いかける。

「ミリアン、それ以上言うと彼が死にかけますよ。言葉数が増えたのはよいことですが、あまり軽々しく悪い言葉を遣つかうと相手にも自分にも悪い影えい響きようがでます。気をつけて」

「……うん。でも、全部、本当のことだから」

「まあ、そうですけどね。……大丈夫ですか、カナギ？」

　気楽な詩人の声に、カナギは恨うらみがましい視線を向ける。

「……ひどい動どう悸き息切れがする」

「恋こいですかね？」

「死ね！　むしろ殺す……！」

「本当ですか？」

　詩人は少し驚おどろいたように訊き返し、フードを上げてまじまじとカナギの顔を見つめた。

　彼の暴力的な美び貌ぼうにもいいかげん慣れたカナギは、嚙かみつくように声を荒あらげる。

「俺はいつでも本気だ！　大体お前、これからどこへ行くのかわかってるのか!?」

「魔導都市、カエキリアと、その傍そばにある遺跡でしょう？　突然どうしたんです」

「……あのな、よく聞け、詩人。俺がカエキリアを目指すのは、ミリアンの力を長いこと放っとくのはまずいと思うからだ。適当なところで専門家に任せたほうがいい。で、あとはもちろん、不死の魔導師がいるなんて言われたら確かめないわけにはいかない、ってのもある。……だけどお前は一体どうしてついてくる。理由がないだろう！」

　真剣に言い聞かされても、ほんのりと微笑ほほえむ詩人には緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもない。

「遺跡巡じゆん礼れいは詩人の仕事です」

「噓うそ吐つけ！　お前がそんな敬けい虔けんな男なもんか、面おも白しろ半分でやっかい事ばっかり引き寄せやがって！　昨日だって、なんだ、あのさいころは!?　お前は素す直なおに詐さ欺ぎ師しだって名乗れ！」

「いいえ、わたしは詩人ですよ。世に起こるすべては必然です。わたしは見たものを詠うたうだけ。昨日のさいころの件だって、見えたものを見えたと言っただけです」

　めげずに白い指を己おのれの胸に当てる詩人を眺め、カナギは自じ虐ぎやく的な半笑いになった。

「へえ、そりゃすごい。お前の目は一体どんな透とう視し眼がんだ？　いっそ見せ物で稼かせげ、な？　悪いことは言わない。そうすりゃ帝国に追われることもないぞ、きっと」

　親切ぶって言い、カナギは詩人の肩に手を置く。詩人はそんな彼の手を優やさしく叩いた。

「帝国のひとたちは誤ご解かいが得意なんですよ。ただそれだけです。わたしはいかさまなんて面めん倒どうなことはしません。さいころはただの運です」

「ただの運、で五二連勝ね。それが本当ならお前、本物の化け物だ」

　憎にく々にくしげに言ってやると、詩人は何やら、嬉しそうに小さく声を立てて笑う。

（……なんだ？）

　違い和わ感かんを覚えたカナギが見返したときには、詩人はいつもの安らかな笑いを浮かべている。

「君は相変わらず面白い。というか、あまりに面白すぎて離はなれがたい。いいじゃないですか、しばらくは共に行きましょう。わたしの歌も、ときには役立つことがあるやもしれませんよ」

　そう言った詩人の荷には、三本弦げんの楽器がくくりつけられていた。彼の出いで立たちが示すように、この白い青年の職業は主に宗教歌を歌って辺境を回る詩人だ。

　しかしそれだけでないのは、彼の非ひ凡ぼんすぎる容よう貌ぼうやら、巧たくみだがやっかい事を引き寄せる話術やら、カナギと同様に帝国に追われているらしき境遇やらから容易たやすく予想がつく。

　今までさんざん問いつめてはみたのだが、口先だけなら詩人はカナギより上うわ手てであった。

　するりするりとすりぬけて、彼は未いまだにカナギにとってもミリアンにとっても『正体不明』のままである。

　カナギはあきらめ混じりのため息を吐いて、詩人のフードをつかんで深く引き下ろす。

「……いいか、しばらくは他人と一いつ緒しよの旅になる。なるべく素す性じようは知られないように気をつけろ。詩人、お前はその無む駄だに華か麗れいな顔面をさらすなよ。ミリアンも、あんまり魔法は使うな。カエキリアは闇魔法教会所属らしい。光よりはマシだろ。気に入ったら弟で子し入いりでもしろ」

　冗じよう談だんめいたところを排はいした声で言い、カナギは二人の先に立って歩き出す。

　林の向こうには、定期便のソリの姿が見え隠かくれしていた。

　ミリアンと詩人は視線を交かわし、すぐにその後について歩を再開する。

　魔導師たちの同業者組合とも言える魔法教会は、派は閥ばつごとにかなり異なった特とく徴ちようを持つ。闇魔法教会はもっとも古い教会のひとつで、多少古めかしすぎるきらいはあるにせよ、個性的な魔導師を多く輩はい出しゆつしているというもっぱらの評判だった。

（弟子入りしたら……それで終わるのかな、私の旅は）

　ミリアンは考えて首をかしげる。彼女の旅の目的は、己の力を知り、出生を知るということだ。カナギの目的は、伝説の不死者、さらには神に会って自らと故郷にふりかかった呪のろいを祓はらうこと。詩人の目的はよくはわからないが、三人はいずれは別れることになるのだろう。

　当たり前のことなのに、ミリアンにはそれがなんとなく不思議な気がした。

　目の前では、詩人とカナギがいつものかみあわない会話を続けている。

「それにしても楽しみですね。不死者と共に闘たたかったという、五〇〇歳の魔導師──ですか。是ぜ非ひとも会って話を聞いてみたいものです。鮮せん明めいな過去の戦場の話が聞けるかもしれません」

「本当に聞きたいか、そんなもん？　まあ、そいつが本当に五〇〇歳だったら、お前の前に俺がとっつかまえるけど」

「君は相変わらずですね。現実的なようで、恐おそろしいまでの浪ろ漫まん主義。まるで俗ぞく悪あくな気にも曇くもらぬ銀の刃やいばだ。もしくは神をねめつける巡礼者、ですか。……絵になりますね」

「──ッ……ぅ……寒い！　お前は俺を殺す気か!?　見ろ、この鳥とり肌はだ！」

「……あんたたち、乗るの？　乗らないの？」

　雪ゆき牛うしの手入れをしていた御ぎよ者しやが、だるそうに声をかける。御者の背後にある毛皮で幌ほろを張った大型のソリは、この雪牛を六頭立てにして引かせる乗り合いの交通手段だ。

「あ……ああ、乗る。ウーチェレットの紹しよう介かいだ」

　カナギが言うとひげ面づらの御者は肩をすくめ、彼にソリへ乗るよううながした。

　カナギは荷物を肩に、手すりをつかんで身をソリの上へ押し上げ、幌をはねのけて──見事に立ちつくした。後ろへ立った詩人が問いを投げる。

「どうしました、カナギ」

「……いや……。こう、しみじみ、俺って呪われてるんだな、と思って、だな……」

　カナギのぎこちない口調に首をかしげ、詩人は横から幌の中をのぞきこんだ。

　中には左右に粗そ末まつな木製の椅い子すがしつらえられており、数人の客が座っていた。右に座っているのは、詩人と同じようにフードを目ま深ぶかくかぶった三人組で、真ん中は女性のようである。

　その女性が先日、カナギにザヴォーツで助けを求めた人物であることなど知るよしもない詩人は、あらためて首をひねり、カナギを見やった。

「……何を今さら」
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　ザヴォーツから馬で三五日の距きよ離り。北部大陸では南寄り、世界の果てからも遠く、気候も穏おだやかな平野部に、大陸最大の勢力を誇ほこる神聖帝国ルースの首都ラジューはある。

　魔物から人類を守ることを使命としたこの国は、世界最大の魔法教会、光魔法教会と結びつくことで、最さい先せん端たんの文明の恩おん恵けいを享きよう受じゆしていた。

　帝国首都に本部をおく光魔法教会は、神聖帝国ルースの建国と同時に設立された比ひ較かく的新しい組織で、性質も他の魔法教会とは根本的に異なる。

　他の魔法教会は基本的に、魔導師育成と魔導師の権利を守ることを目的とした同業者組合的な組織である。しかし、光魔法教会に属するために必要なのは有力貴族や魔導師の推すい薦せん状じようと金であり、魔法の才能は必ひつ須すではないのだ。

　もちろん、光魔法教会にも古式ゆかしい魔法を使し役えきする魔導師たちを育て、派は遣けんする部署はある。ただそれ以外にも、光魔法教会は魔法から派生した様々な技術を研究開発して使役する部署や、魔法教会の権利や主張のために動くいわば私兵集団をも抱かかえていた。

　彼らは大陸最大の帝国のもとに庇ひ護ごされ、俸ほう給きゆうを受け取り、代わりに様々な技術を帝国に提供している。戦いくさともなれば、技術士官として魔導師を派遣することもしばしばだ。

　今や光魔法教会は大陸最大の学問所であり、神聖帝国ルース直属の技術研究所であり、基本的に独立しているとはいえ、ルースの政治組織の一部でもあった。

　カナギたちがザヴォーツを出る一ヶ月ほど前のこと。

　光魔法教会の本部の会議場では不毛な押し問答が繰くり広げられていた。

「ラートリの不死者が『身を隠した』件についてはわかった。書類もよくできとる。くわしい質問はおいおいするとして、あとの問題は、その──君が会ったという、不ふ審しん者しやについてだが」

　長い白しら髭ひげの議長が、神経質そうにこめかみを揉もんで言った。

　真っ白な部屋に、人々の声はよく響ひびく。天てん井じようの高い会議場はすべて白い石で造られ、正面の壁かべの高いところには、白大理石と金の組み合わせで日輪と鳥の意い匠しようがほどこされていた。

「不審者あ？　甘いですよ、そんなもんじゃねえって言ってんでしょう！　ありゃ、秩ちつ序じよそのものの敵です！　何せ五〇〇年は生きてる計算ですから！」

　場ば違ちがいな声でがなりたてている男は、ギスラン・バシュラールだ。

　彼は暗い茶色の髪の冴さえない男で、容貌どおり、光魔法教会では下したっ端ぱであった。

「五〇〇年……ね。我々の認にん識しきが正しければ、ひとはそんなに生きないよ」

　バシュラールより数段高い場所にずらりと並んだ幹部のひとりが、声に困こん惑わくと嘲あざけりを半分ずつ含ふくめて言った。バシュラールはめげずに、似合わない正装の胸を張る。

「じゃあ、ひとじゃないんでしょう。もしくは不死の法を手に入れた大魔導師だ。とにかくですね、あの白い魔導師が出たんです、ラートリに！　この世の重大事には必ず絡からみ、ろくでもない結果をもたらす凶きよう運うんの男です！　あれを野放しにして、秩序も平和もあるもんか。報告を最優先に帰国はしましたが、俺はすぐに戻ってあれを追わにゃなりません！」

「……君に任務を振り分けるのは、我々の仕事だ。忘れているわけではないね？」

「もちろんです」

「五〇〇年生きているとか、歴史上の凶事に必ず顔を出す伝説の魔導師とか……君は想像力に恵めぐまれとるな。学部の資料編へん纂さん室などの勤務が性しようにあうかもしれん。なんなら推すい薦せんするよ」

　バシュラールは幹部たちの嫌いやみな言いように眉まゆを撥はね上げ、ずかずかと前へ進み出た。

　居並んだ男たちは誰だれもが「来るな」と言いたげな迷めい惑わくそうな顔をしたが、口に出す者はいなかったので、バシュラールは石段を上り、幹部の座る卓たくに両手をついて怒ど鳴なりつける。

「五〇〇年が珍めずらしいってんなら、カエキリアはどうなります！　北部辺境にあるでしょう、五〇〇年間代だい替がわりしてない魔導師が治めてる土地が！　あれを今の今まで放っておいてんだ、つまりあんたら、人間が五〇〇年生きるってことを認めてるってことじゃねえか！」

「ギスラン・バシュラール。……言こと葉ば遣づかいに気をつけろ。教主様の御み前まえだ」

　議長が苦々しく言い捨てるのを聞き、バシュラールは幹部たちの背後の壁に張り付いた、金属製の世界地図を見やった。大陸の全ぜん貌ぼうを刻み込んだ鈍にぶい金色の金属板には、なぜか二つ、丸い穴が空いている。しかし今は両方、薄うすい金属で蓋ふたがしてあった。

（なんだ、両目ともおやすみ中じゃねえか）

　バシュラールは腹の中では冷笑を浮かべつつ、卓から手を離して直立不動の体勢を取る。

「はっ。失礼しました！　そんなこんなでですね、俺はあの魔導師を追いたいと思います。許可をお願いします」

「……我々、光魔法教会法務部の仕事は遊びではないのだ。世界に秩序をもたらし、それを監かん視しするのが役目」

「重々存じております！」

　話が膠こう着ちやくしそうになったのを感じとったか、温おん厚こうそうな老人が、やたらと指を組み替えながら口を開いた。

「なあ、バシュラール殿どの。秩序の守り手たる我々が、秩序を歪ゆがめるわけにはいかんのだよ。当然のことだろうが。辺境特別監査官の仕事は、光魔法教会の加護が行き渡わたらぬ辺境に、悲ひ惨さんなことが起きておらんか調査することだ。実際あくどいはぐれ魔導師がいたとしても、どう処置するかは我々や、教主様の決めること。大体、そやつの悪事の証しよう拠こはないのだろう？」

「奴やつぁ、そんなものを残すほど性格がよくありません！」

　堂々と言われ、辺りには疲ひ労ろうの気配が色いろ濃こく漂ただよった。あわただしく視線が交わされ、議長がどことなくぎこちなく切り出す。

「そういえば……さっき話に出ていた、カエキリア師の領地は、北部辺境だったな。彼は全体会議にも顔を出さんし、そろそろ、訪問して交流を持ってもいいころかもしれん」

「ふむ。この訪問の役目、義務感と勇気と、秩序への愛が必要だ。……適任者はいるかな？」

　先ほどの老人が嬉しそうにうなずき、会議場の全員の視線がバシュラールへ向かった。

　バシュラールは抗こう議ぎしようと口を開きかけたが、議長の目め配くばせにあって、結局唇くちびるを歪めて黙だまり込む。傍ぼう若じやく無ぶ人じんな男とはいえ、一応引き際ぎわは心得ていた。

「……了りよう解かいしました。是ぜ非ひとも向かわせていただきます。……では、世界に秩序を」

　会議場の面々が彼の挨あい拶さつに応こたえると、バシュラールは深く一礼して身を翻ひるがえす。

　彼が退出して巨きよ大だいな両開きの扉が閉まると、誰からともなく安あん堵どと疲労のため息がこぼれた。

「ずいぶんと勝手な男ですね。あんな男を野放しにしておいてよいのですか」

　幹部の中でも一番若い男がトゲのある口調で言い、老人へ視線を向ける。

「おぬし、そういえば知らんかったの。……あれは、特別なのだ」

「特別？」

「うむ。……奴はな、以前、二〇代前半の若さで、ありとあらゆるあくどい手を使って、我ら光魔法教会法務部の人事権を握にぎったあげく、自らを永久降格し、あの地位についた男だ」

　重々しく言われ、若い男は一いつ瞬しゆん戸と惑まどった。どんな顔をしていいのかわからず、左右を見渡す。すると、他の同どう僚りようたちは残らず、やるせない面おも持もちで視線をそらした。

「……永久、降格？……あの……それは、感心するべきところなのですか？」

　訊たずねる男に、今度は議長が苦く渋じゆうに満ちた顔で答える。

「……違う。おそらくは、感心すべきことではないのだ。しかし、凡ぼん人じんにそんなことができるか？　できんだろう？　できるはずがない！　しかも、そこまでして、辺境監査官などという閑かん職しよくにこだわる理由はさっきのあれだ。『白い魔導師』を追うのに都合がいいから、だと」

「……奴は、ちょっとおかしいんですか、つまり？」

「なんとも言えん。どんなに勝手で奇き怪かいな男でも、身分は大貴族であるし、な……」

　議長はうめくように言い、会議室はまた、深いため息で埋うまった。
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　会議場を後にしたバシュラールは、正装のマントを翻しながら階段を駆かけ下りていく。

　真っ白な吹ふき抜ぬけのホールに張り巡めぐらされたいくつもの渡り廊ろう下かや階段は、まるで巨大な生物の肋ろつ骨こつのようにも見える。魔導師たちの間をすりぬけ、バシュラールは両開きの扉を開けた。

　冷えた風が真正面から吹きつけ、彼のマントをはためかす。扉の向こう、真っ白い石のテラスにたたずんでいた長身の女は、バシュラールの姿を見ると礼れい儀ぎ正ただしく微笑ほほえんだ。

「お疲つかれ様です。会議の結果はいかがでした、バシュラール様？」

「シュナル……」

　馴な染じみの女性副官に歩み寄る間に、バシュラールの顔は段々とにやけてくる。しまいに彼は浮かれた調子で彼女に抱だきつこうとした。

　シュナルはすかさず華か麗れいに身をかわし、頭上に広がった青空を見上げる。

「まあ、鳩はとだわ。そろそろ鳥が渡る季節になったのかしら。早いわね。……あら、バシュラール様。どうしてうずくまっていらっしゃいますの？　妙みようなものでも口になさいました？」

　シュナルに避よけられ、自身を抱くような形でうずくまっていたバシュラールは、ふるふると肩を震ふるわせた。怒いかりで……ではなく、笑いで、だ。

「いいや。……く……は、はははは！　いやあ、傑けつ作さくなんだこれが！　もう、狙ねらい通り、ど真ん中！　俺の次の任務は、北部辺境の魔導師、カエキリアの様子を探さぐってくること、だとさ！」

　大笑いしながら立ち上がる上司を見つめ、シュナルは目を細める。

「カエキリアには、そろそろ誰かが訪問にやられるという噂うわさでしたわね。それに……バシュラール様がご執しゆう心しんの一行、まだ北部辺境にいたように記き憶おくしています」

「ああ。奴らは今、ザヴォーツに潜ひそんでる。近いうちにカエキリアに向かうはずだ。そうなるように手は打ってある。いやあ、こんなにうまくいっていいのか、ちょっと不安になるな！」

　嬉しそうに言ってテラスの端はしへ歩み寄るバシュラールに、シュナルは付き従う。

「けれど彼ら、そこまでバシュラール様がお心を傾かたむけられるような連中ですか？　罪人と、魔導師候補。……確保するにせよ、我々の職域からは少し、外れているのでは？」

「そうとも、俺が奴らを追う一番の理由はずばり、私し怨えんだ！」

「バシュラール様の『私』の部分については、私は力をお貸しできませんわよ」

「なんだよ、愛がねえなあ」

「私、愛で盲もう目もくになる類たぐいの人間ではありませんの」

　そうか、と軽く流しそうになってから、バシュラールはあごをつまんでしばし思案した。

「……ん？　今の言い方からいくと、あれか？　一応、愛はあるのか？」
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「難しい問題ですわ。哲てつ学がく者しやや魔導師が頭を悩なやませ続けても、ずっと答えがでない類たぐいの」

　そう言って薄く笑うシュナルには、いつもながら隙すきがない。バシュラールはほぼ同じ高さにある彼女の顔をまじまじと見つめたあげく、子供っぽく破は顔がんした。

「ま、いいさ。お前さんはお前さんの矜きよう持じが傷いたまねえとこまでついてくりゃ、それでいい。何にせよ、しばしまた、麗うるわしの帝てい都ととはおさらばだ」

　強い風に煽あおられながらテラスの手すりに腰こしかけ、バシュラールは今出てきた扉を、その向こうにある『帝都』を眺ながめた。

　神聖帝国ルースの首都は、それ自体が巨大な一個の建造物である。

　緩ゆるやかな渦うずを巻きながら天を目指すこの塔とうは、建築物というよりほとんど山のような大きさで、帝国建国当時から魔導師たちの綿密な計算によって建てられ続けていた。

　ありとあらゆる年代の様式が同居し、常にどこかが新たに造られ、同時にどこかが朽くちて壊こわれる、どこか有機的な都市。バシュラールたちの居るテラスは、その中なか程ほどの高さにあった。

　頭上を仰あおげば、都市の表面にこぼれんばかりにひしめく人の像の間で、ひらひらと洗せん濯たく物ものがたなびいている。

　そんな歪いびつな光景を愛いとおしげに見上げ、バシュラールはひとりごちた。

「魔導師狩がりの始まりだ。──俺の秩序のためにな」








２　望まれない救い手









「あの……昨日、お会いしましたよね？」

　今現在この世の中で、一番聞きたくなかった台詞せりふを耳にしたカナギは、思わず咳せき込んだ。

「あ、大丈夫ですか？　どうしましょう、私のせい？」

　長衣の女は戸惑った風に言い、助けを求めるように周囲を見回す。

　魔導都市、カエキリアを最終目的地とした乗り合いのソリには、七人の客が乗っていた。

　御ぎよ者しや側から見て右側に、今カナギに話しかけた女と、彼女を挟はさんでどこぞへ連れて行こうとしているらしき男が二人。

　彼らと向かい合ってカナギたち三人と、出発前ぎりぎりに乗ってきた一三、四の少年が一人。

　偶ぐう然ぜん同じソリに乗り合わせた七人の中に、女の問いに答えられる者はいなかった。

　彼女を挟んで座っている男二人にしても、なんとなく顔を見合わせただけで沈ちん黙もくしている。

（まさか……普ふ通つう、それ、訊きくか？　あんな断り方したんだぞ）

　カナギは片手で口元をつかみ、青い顔で考える。ソリでの旅は始まって、まだ半日も経たってはいない。女はなおも、善良そうな口調で続けた。

「ごめんなさい、そんなに重い病を患わずらわれているとはつゆ知らず……昨日はあんなことをお願いして、本当に申し訳ありませんでした。あのときはつい夢中で……私、自分が恥はずかしい」

「恥ずかしいも何も、別に俺は病じゃな……」

　女の言いように誇ほこりをえぐられて、カナギは混乱気味に反論しかける。

　それを詩人が穏おだやかな声でさえぎった。

「彼はそう重い病ではありません。ちょっとした風邪かぜです。気をきちんと引き締しめていれば、そうそう感染うつることもありませんよ。それはそれとして、君、彼に一体どんなお願いを？」

　しれっとした顔で、詩人は一番カナギの触ふれて欲しくないところに斬きりこむ。

　カナギが凄すさまじく物ぶつ騒そうな瞳ひとみで詩人を睨にらむが、フードを深くかぶった白はく髪はつの男はもちろん動じない。あげく、女も妙に真しん剣けんに、意味ありげな風に答えた。

「それは、申し上げられません。この方の名めい誉よに関かかわります」

「なるほど、つまり、名誉に関わるようなことだったわけですね」

　微笑んで詩人が言い、カナギの額を冷や汗が這はう。

　ちら、とミリアンのほうを見ると、彼女はどこか疑わしそうな目で彼を見ている。カナギは思わず、何も問われていないのに言い訳を始めた。

「いや……言っとくが、違ちがうからな？　面おも白しろいこととか何もなかったからな!?」

「甲か斐い性しようなし」

「おま……どこでそういう言葉……！」

　ミリアンの一言でとどめを刺さされたカナギは、たまらずひどく咳き込み始める。

　濁にごった咳せきはあまり洒落しやれにならない勢いで、ソリの上には微び妙みような雰ふん囲い気きが広がった。

　そんな中、女はどこかおっとりと首をかしげる。

「今、その方、血を吐はいていらっしゃいませんでした？」

　彼女の言葉に、詩人たちと女以外の三人がぎょっとしてカナギを見た。

　風邪で喀かつ血けつするわけがない。よもや伝染病か、と緊きん張ちようの走る中、詩人はけろりとして言った。

「ああ、これは葡萄ぶどう酒しゆです」

「ぶど……」

　あんまりな言いのがれにカナギ自身が反応しかかり、どうにか思いとどまる。女は、なおも悪気のなさそうな調子で問うた。

「え、でも、いつ飲まれたの？　手しゆ布きんが赤く染まっているみたいですけれど」

「この手布は元から赤く染めてあったんです。ご存じですか？　これは東方の神秘の染め物、『地じ獄ごく大おお蟻あり染ぞめ』と言いまして」

「阿あ呆ほか！」

　とんでもない命名に、ついにカナギは我を忘れて詩人の襟えり首くびをつかんだ。

「詩人、貴様は東方を誤解してるぞ！　あそこはゲテモノびっくり王国じゃないからな!?」

「……カナギ、せっかくごまかそうとしているのに、君が反応してどうするんです」

　子供をなだめるような語調にめげかけながらも、カナギは懸けん命めいに声を張り上げる。

「あんな話で何がごまかせるか！」

「まだ何も話していませんよ。これからめくるめく蟻染めの世界を語り尽つくすはずだったのに、もったいないことをしますね。聞きたくありませんか、蟻染め。用意するものは蟻と灰。……しかし君、本当に顔色が最悪です。薬でもなんでも、飲んだほうがいいのでは？」

「遅い！　今さら真っ当にいたわるな！」

「最初から真っ当にいたわったら、照てれてしまうでしょう？」

　詩人に口元で淡あわく微笑まれ、カナギは屈くつ辱じよくで頭が真っ白になった。

　肩を震ふるわせてカナギが黙だまりこんだ隙すきに、女がおずおずと口を挟む。

「あのう、めくるめく蟻染めの世界って一体……」

「聞きたいですか？　聞くと衝しよう撃げきのあまりかっきり三日は寝ねこむという話ですが」

「本当ですか？　でも……」

　続けようとした女に、横から連れの男の手が伸のびた。長衣に包まれたひじを強くつかまれ、女は息を吞のんで瘦やせた男を見やる。男も女と同様にフードを深くかぶっており、細かい表情はわからない。しかし彼の発する気配は、陰いん鬱うつかつ高圧的なものだった。

「……ごめんなさい」

　細い声で謝り、女はうなだれて静かになった。

（こいつら一体、どういう関係だ）

　最初から頭の端はしにひっかかっていた疑念が頭をもたげ、カナギはやっと詩人の襟首を放した。

　女を挟んで座った男は、片方はがっしりとした体形が長衣の外からも見てとれ、もう片方が瘦やせぎすである。けれど威い圧あつ感かんを放っているのは、どう見ても瘦せぎすのほうだ。

　瘦せた男はカナギたちを眺め、冷れい淡たんな声を出した。

「暇ひまつぶしに寸劇を、というのは構わんが、役者に病の者がいては興ざめだ。……そこの男。なぜ血を吐くような病で、こんなところをうろついている。東方人種らしいが、東方には病の者のための土つち牢ろうがない、というのは本当か？」

　男の言葉を受け、カナギは眉まゆをはねあげた。

「土牢？　なんだって病人に牢屋がいるんだよ」

　長衣の男が反応する前に、詩人が静かに答える。

「病の者を土牢へ封ふうじ込めるのは、昔からの魔導師様がたの得とく意い技わざですね。病は悪あしき気のしわざ。それを呼び込む病人の心には曇くもりがある、その曇りを晴らすのは静せい寂じやくと祈いのりのみ、と」

「そうとも。おぬしも詩人なら、地の果てからくる悪しき気の恐おそろしさは知っているだろう」

　平然と言う男に、カナギは一瞬呆あつ気けにとられた。しかしすぐに怒いかりで瞳を険けわしくする。

「なんだそりゃ！　お前ら、未いまだにそんな生き埋うめみたいな真似まねしてるのか!?」

「なにを人聞きの悪いことを……！　土牢は長い伝統のある立派な治ち療りよう法だ！」

　男は迷めい惑わくそうに言い返す。相手の態度にまったく悪びれた様子がないのを見てとり、カナギは急速に怒りがふくれあがるのを感じた。

　詩人たちに騒さわぎを起こすなと言ったのはカナギだが、これは、これだけは怒おこっておかねばならないところだ。カナギは怒りにまかせて声を荒あらげる。

「寝言は寝て言え！　あのなあ、魔導師の治ち癒ゆ術なんて患かん者じやにちょっと精つけるだけなのはもうみんな知ってんだよ！　それを隠かくそうとして、気だの土牢だの持ち出して何になる!?」

　カナギが魔導師を嫌きらう、主な理由はこれだ。

　古い時代、魔導師たちは病を罪と等ひとしいものとして隠いん匿とくすることが多かった。

　なぜなら魔導師は、病をいやす決定的な術を持っていないのである。

　神が姿を隠した後、人々は難題にぶつかるたびに魔導師に頼たより、彼らが役立ってくれれば崇あがめたてて貢みつぎ物をした。言ってみれば魔導師は、新たな神々だった。魔導師たち自身も己おのれをそのような存在に置きたがり、結果、苦手分野は闇に葬ほうむることにしたのだ。

　魔導師は病をいやせないのではない。魔導師にいやせない病はそもそも、いやされるべきものではないのだ、と。魔導師たちはいやす術を持ってはいるが、使うべきでないときには使わないのだ、と。

　知識階級であるカナギはそんな事情を知っているが、文字も読めないような庶しよ民みんにとっては権力者の言うことこそが真実である。時代は移り変わったが、魔導師の力の強い土地では未だに、魔導師たちの計算で建てられたやけに立派な建造物の中で、単なる風邪で死ぬ人間が山ほどいる。

　カナギはそんな現実を憎にくむ。

「おぬしら東方の人間にはわからん！　ここは古い土地なのだ」

「東方だって充じゆう分ぶん古い！　古さを誇りたいんなら、腐くされは自分で切り取れよ！」

「貴様、何も知らんくせに、言いたいことを言いおって！」

　男は怒りに拳こぶしを震ふるわせ、カナギは敵意をにじませた目で彼をにらみつけている。

　ただごとでない様子の口論に、隅すみに座った少年などはすっかりおびえきった様子だ。

　詩人はひとり穏やかな目で彼らを見つめていたが、ふと、何かに気づいたように顔をあげた。

　次の瞬間、とんっ、と軽い音がして、カナギを含ふくめたソリの上の面々は瞬まばたいた。

　妙みようなものが、ソリの真ん中で揺ゆれている。人々の膝ひざと膝との間。木製のソリに突つき刺さって揺れているのは、幌ほろを破って落ちてきた一本の矢だった。

　いち早く我に返ったカナギが叫ぶ。

「伏ふせろ！」

「え？　ええ？　なんですか？」

　ばたばたと人々が身を伏せ、唯ゆい一いつぼんやりしていた女も、頑がん強きようそうな連れの男が襟首をつかんで引きずり倒たおした。直後、もう一本の矢が幌を突き破って落ちてくる。

「ひ……！」

　今度の矢は、ミリアンの隣となりに伏せていた少年の横に刺さった。彼は恐きよう怖ふに喉のどを鳴らし、顔色を真っ青にして震え始める。あえいだ喉が妙な音を立てた。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　ミリアンが少年の様子を案じ、声をかけた。しかし返事はない。

　少年は伏せたまま目を見開き、やがて痙けい攣れんするような様子を見せ始める。

「カナギ、この子、変」

「なんだ、矢に当たったのか？」

「違う」

　カナギは体を低く保たもって、少年のほうへにじりよる。瘦せた長衣の男は神経質な叫びをあげた。

「おい、今の矢はなんだ！　一体何があった！」

「知るか！　自分で外出て確かめろ。……まずいな、これ、病の発ほつ作さだ」

　男を怒ど鳴なりつけ、カナギは少年をのぞきこみながら外がい套とうを脱ぬぐ。

　病と聞いて、長衣の男は頭を抱かかえた。

「内に病、外に敵……呪のろいだ、このソリは呪われとる……！」

「ごもっとも」

　カナギは口の中でつぶやき、気を失いかけた少年の体を支えて左右の腰こしかけの間に横たえた。大きくソリが揺れ、彼は声を荒げる。

「ミリアン！　御ぎよ者しやに揺らすなって言ってこい！」

　少女は無言で、すぐに御者席のほうへ向かった。彼女は彼女で、辺りに満ち始めた異様な緊きん張ちようを察知している。素す早ばやく幌を押しのけ、ミリアンは御者の後ろ姿へ声をかけた。

「何が、あったの」

　風に負けまいと澄すんだ声を張り上げる少女を、御者は肩かた越ごしに見やる。その瞳には、恐怖がいっぱいに湛たたえられていた。

「後ろ！　後ろ見ろ！……追いはぎだ！」


◆



　雪の積もった山あいの道は、木々の間をぬうように続いている。昼過ぎの空は薄うす青あおい。

　雪ゆき煙けむりを立てて走るソリは、絶えず幾いく重えもの軋きしみをあげていた。

　ミリアンは御者の隣へよじのぼり、身を乗り出して背後へ目をこらす。

「あぶねえぞ！」

　御者が白い息を吐はいて叫び、ミリアンの耳元を風がかすめた。少女がわずかに首をすくめると、たん、と音を立て、彼女の傍かたわらに矢が突き刺ささる。

　ミリアンはその矢を抜ぬいて外へ放ほうり投げ、後方を見つめ続けた。彼女の視力はかなりいい。少女はソリに追いすがってくる黒い影かげの数を数えながら、御者に訊たずねる。

「護衛は？」

「交代時間なんで、さっき次の宿営地に行った！　奴やつら、見事にその隙を狙ねらってきやがった」

　ミリアンの目に映る賊ぞくの数は八……いや、一〇程度。装備はばらばら。確かに追いはぎの類たぐいなのだろう。浮かれた殺気を感じる。護衛がいないなら、逃げ切ってしまうのが一番だ。

　さて、ではそのために、自分は何をしよう。ミリアンは剣の柄つかを押さえて考える。そんな間にも闘たたかいの気配が少女の肌はだにしみこみ、すべての感覚が目覚めていく感じがする。

　ミリアンは冷えた大気を深く吸い込んだ。気持ちがよかった。

　自分が自分になっていく気がした。

　馴な染じみ深い、この感じ。死と隣となり合わせで、無愛想で、少しも甘くない世界。

　──闘おう。不意に思う。それが、ここで自分がすべき唯一のことだ。

　幌の中に守らなくてはならないひとがいる。自分には闘う力がある。

　ならば、迷うことなどない。

　ソリのがたつく音を切り裂さいて、異常な風音が何度か鳴った。飛来する矢を数本、ミリアンは剣の抜き打ちで払はらい落とす。抜き身の剣を片手に、少女は御者を振り返った。

「何か、重くて硬かたいもの、持ってない？」

「何する気だ、あんた！」

　御者が見ると、少女の瞳は淡あわい陽光を撥はね返し、やけに強い光を放っていた。彼女が闘とう争そうの雰ふん囲い気きに馴染んでいることを知り、御者は黙だまって、足元の数個の石を蹴けってよこす。雪牛どもの足が鈍にぶったときに、鞭むち代がわりに投げるためのものだ。

　ミリアンは石を拾ってつかの間思案し、御者席の横にかかっていた縄なわの束たばを取る。剣でもって縄を幾いく本ほんか適当な長さに切り取り、彼女はその両側にしっかりと石を結びつけていった。

　いくら覚かく醒せい前の記き憶おくが他た人にん行ぎよう儀ぎなままになってしまっていても、体の記憶は鮮せん明めいだった。

　体の覚えている闘いの方法は魔法より微び弱じやくではあったが、確実で安心できる。

　ミリアンは不安定な御者台の上に立ち、縄の両側に石を結んだ即そく席せきの投とう擲てき武器の、縄の部分を持ってゆっくりと振り回した。

　賊どもの姿は段々と近づいてくる。蹄ひづめの音と、野や卑ひな喊かん声せいも大きくなる。

　ミリアンは彼らとの距きよ離りを目測し、己の力を測はかった。

　ここだ、と思ったところで、遠心力をつけた投擲武器が彼女の手を離はなれる。

　投げられた石はわずかに目標を外れた。ぼ、と重い音を立て、賊の馬の足元に埋まる。

　ミリアンは特に気にした様子もなく、二つめを取り上げて振り回し、投げた。

　今度はうまくいった。重りのついた縄は馬の足に絡からみ、四足歩行の獣けものは勢いよく横よこ倒だおしになる。賊が振り落とされて情けない叫び声をあげ、さらに転てん倒とうに巻き込まれてもう一頭、馬が転げたのが見えた。

「すげえ！　やるじゃねえか！」

　ちらちらと様子をうかがっていた御者が、歓かん喜きと緊張で裏返った声をあげる。

「前、見てて」

　ミリアンは鋭するどく言い、三投目に集中した。

　追いはぎたちも警けい戒かいし、互たがいに距離を置いて走り始めている。少女は賊たちの中でも体格のよい男の馬を狙い、石の重りつきの縄を投げる。

　しかし、相手は鮮あざやかな手た綱づなさばきで避よけた。

　もう、手元に石はない。ぱらぱらと矢が落ちてきて、ミリアンはすぐに御者席を降りた。

「ソラ、平気？　あと……何か、重くて硬いもの、ない？」

　幌の中へ首を突っ込んで訊きく。外に比べるとむっとする暖かさの幌の中は、先ほどより明るかった。さらに数本の矢が幌を突き破って飛びこんだのだろう。矢が作った幌の穴から、陽光が差しこんでいた。

　血の臭においはしない。怪け我がを負った者はいないのだ。

「皆みな、無事ですよ、ミリアン」

　詩人が答えると、病に倒れた少年を見守っていたカナギが言う。

「それより詩人、何か盾たてになりそうなもの持って、ここ、俺の隣に座れ」

「……ひょっとしなくてもそれは、わたしに盾になれということですか？」

「そうだ。よくわかったな」

「この状じよう況きようで、他ほかに理由がありますか。まあ、構いませんがね」

　穏おだやかな調子を崩くずさずに言い、詩人は荷を持ってカナギと少年の横へ移動する。

　ミリアンは彼らのやりとりを眺ながめ、むっとした面おも持もちでカナギをにらんだ。

「重くて硬いというと、こんなものしかないが……使えるだろうか」

　屈くつ強きような長衣の男がミリアンににじり寄り、火酒の入った拳大の壺つぼを手て渡わたす。ミリアンは男へ視線を向けてうなずき、再び幌の外に出た。

　ミリアンが幌の横から首を出してのぞいてみると、ソリの後ろに手をかけられそうなほど近くに一騎、賊の姿があった。

　ミリアンはその賊の額ひたい目がけて、即そく座ざに手の中の小さな壺を投げつける。

「ぎゃッ！」

　粉々に砕くだけた壺の中身に目を灼やかれ、男は手綱を手放して落馬した。

「速度が落ちてる！」

　迫せまってくる他の賊をにらみ、ミリアンが御者に叫ぶ。

「落とさなきゃ、曲がりきれねえよ！」

　御者の言葉を受けて先を見ると、なるほど、道は針葉樹の森を避さけて大きく弧こを描えがいている。

　ミリアンはすぐに、ソリの幌ほろへ手をかけた。幌を張っている木き枠わくをつかみ、そろそろと幌の側面へ移動する。足場は彼女の靴くつ幅はばぎりぎりの木枠だ。激しく揺ゆれるソリの上でそんなところを伝って歩くのは、本来自殺行こう為いだった。しかし、少女に恐おそれの色はない。

　指でしっかりと木枠を押さえ、体の均きん衡こうを失する前に歩を進める。

　彼女は賊どもが放つ矢が落ちてくるのを見上げ、無造作に剣で払い落とした。

　やがて、ソリはあの大きな曲線へさしかかる。

　馬の蹄の音が迫ってくる。見る間に追っ手のひとりがソリと並へい走そうしはじめた。幌にはりついたミリアンを見つけると、何が面おも白しろいのだか笑い転げながら片かた手て棍こんを振り上げる。

　ミリアンは彼へ視線を向けると、棍の一いち撃げきを難なくかわした。片手で木枠につかまっただけで、振り回される棍から器用に逃げ続ける。

　予想外にすばしこい相手にいらだち、身を乗り出してきた相手の棍の先を、ミリアンは素す手ででつかみとった。

「あ……？」

　慌あわてた賊は棍を引っ張ろうとする。ミリアンは逆らわずに引かせてやった。

「あ、あららら……？」

　馬上で姿勢を崩した相手となおも数回引っ張り合い、相手が完全に平へい衡こう感覚を失した頃ころ合あいで、ミリアンは棍を押した。絶ぜつ妙みような間に、男は悲鳴をあげて落馬する。

　転がる男へは一いち瞥べつもやらず、ミリアンは剣を鞘さやに収めると、身を投げ出すようにして空になった馬の鞍くらへ手をかけた。次の瞬しゆん間かんには軽い体が宙を舞まい、少女は馬上のひととなっている。

「てめえ！」

　追いすがってきた他の賊が馬を寄せてきた。

　彼が振り上げたのは蛮ばん刀とうだ。叩たたき斬きることを目的とした、ナタのようなぶ厚い刃は。

　ミリアンは敵の一撃を馬上に身を伏ふせて避け、同時に自分の剣の柄をつかんだ。

　革かわ帯の背中側につけていた剣を引き抜き、ミリアンはそのまま、男の脇わき腹ばらを斬り裂く。血ち煙けむりが舞い、ぐう、と妙な声を出して、男が馬から転げ落ちる。

　そのとき、後方で口笛の音がした。

　馬を走らせながらミリアンが振り向くと、追いはぎたちがばらばらと追つい跡せきをやめて馬を止めるところだった。案外手て強ごわい獲え物ものを、手に入れるのをあきらめたのだろう。

（──何？）

　賊どもの中からちらり、とやけに鋭い視線がかいま見えたような気がする。

　けれどそれはすぐに消え、ミリアンは軽く首をふって前を向いた。

「よくやった、坊ぼう主ず！」

　ミリアンが馬上から御ぎよ者しや台だいに飛び移ると、御者が少女の細い腰こしを抱だいて歓かん声せいをあげる。

「坊主……？」

　突とつ然ぜんのことにきょとんとしていた少女は、やがて御者の言葉の意味を理解し、眉まゆをひそめる。

　ミリアンの髪かみ形がたや服装は確かに女性らしくなかったが、この御者、あの立ち回りを見て完全に彼女を少年だと勘かん違ちがいしたらしい。

「……あれ？」

　案の定、御者は腕に伝わる感かん触しよくの思いがけない柔やわさに瞬まばたいた。

　次の瞬間、御者はみぞおちあたりにミリアンの肘ひじを喰くらってしまい、しばしソリは迷めい走そうすることとなる。
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　ソリが二度目の宿営地である村にたどりついたのは、もう夜も更ふけたころであった。

　舗ほ装そうのない道に沿って、ぽつぽつと木造民家が並んでいるだけの小さな集落だ。いかにも貧しげな家々の中のひとつが、病の発ほつ作さを起こした少年の実家だった。

　少年を抱いたカナギがガタのきた扉とびらを叩き続け、いいかげん手が疲つかれかけたころ、ようやっと内側から開く。扉の隙すき間まからのぞいた眠そうな女の顔に、カナギは声をかける。

「おい、あんた。これ、あんたの息むす子こだろ。ソリの中で発作を起こした」

　白髪まじりの女の顔は疲ひ労ろうに満ちていたが、カナギの言葉を聞くとかっと目を見開いた。

　慌てて扉を開き、カナギに抱かれた少年の顔を見て唇くちびるを震ふるわせる。

　カナギの背後にひかえた詩人とミリアンには目もくれず、女は燭しよく台だいをかざして我が子の顔をのぞきこんだ。

「ルスラン？　ルスラン……発作ですって？　大丈夫なの」

「母さん……」

　少年はうっすらと目を開け、母親を見上げた。彼の顔色は灰色で、額を汗あせが這はっている。

　不ふ吉きつなことを想像させる容よう態だいに、女の顔色はほとんど少年のそれと同じくなった。

「話は後だ、寝しん室しつは？」

　カナギは厳しい顔で少年を見つめ、短く訊く。

「あ……はい、こっち、こっちです」

　女は必死で呼吸を整えながら、居間の奥へとよろめき歩きはじめた。

　女に導かれて薄うす暗ぐらい小部屋へ踏ふみ入り、カナギは寝台に少年を下ろす。

　膝ひざをついて少年の顔色と呼吸を確かめ、カナギは枕まくら元もとに立った少年の母親を見上げた。

「今までも、発作を起こしたことはあったか？　気絶したり、息苦しがったり……」

「ええ、ええ……何度か、ありました。でも、最近はわかりません。ほとんど、外へ働きにいってもらっていたから」

　カナギは女の言葉に、少しの間考え込んでいる様子だった。口元を手で押さえてうなずき、彼はゆっくりと立ち上がる。カナギは真しん剣けんな面持ちで、あらためて女と向かい合った。

「なるほどな。──こいつ、また発作を起こすかもしれない。とりあえず薬は使ったが、量が適量だったか心配だ。一晩様子を見させてくれないか」

「薬……って」

　女の瞳ひとみが揺れ、カナギを見上げる。彼は低い声で答えた。

「俺は薬くす師しだ。……このへんじゃ馴な染じみはないだろうが、小しよう達たつ人じん位いは取って……」

　聞き慣れない職業名を聞いた女は面食らい、完全に言葉を失した。カナギを見つめていた瞳が、みるみるうちに奇き妙みような光を帯びる。

　カナギがいぶかしく思っていると、彼女は不意に信じがたいほど低い声を出した。

「帰って」

「は？」

　カナギが訊きき返した直後、女はぶつかるようにしてカナギの襟えり首くびをひっつかむ。

「うわっ、なんだ、あんた！」

「帰って、帰って！　このインチキ呪じゆ術じゆつ師しが！」

　瘦やせた腕からどうしたらそんな力が出るのだか、女は必死の形ぎよう相そうでカナギを扉のほうへ押しやろうとする。カナギは顔をしかめ、女の手首を取って怒ど鳴なりつけた。

「おい、誰だれがインチキだ！　呪術と薬草学はまったく別の……」

「一いつ緒しよよ、どうせ一緒！　帰って！　あたしの息子にどんな怪あやしい薬、使ったの！　帰れ、帰らないんなら……」

　力でカナギに勝つのは無理と見て、女はがむしゃらに彼の手を振ふり払はらう。

　彼女は即そく座ざに骨張った指で燭台を取り、火のついた蠟ろう燭そくを床ゆかへ落とした。

　金属製の燭台のトゲが自身に向けられたのを見て、カナギは愕がく然ぜんとした。

　これは殺意だ。女はカナギに殺意を向けている。

「ばか、ちょっと待て！」

　カナギの声も聞かず、女は勢いよく踏みこんできた。哀あわれなほどに隙すきだらけの動きだ。

　カナギは容易たやすく女の手を取り、反射的にねじ上げる。

　女の握にぎっていた燭台が、音を立てて床に落ちた。カナギは床を焦こがしている蠟燭を踏み消して、女の体をゆさぶった。

「おい、聞けよ、いいか？　あんた、息子を殺したいわけじゃないんだろ？　俺は何も悪いようにはしない。落ち着け、落ち着いて、とにかくあんたの息子を助けることを考えろ」

　カナギは女の耳元で言うが、女は答えなかった。

　ただ、嗚お咽えつまじりの呪じゆ詛そが、女の唇をとぎれとぎれに割っては地を這はっている。

　その陰いん鬱うつさは凄すさまじく、カナギはうすら寒さに青ざめた。

（──駄だ目めだ、これは。言葉で言っても無理だ）

　ならばどうしたらいいというのだろう。

　この女を気絶させて、鎮ちん静せい剤ざいでも処方してみるか？

　それこそ、犯罪者まがいの所行だ。そうまでして望まれない治ち療りようをする意味がどこにある。

　カナギは、心がゆるゆると冷えてきて、残らず乾かわいた砂に変わっていくような心地ここちがした。

　額に冷や汗をかいているのを感じ、彼はきつく目を閉じる。

（怖こわいな）

　脳のう裏りに、寝台の中から自分を見上げていた、故郷の恋こい人びとの姿がよみがえった。怖かった。

　他人の命をあきらめるのは、まだ少しだけ怖い。

　あきらめた後にやってくる空白は、毒より確実に生きる力を奪うばう。

　恐きよう怖ふがカナギの指に力をこめさせて、彼に手を取られた女は、痛みに小さな苦鳴を漏もらす。

「……カナギ。おいとましましょう」

　ぽつりと、ごく平静な声がした。

　のろのろと視線をあげると、部屋の戸口に詩人がたたずんでいる。蠟燭の消えた室内は真の闇やみであったが、詩人の気配と、香こう草そうに似た不思議な匂においは闇の中でのほうがよくわかる。

　カナギは細く息を吐はき、吸い込んだ。

　詩人の声はあまりに穏おだやかで、だからこそ、ひとを正気に返らせる作用がある。

　カナギはあらためて、自分が押さえつけた女の手首の細さを鮮せん明めいに指に感じた。

　本当に貧しい家なのだろう。女は不健康に瘦せていた。

「……そうだな。……帰ろう」

　どうにか声を絞しぼり出し、カナギは女の手からぎこちなく指を離はなす。

　女はそれ以上カナギにつかみかかることはなく、崩くずれるように床へ座りこんだ。

　詩人はカナギが緩かん慢まんな歩調で部屋を出るのを待ってから、女へ向けて優やさしく言葉を投げる。

「それでは奥さん。後ろの旦那様によろしく」

　はっ、と女が息を吞のむ気配があった。詩人は気にせず、彼女に背を向ける。

「……しじ……」

　いぶかしげに振り返りかけたカナギの肩かたに、詩人は手を置く。

　黙だまっていろというのだ。不ふ審しんに思いつつも、カナギは沈ちん黙もくを守って玄げん関かん口ぐちまで歩む。

　二人が今しも連れだって出て行こうとしたとき、思い詰つめたような女の声がかかった。

「……待って！」

「どうしました？」

　揺ゆらぎのない、静かな声で詩人が問う。女はひどく長い逡しゆん巡じゆんの末、囁ささやくように訊いた。

「…………見えたの？　あのひとの、こと……」

「今も、見えますよ。やはり、旦那様でした？」

「あ……あ……」

　もはや言葉にならない声をあげる女に向き直り、詩人は続ける。

「奥さん。旦那様が亡なくなられたとき、あなたは悲しみすぎましたね。肉親の強い悲しみは、しばしば死し霊りようをひきとめる。けれど死霊は、もはやあなたの知る肉親ではないのです。旦那様は寂さびしがっている。息子さんを連れていかれないよう、お気をつけてください。……では」

「待って、待って！　あの、あなた……その……どうして……あのひとが見えるのですか」

　去ろうとした詩人の衣ころもに、女は必死ですがりつく。

　彼女の言こと葉ば遣づかいが礼れい儀ぎ正ただしくなっているのを聞き、詩人の唇は笑えみを含ふくんだ。

　何が始まったのかと突つっ立っているカナギの目の前で、詩人は女のあかぎれた手を取り、いたわるように撫なでる。

「……ここは、かの高名な魔ま導どう師し、カエキリア師の領地。されば、わたしは名乗ることをせずに行こうとしましたが……しかたないですね。わたしは癒いやし手、白き魔導師、ウェルバ。黒髪の彼は改心した呪術師で、わたしの助手です。──あなたがお望みなら、わたしはこの家から死の影を祓はらいましょう」
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「詐さ欺ぎ師し」

　つぶやいたカナギに、詩人は笑いかける。

「わたしは彼女が望んだように答えてあげただけですよ。誰しも、自分の信じたいことしか信じませんからね。彼女は救い手がほしかった。──ただし、それは君の手ではない」

　小声で言いきる詩人を、カナギはうさんくさげに見やった。

　部屋の寝台では少年が浅い眠りに身をゆだねており、詩人とカナギは部屋の隅すみで声をひそめて言いあっている。

「そりゃそうかもしれないけどな、詩人。せっかくミリアンが魔法を使うのをひかえてるってのに、はったりで魔導師面づらしてどうする。こいつの父親が死んだのなんだのってのも、単なる当てずっぽうだろ？　外れたらどうする気だった？」

「当てずっぽうでもありませんよ。見えたんです」

　即答され、ついついカナギは詩人を凝ぎよう視しする。

「見えたって…………何が？」

「あららの部屋にあったでしょう。逆さになったほうきと、布のかかった鏡です。どちらもこの地方独特の、最近人死にが出た家の習慣ですよ。日用品を逆さに置くのは、死者が帰ってこないように、とのまじない。鏡も異界への入り口とされていますから、家人が死んでから一〇〇日の間は布をかけるものです」

「……ああ、なるほど、そういうことね」

　カナギは少しほっとして肩を落とした。

　確かにそれなら、少年が出で稼かせぎに行っていたことから考えても、この家で出た死人は少年の父親と見るのが普ふ通つうだろう。詩人にはどうも、この世の外の物事が見えているのではないかと思わせる雰ふん囲い気きがある。

　二人の会話が途と切ぎれたとき、軽い軋きしみをたてて扉とびらが開いた。

　居間からやってきたのはミリアンだ。扉の向こうの居間では暖だん炉ろに火が入り、この部屋も適度に暖かくなっている。居間にも少年の部屋にも、女の姿はなかった。

「ミリアン、彼のお母さんはどうです？」

「ずっと、自分の部屋で祈いのっているみたい。……ソラが言ったとおりに」

　詩人はそれを聞いてうなずき、少女は彼の隣となりに添そった。

　この家の女は、すっかり詩人を信じ切ったようだ。カナギは少年を見つめて苦くつぶやく。

「この辺り、もう魔導師領なんだな」

　魔導師と薬くす師しの不仲は根が深く、昔から魔導師は薬師をインチキ呪じゆ術じゆつ師しの同類だと断じている。魔導師領ともなれば、下しも々じもにまでその風潮が行き渡わたっているらしかった。

「あっち、魔法の札が貼はってあった」

　ミリアンが言い、居間のほうを指さす。

「ちゃんと効果はありそうでしたか？」

「……少し、風通しはよくなるかも」

　首を捻ひねったミリアンが言い、カナギは皮肉げに笑って手て袋ぶくろをとった。

「魔導師が小こ銭ぜにで売る魔法なんて、そんなもんだ。魔法で病が治るわけが……」

　急にカナギが言葉を切ったので、ミリアンは彼を見やる。カナギはしばらく考え込んでいる風ふ情ぜいだったが、ほどなくミリアンのほうへ視線をやった。彼の灰色の瞳は真剣で、いささか怖いような熱意に光っていたので、少女は無意識のうちに小さく震ふるえる。

「……何？」

「いや、お前……この間、俺のことを『練り直した』って言ったよな？」

　ミリアンはあいまいにうなずく。

　彼女は、かつてカナギが死にかけたとき、辺りの似たような要素を彼につめこんで『練り直して』しまったことがある。カナギはちらと少年に視線をやって、ミリアンに問うた。

「……お前、あのときみたいに、こいつの不調も見えたりするのか」

「え……」

　ミリアンは少し驚おどろいて、カナギと少年とを見比べる。

『練り直し』の記き憶おくはあんまりにも不確かで、今までもう一度やろうという気にはなれなかった。詩人の負傷もカナギが治ち療りようしたし、『練り直し』のことについては『理り不ふ尽じんな奇き蹟せき』として皆みな忘れかけていたのだ。

　けれど確かにあの力が自由に使えれば、彼女は世界で初めての病を治せる魔導師になるのかもしれない。ミリアンは思案する。

（もっときちんと見れば、やり方を思い出す？──でも）

　本当は、『見る』のが怖こわい。

　自分の心臓の音がやけにはっきり聞こえ、ミリアンは唇くちびるを嚙かむ。少女の視界は、今は比ひ較かく的穏やかだ。闇は闇のまま、ひとはひとのままに見える。

　このままにしておきたいのは山々だったが、ずっとそうもしておけないのはぼんやりとわかっていた。自分に何ができて、何ができないのか。力を使いこなすには、最低限その自覚が必要だ。手にしたナイフと、自分の腕の長さを知るのと同じことだ。

　ミリアンは意を決し、バングルの石に触ふれて、少年を見つめた。

　浅い呼吸をし、ごく慎しん重ちように、視界の端はしっこでざわめいている気配に意識を向ける。

（……来て。こっちへ。教えて）

　自分でも説明のしようのないやり方で、ミリアンは世界のざわめきに囁きかけた。

　穏おだやかに、そっと、怒おこらせないように。ただし、力をこめて。

（来て）

　少し強く念じると、視界に微び風ふうが吹ふいた。

　辺りの光景が、端から細かい粒つぶの集まりに変わっていく。極ごく彩さい色しきの粒が視界を埋うめて、絶たえ間まない雑音が耳から飛び込んできた。

　ミリアンは呼吸を乱さないよう、そればかりを考えながら、少年に視線を落とす。

　少年もまた、極彩色の粒でできていた。

　周りの世界の要素とふれあい、ゆらめきながら、危あやうい輪りん郭かくを保っている。

『……こわ……い』

　聞こえてきた弱々しい声は、きっとこの少年のものだ。彼の心の囁きなのだ。

　小さく震え続け、たまに反はん抗こうするようにびくつく心が見える。体は、どうだろう。

　ミリアンは渦うず巻まきたゆたう少年の体の中へ、意識を向けようとした。指で触れるような感覚で、少年の体に干かん渉しようしてかきわける。

　少年の体を構成していた粒は、最初は素す直なおにミリアンの意識の指を避さけて左右へわかれた。

　ところが、急にその指が阻はばまれる地点があった。まず感じたのは、真っ黒な泥どろに指を突っ込んでしまったような感覚だ。ミリアンは違い和わ感かんを覚え、周囲を、少年の体を、もっとよく見ようと意識を研とぎ澄すました。次の瞬間、ぶつり、と何かが切れたように目の前が暗くなる。

（え……何）

　夜の闇とも、目を閉じたときの闇とも違う。目の前に何もなくなってしまったかのような凄すさまじい暗闇に、ミリアンは本能的な恐きよう怖ふを抱いだく。嫌いやだ、怖い、『見えない』のも怖い。

　こんな風に何も見えないなら、いっそすべてを『見て』しまったほうがいい。

　何か、何かを見よう。早く、何かを──がむしゃらに意識を集中しようとしたとき、

『──否いな！』

　壮そう絶ぜつな大だい音おん声じようがたたきつけられ、ミリアンは棒立ちになった。
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「……や……！」

　ミリアンが短く叫ぶと、部屋の大気がほんの一瞬だけびりり、と振しん動どうし、すぐにほどけた。

　同時に少女の小こ柄がらな体も、糸が切れたように崩くずれ落ちる。

「おい、ミリアン!?」

　慌あわてたカナギが名を呼び、詩人は無言で倒たおれるミリアンを支えた。

　カナギから見た限りでは、彼女の視界で何があったかはまったくわからない。緊きん張ちようして意識を集中していたかと思うと、突とつ然ぜんおびえの色を見せて倒れた。わかるのはそれだけだ。

「……いけない」

　詩人の琥こ珀はくの瞳が少女の顔をのぞきこみ、すぐに小さくつぶやく。

　ミリアンの体はひどく震え、いっぱいに見開かれた赤あか紫色むらさきの瞳の中ではちらちらと異形の影かげが明めい滅めつしている。詩人は笑えみの気配を失した顔で、カナギに視線を投げた。

「──これ以上は無理です。わたしはミリアンと席を外しましょう。いいですね？」

「そりゃ、いいけど……大丈夫なのか？」

「祈ってください。いえ……大丈夫。きっと平気ですよ」

　詩人は軽く目を細めてみせ、少女を抱き上げて扉の向こうへ姿を消す。

「……ああ」

　カナギは半分惚ほうけたような生返事をし、閉まる扉を見つめていた。

　少女の叫びがひとかけ、心臓に突つき刺ささっているのがわかる。

（そんなに、しんどいことだったのか、あれ）

　魔ま法ほうの才能がさっぱりないカナギには、ミリアンの苦く悩のうはあまりに遠い。遠いながらも漠ばく然ぜんとした罪の意識だけは重くのしかかってきて、カナギは何度か首をふった。

　すぐに扉を開けてミリアンに謝るなり、治療をするなりしたい。けれど自分に彼女の苦痛を和やわらげる力はないのだ。ならば落ち着くのが先だった。

　落ち着いて、できることをするしかない。後こう悔かいをふりはらうように部屋の隅すみに置いた薬箱に歩み寄ろうとして、カナギは不意にたたらを踏ふむ。

「……あ？」

　視界がぶれて、我知らず声が漏もれた。

　目がおかしいのか、と思いかけて気づく。違う、これは痛みだ。

　突とつ如じよ、物理的な痛みが胸をせり上がってきて、カナギはひどく咳せき込んだ。頭がぐらつき、立っていられずに床ゆかへ崩れる。指が震える。体が震える。呼吸ができない。痛む。

　強大な打だ撃げきに似た痛みに、カナギは声も出せずに我が身を抱く。

（くそ……まだだ、去れ！）

　できるかぎり強く、叫ぶように念じた。

　去れ、まだそっちには行かない。頭の芯しんが痺しびれるほどに念じ続けると、ようやっと少しは痛みが薄うすらぐ。カナギは震える指で上着のポケットを探さぐり、対たい抗こう薬やくをてのひらに落とした。

　薄い唇をそれで湿しめすと、刺し激げきでまた頭がくらりとする。痛みをやりすごすため、カナギはしばらく薬箱に額を伏ふせて呼吸だけを繰くり返した。

（効き、悪くなってきたか？　ひょっとして）

　心しん拍ぱく数すうを数えながら、対抗薬を使った後に訪おとずれるはずの安あん堵ど感かんがないことに気づき、カナギの体はひどく冷えた。身のうちに抱かかえた呪のろいが進行しているのかもしれない。

「……平気？」

　寝しん台だいから声がかかり、カナギはわずかに顔をあげて少年を見た。

　少年は苦しげに顔を歪ゆがませている。自分の体もきついのだろう。カナギはやるせない思いで、よろけながらもどうにか立ち上がった。立てるのなら、まだ平気だ。

「……大丈夫だ。まだ、生きたいしな。具合は？　苦しいか」

　少年の枕まくら元もとへ歩み寄り、床へ座りこんで問う。少年は浅くうなずいた。

「よし……苦しいうちは、生きてる証しよう拠こだ。余計なことは考えるな、ただ、生きたいって念じてろ」

　カナギはそう言って、少しだけ笑ってみせた。少年は彼の顔を見上げ、自分も少し苦しげに笑い返す。そして、思い出したように訊きいた。

「さっき、白い……綺き麗れいなひとがいたね」

「……ああ」

「あれは、人間？」

　問うた少年の目は、不思議な色を帯おびていた。それは希望の色に似ているのだが、もう少し空くう虚きよなものだ。カナギはわずかにためらう。

（神か不死者でも見たかったのか、こいつは）

　おそらくはそうだ。けれど、カナギに言える答えはひとつだけだった。

　彼は嚙みしめるように言う。

「人間だ。ただの」

「……そうか」

　カナギの答えを聞くと、少年の目からはふつりと希望の光が失うせた。あきらめの静けさでもって天てん井じようを見上げる少年を見つめ、カナギは黙だまりこくる。

　この少年に、祈いのれ、という気はしなかった。きっと彼はとうに祈っている。
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　少年の部屋を出たミリアンは、清明な鈴すずの音ねを聞いた──と思った。

（あれは──ソラの、鈴）

　そう思うと、すう、と自然な呼吸が戻ってくる。

　ミリアンをつかんで揺ゆさぶっていた強い力が薄れ、彼女は重いまぶたを開けた。

（……戻れた）

　ぼんやりと考え、少女はかぎ慣れた、香こう草そうに似た香かおりを吸い込む。

　あまりひとらしくない香り。詩人の衣ころもの──

「…………!?」

　はたと目を見開き、ミリアンは自分の置かれている状じよう況きようを知った。

　傍かたわらの暖だん炉ろで薪まきが燃えている。少年の家の居間に、ミリアンは座っていた。

　──詩人に抱かれて。

　ミリアンは慌てて体を起こそうとしたが、ひどいめまいに耐たえかねて、再び詩人の肩に額を預けてしまう。

「……ミリアン。おかえりなさい」

　くらくらする頭にすら負担をかけない、優やさしい声が囁ささやく。ミリアンは小さくあえぎ、震えた。

「──怖こわい……」

「何がです？　もう、大丈夫ですよ。君はここにいる」

　違う。怖いのは、あなただ。
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　そう口にすることはできず、ミリアンはぎゅっと目を閉じる。めまいがあらかた治まったのを確かく認にんしてから、ミリアンはもう一度、今度は注意深く体を起こした。

「……放し、て……。もう、平気、だから」

　詩人の腕がゆるやかにほどけ、少女を自由にする。ミリアンは彼の膝ひざから降りて、隣となりのスツールへ重い我が身をひきずりあげた。

　あらためて傍らを見ると、詩人はいつもの様子で彼女を見ている。

　何を問うわけでもなく、薄い唇くちびるに笑みを漂ただよわせる詩人の姿が目にしみて、ミリアンは視線をそらした。そのまま、病に倒たおれた少年の部屋の扉を見つめる。

「──カナギ、は」

「まだ中です。彼は、できることをしますよ。できるかぎりのことをね」

「……私には、何も……できなかった」

「ならばそれが、今の君の力なのでしょう」

　冷たくも聞こえる言葉だった。けれど詩人が言うと、しごくもっともにも聞こえる。ミリアンは食しよく卓たくの上で拳こぶしを固め、うなだれて、何度か首をふった。ひどくいたたまれない。

「ミリアン」

「何」

　詩人の声に、ミリアンは少し邪じや険けんに答えた。

　どこまでも平静な彼の声に、いくらかいらだったのだ。詩人は特に動どう揺ようもせずに続ける。

「少し、触ふれてもいいですか」

「……ッ……どうして」

「そのほうが、いいような気がするんです。嫌いやならよしますが」

　優しい声にそう言われ、ミリアンは胸が詰つまるのを感じた。

　どうしてこのひとはこうなのだろう。どうしていつも、揺らぎなく優しいのだろう。

　あまりに果てがなく、とらえどころもない。こんな優しさには、自分は何も返せない。

　なにしろミリアンは、殺すことしか知らないのだ。

　おそるおそる顔を上げ、ミリアンは詩人を見る。

　彼の白い指が少女に向けて伸のべられた。てのひらを上にして、ごく無防備に。

　ミリアンは途と方ほうに暮れて目を伏せ、何度かぎこちなく手を握にぎったり開いたりして、やがてしかたなく、詩人の指を握にぎりしめた。少しも荒あれていない指だった。

「怖いことは、怖いと認めてしまうのも手ですよ」

　詩人は綺麗に笑って言う。するとなぜだか、ミリアンは泣きたいような気持ちになった。

「……ソラ。私は、あなたみたいになりたい。あなたみたいに、いつも優しくて、揺らぎなくあれれば……いいのに」

　とぎれとぎれに語るミリアンの言葉を聞き、詩人は静かに返す。

「ミリアン。君はわたしにはならない」

　突とつ然ぜん投げられた絶対的な否定に、ミリアンははっと目を見開いた。詩人は少女の手を軽く握り返す。

「けれど、わたしはそのことを喜ぶ。──君もカナギも、わたしの行けない場所に行く。だからわたしは、君たちを見ていたいと思うんです」

　そう言う詩人の姿は、ミリアンにはひどく遠くに見えた。

　触れているのに、遠い。

　悲しかった。カナギと接しているときは、こんな気持ちにはならない。

　カナギといるのは、単純に安心できた。彼は、ミリアンが斬きりかかったら必ず自身も剣を抜く。最後の最後で真剣勝負をしてくれるひとは安心だった。

　生きるために殺すひとは、ミリアンには理解しやすい。仲間を殺したカナギのことが憎にくくないと言ったら噓うそだ。でも、彼のことは理解できる。彼がミリアンの仲間に勝ったことに、納なつ得とくも、できる。

　けれど、詩人は違う。詩人には、笑って殺されてしまいそうなところがある。

　少女は手の中の、詩人の指の感かん触しよくを抱だきしめるように握りこみ、目をつむった。

「あなたはまるで……狭せまいけれど、深い崖がけの向こうで笑ってるみたいだ。あなたの言葉は……嬉うれしくて、寂さびしい」

　少女の言葉を聞くと、詩人は少しだけ笑った。

「……君はまったく、長く生きた獣けもののように正しく、聡そう明めいなひとだ」
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　翌朝、といっても昼近くになったころ。

　カナギが少年の部屋から出ると、居間では異様な光景が繰くり広げられていた。

「魔導師様、わしら、迷っておるんです。長い間、真っ暗くら闇やみで迷子になってたようなもんだ。カエキリア様は素す晴ばらしいお方だ、しかし、あのお方はお姿を隠かくして久しく、お言葉はここまでは届いてこんのです。……もっとここに滞たい在ざいして、わしらを導いてくださいやしませんか」

　髭ひげに埋うもれた老人が、ひざまずいて目をきらきらさせている。

　他ほかにも同じような目をした村人が、狭い居間いっぱいに集まっていた。

　そしてその中心に背を正して座っているのは、白い衣をまとった詩人であった。

　ちなみに詩人の横では、ミリアンが人目を気にせず朝食の麦むぎ粥がゆを口に運んでいる。

　詩人は木戸から差し込む光を髪やら指やらに躍おどらせながら、半ば歌うように語る。

「何を言うのです。光はあらかじめ、ここにあるのです。いいですか？　答えを知りたいのなら、そう簡単にひとに教えを請こうてはいけません。考えてください。あなたが求め、考える限り、路ろ傍ぼうの石も世界の真理を語り出します」

　……適当なことを言っている。

　結局、『そんなこと知るか。自分で考えろ』というだけではないか。

　睡すい眠みん不足と疲ひ労ろうと元々の体調不良で目の周りに隈くまを作ったカナギは、げんなりと思う。

　しかし人々は感動し、おお、とか、ああ、とか声をあげて身もだえている。

　敬けい虔けんなようなほほえましいような異様なような、何とも言えない光景であった。

（でもまあ、なんとなくわかったぞ、こいつが帝てい国こくに追われる理由。こんな調子で扇せん動どうすりゃ、暴動くらい起きそうだ。そんな類たぐいの嫌けん疑ぎだな、きっと）

　カナギは考えながら居間へ踏ふみ込んで、めまいとだるさに負けて壁かべにすがった。たちまち何もかもが面めん倒どうになり、そのままずるずると床ゆかに座りこんで足を投げ出す。

　詩人はそんな彼の様子に気づき、微笑ほほえみを向けた。

「おや、弟で子しよ。彼の具合はいかがです」

「元気ですよ、師、ウェルバよ」

　床に座りこんだまま投げやりに答えて、カナギは懐ふところを探さぐった。

　パイプを取り出した彼に、すかさずミリアンが歩み寄る。火でもつけてくれるのかと思ってカナギがぼんやり見上げていると、あっさりパイプを奪うばわれてしまった。

「体に悪い」

「あー……そりゃまた、お気づかいありがとう」

　力なく毒づくカナギの横を、どたばたと家主の女が走っていく。彼女は息むす子この部屋へ駆かけ込み、回復して体を起こしている少年を見ると、感かん極きわまった声をあげた。近所の連中も後へ続き、やたらと感動にうめいている。

　詩人はミリアンの傍かたわらまで歩んでカナギを見下ろし、楽しそうに笑った。

「よかったですね」

「……本当に、そう思うか？」

　皮肉げに言うと、詩人はゆっくりと瞬まばたいて、声をひそめる。

「あのまま追い出されて、君はあの男の子を放ほうっておけました？」

「もちろん、できた」

　即そく答とうするカナギを眺ながめ、詩人はうなずいた。そして手を差し出す。

「そうかもしれませんね。けれど、それはあきらめないほうがいいでしょう」

　伸べられた詩人の手を、カナギはにらんだ。

　惜おしげもなく伸べられる助けの手。カナギは詩人のそれを見るたびに腹が立つ。

「……お前なあ。そうやって他人に手を出す前に、とっとと自分を救ってやれよ」

「…………わたしを、ですか？」

　詩人は不思議そうにカナギを見つめた。そして彼は、ごく穏おだやかに言う。

「わたしは、いつでも幸せですよ。この上なく、救われようもないくらいに」








３　古戦場









「──やっぱり、駄だ目めだ。ひでえ雨だ。雪解け水とあわさって、川が増水してやがる。この先の橋は、三日も前に流されたとよ。影かげも形もねえ」

　宿の扉を開けるなり、御ぎよ者しやはそう言って外がい套とうの端はしから雨水を払はらい落とした。

　カナギたちがザヴォーツを出て九日目。

　帰宅した病の少年を欠かいただけで、六人の旅人たちは今のところ無事に旅を続けていた。

　山さん岳がく地帯にあったザヴォーツから離はなれれば気候も変わり、数日前から彼らはソリから馬車に乗り換かえている。道ばたからも雪はほとんど消え、代わりに激しい雨が絶え間なく降り続いていた。目的地のカエキリアまでは、順調に行けばあと一日、二日といった距きよ離りである。

「こんなとこまで来て立ち往おう生じようか？　きつい冗じよう談だんだな」

　思い思いの席について朝食を摂とっていた旅人たちの心を代弁するように、カナギが言う。

「川の様子を見てきたが、ありゃあ馬車で渡わたれるようなもんじゃねえ。ここで雨がやむのを待つか、あとは……別の道を使うか、だ」

　重苦しく返し、御者は外套を脱ぬいで暖だん炉ろに歩み寄った。春とはいえ、外は氷ひ雨さめだ。

「別の道と言ったが、どんな道を使うつもりだね」

　女を連れた二人組のひとりが声をあげ、御者は寒さしのぎに肩かたを揺ゆらしながら答えた。

「古戦場を抜ぬける」

「ばっ……ばかな、あんな呪のろわれたところを!?　正気か！」

　慌あわてた様子で、瘦やせた男が立ち上がる。御者は彼を眺めて深いため息を吐ついた。

「あんたら、このへんの出身か。じゃあなおさら、長雨のときゃあっちを通るしかねえってのはわかるだろ」

　カナギは懐から、裏町で貰もらった古い巡じゆん礼れい地図を取り出して広げる。

　なるほど、カナギの目的地である遺い跡せきの周りには、剣を打ち合わせた印が書きこんである。これは一いつ般ぱん的な古戦場の印だ。とはいえ、巡礼地図に載のっている古戦場は人間同士の戦せん跡せきではない。おそらくは、魔物たちと不死者が闘たたかいを繰り広げた跡あとがあるのだろう。

　地図によれば、魔導都市、カエキリアはその先だった。

「しかし、しかしだ！　あそこには前世界の遺跡がある。下手へたに近寄れば命はないぞ！」

　瘦せた長衣の男が必死の体ていで言う。ごついほうの男は黙だまったままだが、やはり不安げだ。

　二人の男に挟はさまれた女は、可か憐れんな唇くちびるをきっと結んだまま沈ちん黙もくしていた。彼女はこの快適とは言えない定期便の旅に疲つかれたのか、または旅の終わりに待つものが恐おそろしいのか、段々と無口になってきている。カナギは地図を元のように折りたたみ、おもむろに立ち上がった。

「──迷めい信しんだ」

　投げ出すような言葉に、周りの視線が集まる。カナギはだるい体をひきずって、ミリアンが座っている窓まど際ぎわへと歩み寄った。

「遺跡なんて、そう怖こわいもんでもない。気をつけときゃ気が狂くるったりもしない……ってのはどっかの物知りの受け売りだけどな。注意していけば平気だろ」

「そう簡単なものではない！　東方の人間に、あそこの恐ろしさがわかるものか！」

　男の叫びを受け流し、カナギは木戸の向こうを眺めた。

　ほとんど視界が利きかないほどのひどい雨だ。カナギの思考を読んだかのように、詩人が言う。

「たとえここに留とどまるとしても、この雨です。春の長雨にしては激しすぎる。いつやむかもわかりませんし、橋が落ちたなら荷の行き来も途と切ぎれる。いずれこの辺りも飢うえるかもしれない」

　穏やかに言われると、長衣の男も答えようがなくなって黙りこんだ。御者は小さく笑う。

「魔導師殿どのがそう言われるんじゃ、きっとそうに違ちがいねえ。そうだ、そういやあ、あんた、これ。さっき村の子供が『魔導師様に』って言って持ってきたのを、預かってたんだ」

　思い出したように御者がもの入れから取り出したのは、多少歪ゆがんだ野の花と、油紙に包くるんだ小さな菓か子しだった。魔導師と呼ばれた詩人は、古い礼をしてからそれを受け取る。

「ありがたいことですが……ずいぶんと早く、噂うわさが広がったものですね」

「はは、俺が言いふらしてんだよ。あんたが病を治す魔導師だってな。あんたの話はウケがいいんで、ついな。さて……じゃあ、お客さんがた。迂う回かい路ろを取って古戦場を抜けるってことで決まりでいいな？　ただ、あそこを通るってなると護衛は雇やとえねえぜ。みんな嫌いやがる」

「それは安心しろ、俺がいる」

　言い返したカナギを、御者はまじまじと見つめた。

　黒髪の青年が持っている剣は確かに立派なものだが、体格はあまり逞たくましいほうでもない。それよりなにより、ひどく顔色が悪いうえに気がつけば咳せき込んでいたり、部屋の隅すみへ行っては暗く壁にすがっていたりする姿が最近やけに目立つ男だ。

　ものすごく不安な表情になった御者の目の前で、カナギはまた少し咳き込んだ。


◆



「世の果てに神はありて、世界の王は願う──ひとを害するものは朽くちよと。願いの果てに生まれしものは滅ほろびることを知らず、永遠の手に剣を持つ。魔物との重なる闘いは木々の年輪に似て、死の上に死を重ねること数十年──雪のごとく降り積もった魔物のなれの果てはかつてここにあった川を埋うめ、岩と化して、うずたかい台地をすら造り出したと言います」

　詩人が語り、震ふるえる弦げんを押さえる。古びた音が馬車の車輪の音に紛まぎれて消えると、カナギは軽く唇を歪めた。

「そりゃ一体いつの話だ、詩人？　台地っていうより、まるで世の果てだぞ」

　カナギの言葉に反応し、馬車の窓にはりついた細い長衣の男がうなる。

「長い間に、雨風に削けずられたのだ。なにせ五〇〇年前の戦場だからな」

　馬車の窓から見える光景は、確かに奇き景けいと言うのがふさわしいしろものだった。

　激しい雨の中、次々と現れる先の尖とがった岩山は、とても自然の造形物とは思えない。

　鋭するどい岩のトゲが目に刺ささってくるような錯さつ覚かくを覚え、ミリアンは瞬いた。

　古戦場には、天高く槍やりを突つき上げているかのような、白い岩の柱が見み渡わたす限り連なっている。高さは建築物にしてみれば、一〇階から二〇階くらいにもなるだろう。

　その間をぬうような細い道を、六人と御者を乗せた馬車が行く。カナギは訊きいた。

「ってことは、この周りの岩全部、元は魔物なのか？」

「でしょうね。それだけたくさんいた、ということです」

　詩人の言葉に、馬車の中には沈黙が満ちる。カナギはどうにも不調な体を古びた座席に預あずけ、以前見た魔物のことを思い出す。

　珊さん瑚ごに似た魔物は、滅びるまで焼き続けると、白い結けつ晶しようめいた粉になって散った。

　あれがこの馬車から見える一番高い岩山の位置まで降り積もった、ということか。

「……どんな量だよ、それ……」

「あ」

　不意にミリアンが声をあげ、皆みなの視線を集める。

「どうしました？」

「今……ひとの、像みたいのが」

「……こんなとこに、誰が彫ちよう像ぞう作るんだ」

　なんとなく嫌な予感がして、カナギが言う。詩人は彼を見やって微笑ほほえんだ。

「ここで魔物が大発生したときには、不死者と共に多くの人間も闘ったとの話です。生き残った者の代表はかの魔導師、カエキリアですが、その背後にはたくさんの死者がいる」

　詩人の言葉を額がく面めん通りに聞いているミリアンに、カナギが暗く解説する。

「あー、それってつまり……ここには死体がごろごろしてる、ってことだな。ミリアンが見たのも、魔物の粉になったやつがかかって、彫像みたいに見えてる死体……？」

「まあ、そういうことですね」

　ミリアンはそれを聞いて眉まゆをひそめ、馬車の中にはさらにどんよりとした気が漂ただよった。

　ごつごつした道を嚙かむ車輪の音ばかりが響ひびき、カナギは頭を搔かいた。

「……暗いな。どうにも暗い。詩人、こういうときこそお前の得意なばか話だ」

「いいですね、どんな話が聞きたいですか？　闇魔法教会本部図書館の暗あん部ぶ、第七書庫に封ふうじられた『呪じゆ縛ばくの書』についてはどうです」

「おー、聞くからに暗くて邪じや悪あくそうだけど、お前が嬉き々きとして言うからには阿あ呆ほう本ぼんなんだな？」

「心をえぐる伝説の決め台詞ぜりふが多数記された本です。新しん暦れき五八一年から五九四年にかけて、闇魔法教会本部で『その年聞いた一番辛つらい台詞』投票選出会が催もよおされていたらしくてですね。みんなして、一年に言われたうちでもっとも心に痛かった台詞を書き記したんですよ。選出会で最高位をとった台詞など、今でも見ると相当心が痛むらしいです。思わず硬こう直ちよくするくらいに」

「……それで『呪縛』？　誰だ、その本に題名つけた奴やつは……」

「しかし五九〇年代になると、なぜだか『呪縛』の意味を取り違え始めた人々がいたようで。この本、後半は『その年聞いた一番寒い駄だ洒落じやれ』特集になっていくという」

「……なあ、詩人。魔導師ってなんなんだ？　実は謎なぞの芸人集団なのか？　それでいいのか？」

「というより、君らは一体なんなのだ」

　カナギと詩人のやりとりに、和なごむというより疲ひ労ろうした長衣の男がつぶやく。

　カナギが彼に答えようとしたとき、急に馬車が大きく揺れ、止まった。

「なんだ、どうした？」

　窓を開け、カナギが御ぎよ者しやに声をかける。返事はなかった。

　不ふ審しんに思い、カナギは傍かたわらの剣を手にとって馬車の扉とびらを開けた。外界へ降り立つと、滝たきのような雨があっという間に衣服を濡ぬらし、視界を削る。

　ぞくり、と寒気を覚えて震えた。弱った体が悲鳴を上げているのを感じとりつつも無視して、カナギは御者の姿を捜さがす。御者席は空からで、御者は馬車の車輪の傍そばにうずくまっていた。

「何かあったか？」

「……おお。あんたか。ちょっと道を間違った。戻らなきゃならねえ。それに、車輪の具合がおかしい気がしてな」

　身を起こして御者が言う。カナギは外がい套とうの襟えりをかきよせながら彼に近寄った。

「まあ、こんな地面じゃな。ガタもくるはずだよ」

　水の流れる地面を、カナギは何度か踏ふんでみる。すぐにざらつく、もろい岩だ。

　この地面もまた、魔物のなれの果てでできた岩で覆おおわれているのだ。道には風や水が削った溝みぞがあちこちに刻まれていた。

「ほんとだぜ、下手な溝にはまっちまったらおしまいだ。ちょっとあっちを見てくらあ」

「待て」

　いきなりカナギに襟首をつかまれ、御者はぎょっとして青年を見上げる。

　カナギは険しい顔で上を見ていた。そそり立つ尖った岩の向こう。

「……なんだか、変な感じがしないか」

「いや？　しねえよ。むしろここは変な感じだらけだ。……放しちゃくれねえか」

　カナギは答えず、手も放さなかった。ひたすらに違い和わ感かんを覚えた地点を見つめている。

　そんな彼の目に、ちかりと光が映うつった、ような気がした。

　気のせいかもしれない、天候は雨だ、辺りは薄うす暗ぐらい。しかしカナギは間をおかず反応した。

　御者を引きずり倒たおし、自分も身を低くする。

　カナギの頭上で、小気味良い音がした。視線を投げると、馬車に矢が刺さって揺ゆれている。

「やっぱりだ」

　苦くつぶやき、カナギは御者を強ごう引いんに立たせて御者台に追いやった。

　矢が降ってきたのは、カナギが見つめていた岩の向こうからだ。

　二本目の矢は落ちてこなかったが、代わりに風が後方から馬の蹄ひづめの音を運んできた。

　おそらくは、賊ぞくだ。御者も同じことに気づき、声をわななかせる。

「まさか……！　こ、こんなとこに……来るわきゃねえんだ、こんな……」

「来たもんはしょうがないだろ!?　出せ！」

　ぶつぶつと言う御者の隣となりに上り、カナギは叱しつ咤たする。御者は弾はじかれたように馬に鞭むち打うった。がらがらと音を立てて馬車が走り出す。岩山の風景が背後へ流れ始めた。

「ああ……駄だ目めだ、駄目だ、こっちは駄目なんだ……」

「どうした？」

　敵の気配に全感覚を向けながら、カナギは陰いん鬱うつな御者の声に反応する。

　御者は泣くように訴うつたえた。

「こっちは遺い跡せきなんだよ……恐おそろしいとこだぜ！」

「大丈夫だって言ってるだろ！　俺を信じろ」

　ほとんど冷れい淡たんな調子で言い、カナギが御者の腕をつかんだ。

　御者はカナギの冷たい横顔を見上げ、覚かく悟ごしたように奥歯を嚙んで前方へ向き直った。かけ声と共に鞭むちがふるわれ、馬車は軋きしむ音を立てて緩ゆるやかな坂道へ向かう。

　なだらかな坂を登っていくと、徐じよ々じよに人工物らしきものが見えてくる。

　見慣れない様式の、うち崩くずれた建築群。かなり大規模な遺跡であった。

「……なんだ……？　溶とけたのか？」

　背後で響く蹄の音に気を取られていたカナギが、遺跡の姿に気づいてつぶやく。

　坂の上、尖った岩の間に見える建物は、やはりすべて辺りの岩と同じ白色だった。

　壮そう麗れいであったろう門、飾かざり窓まどのある前面のみ残った巨きよ大だい建築、たくさんの円柱──前世界の栄えい華がを感じさせる建造物の数々は、どれもひどくべたついて見えた。

　石造の建物すべてが、まるで飴あめ細工のように溶け崩れて、しまいには白い岩の地面に同化しているのだ。

　恐ろしい高熱でもかかったのだろうか。不自然に輪りん郭かくを歪ゆがめ、ところによっては腐ふ敗はいして糸を引いたかのような崩ほう壊かいのさまを呈ていする石の遺跡に、カナギは目をこらした。

（ラートリとは違いすぎる。……本当に不死者がいるのか、ここ）

　以前訪おとずれた不死者のいる遺跡は、異世界めいた雰ふん囲い気きはあったもののもっと明るく、命の気配のある場所だった。それに比べて、ここには死と静せい寂じやくの気配しかない。

　悪夢に似た景色におびえたのか、御者はしきりに独り言を言っている。

「──めん、ごめんな、ごめんな……やっぱり無理だ……遺跡にゃ行けねえ」

「どうし……おい！」

　カナギが御者のほうへ視線を戻すと、御者は唐とう突とつに手た綱づなを放し、走る馬車から飛び降りた。

　固い地面に落ち、御者の体は何度か跳はねて転がる。

　御者の姿を一いつ瞬しゆんだけ目で追い、カナギは必死で手綱をつかまえてたぐり寄せた。

　次の瞬間、鋭するどく不ふ吉きつな音が響く。

「な……！」

　がくん、と馬車が均きん衡こうを崩す。

　襲おそってきた衝しよう撃げきは独特で、カナギには馬車に何が起こったのかが目で見ずともわかった。

　車輪が外れたのだ。外れた車輪は、坂道横の急な斜しや面めんを転がり落ちていく。

　結構な速度を出していた馬車は、為なす術すべもなく凄すさまじい音を立てて横転した。
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「みんな死んだのかな？　ねえ、兄貴」

「なんでも俺に訊きくんじゃねえよ。自分で確かめな」

「そりゃそうだけどよ、遺跡はやっぱり不気味じゃねえか」

　かさついた声でやりとりしながら、賊たちは馬を獲え物ものの馬車のほうへと進めた。

　人種も容よう貌ぼうもばらばらの五人組だ。屈くつ強きようなのも貧ひん弱じやくなのもいる。

　坂道を登りきる直前の地点までやってくると、横転した馬車の様子がはっきりと見えた。周囲には車しや軸じくや割れた木もく片へんが散っていたが、箱形の車体自体はそれほどの損傷もなく残っている。男たちはばらばらと馬から下りた。

「馬を外してるな。生きてる奴がいるってことだ」

　兄貴と呼ばれた男が、馬車の前方に回り込んで言う。彼の弟分が、ひょいと車体の上に飛び乗った。

「おい、気をつけろよ。腕の立つのがいるらしい」

「あいあい。みなさーん、朝ですよ、お元気ですか？……あれ、扉、外れてら」

　弟分が、ちょうつがいの外れてしまった馬車の扉を横へ投げ捨てる。

　彼は鼻歌交じりで扉の中をのぞきこみ、直後、左目の位置に打撃を受けてのけぞった。

　一瞬遅れで濁にごった悲鳴があがる。ミリアンが、鞘さやに入った剣をたたきこんだのだ。

　狙ねらい澄すました一撃には、男を昏こん倒とうさせるだけの力はなかった。けれど男は左目を押さえてわめき、車体から転げ落ちる。

「おい、どうし……？」

　弟分の悲鳴に体を起こそうとした男は、足元に涼すずしい風を感じた。風の正体を目で確かめる前に、立っていられなくなって転倒する。濡れた地に這はい、必死に自分の足を見ると、くるぶしから先が綺き麗れいに斬きり飛ばされてなくなっていた。

「ひ……」

　這って逃にげようとしたところで、倒れた馬車と地面のわずかな隙すき間まにひそんでいたカナギと目があう。恐きよう怖ふに凍こおりついた男は無視し、カナギは素す早ばやく隠かくれ場所から飛び出した。

　車体を回り込んできたひとりを、カナギは立ち上がりざまに斬り捨てる。

　馬車の中に潜ひそんでいたミリアンもまた、軽い体を外界へ引きずり出した瞬間に、細い短剣を賊のひとりへ投げつけた。

「あ、あ、あ……」

　あっという間に仲間がやられていくのを目まの当たりにし、剣を構かまえたままがたがたと震ふるえ出す男がいる。カナギは彼と向き合うと剣を持った手をだらりと自然に垂たらし、だるそうに問う。

「お前らで全部か？」

「そ、そう……いや、ちが……別働隊が……」

「何人？」

　答えようと口を開いたとき、賊はカナギの背後から、ミリアンに左目を打たれた男が近づいてくるのを見た。途と端たんにわずかな勇気を取り戻し、賊は奇き声せいをあげてカナギに斬りかかる。

　カナギは下段からの一いつ閃せんで目の前のひとりを片づけ、即そく座ざに身をかがめた。

「おおお！　あれ？」

　背後からカナギにつかみかかろうとしていた男が、間まの抜ぬけた声をあげる。目標を捉とらえ損そこねた腕をつかまれ、賊は何が何やらわからないうちに投げられた。

　気づくと、賊の男は坂道脇わきの急斜面に無む我が夢中でしがみついている。

　すぐ傍そばで自分を見下ろしているカナギを見つけ、賊は一応言ってみた。

「あ、あの、助けて……」

「……無理言うな」

「……やっぱり？」

　情けなく顔を歪めた男は、急斜面の岩のトゲにしがみついていた手を蹴けりつけられ、あえなく落ちていった。

「カナギ、平気？」

　カナギは駆かけ寄ってきたミリアンを無視し、馬車に手をかけて激しく咳せきこみ始めた。

　馬車から出てきた面々が、心配げな面おも持もちで彼を眺ながめやる。馬車内の面々には、奇き跡せき的にほとんど怪け我がらしい怪我はなかった。男のひとりが強く肩かたを打ち、他の人間にも多少の打ち身や何かはあるが、動くのに支障はない。

　カナギは返事もせず、肩で息をしていた。立っているのも辛つらそうな彼の様子に、ミリアンは落ち着かなくなる。

（今までと、違う）

　今までのカナギは、病弱だの呪のろわれているだの言われつつもちょっとした立ち回りでここまで失調することはなかった。それがそもそも異常だ、という話はあるのだが、目の当たりにする彼の不調は、どうにもミリアンの心を引っ搔かいた。

　歩み寄ってきた詩人に、カナギは告げる。

「……別働隊がいる」

　詩人はうなずき、辺りを見み渡わたした。

「ここにいつまでも居ては危ない。……遺跡に避ひ難なんしますか」

「正気か？　こんなところに一瞬でも長く居たくはない！」

　叫ぶ男に、声を落とせ、とミリアンがてのひらで指示した。男は口をつぐみ、詩人は笑う。

「落ち着きましょう。一見回り道に見える道が、実は最短距きよ離りだったりするものですよ」

「詩人」

　不意にカナギに呼ばれ、詩人は彼を見やる。カナギはなぜだか、ひとを射殺しそうなきつい目つきで詩人をにらみつけていた。詩人は少し首をかしげる。

「はい？」

「……肩貸せ」
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　近寄るにつれ、遺跡は死の気配を色いろ濃こくし始めた。

　ぽつり、ぽつりと目につく彫ちよう像ぞうに似たかつての人間たちだけでなく、辺りの建造物全体が滅ほろびの陰いん鬱うつさに満ちていて、まるで親近感を覚えさせてくれない。

「魔物に吞のみこまれかけているんですね、ここは」

　独特な曲線を描えがく門をくぐり、詩人がつぶやいた。

　不承不承彼の肩を借りているカナギも、ちらと門の柱に視線をやる。

　遠目にはすべて白色に見えた遺跡は、近くで見ればところどころ元のバラ色の石をのぞかせている。凝こった装そう飾しよくを覆おおい隠しているのは、魔物のなれの果てだという白色の粉だ。

「一度、埋うもれたんだ……みんな」

　顔を流れる氷ひ雨さめをぬぐい、ミリアンがぽつりと言う。

　おそらくはそうなのだろう。遺跡は一度あの粉に埋まり、粉は岩に似て固まった。その後さらに、雨やら風やらで削けずられたのだ。

　おかげで、遺跡はそれそのものが溶とけ出したような、異様な曲線をカナギたちの目前にさらしている。

「あそこの軒のき下したに入りましょうか」

　詩人が指さしたのは、円形広場の向こう側に黒々とした口を開けている建造物だった。周りの他の建造物に比べるとずいぶん背が低い。

　六人は広場中央にある巨きよ大だいな噴ふん水すいらしきものを迂う回かいし、目当ての建造物まで雨水を跳はね返しながら歩いていく。

　たどりついた建造物の入り口に、詩人は穏おだやかな声をかけた。

「お邪じや魔まします」

「……知り合いの家か、ここは……」

　力ないなりにいつもの調子で応こたえ、カナギは詩人の肩を放して周囲を見渡した。

　無数の円柱で支えられた建物は、一体何の用よう途とで造られたのか見当もつかない。

　六人がいるのはその軒先で、少し奥には等とう間かん隔かくで扉とびらのない入り口が並んでいた。入り口の内部は、すぐに闇に沈しずんでいる。カナギは円柱の一本に背を預けた。

「ひどく静かな場所ですね」

　闇をのぞきこんでいた詩人が言う。カナギは外がい套とうの襟えりから雨水を落としながら答えた。

「……不死者は留守ってことか？」

　ここまできて遺跡に不死者がいないなど、認めたくはない。しかしカナギから見ても、ここは無人の廃はい墟きよだった。詩人は首をかしげる。

「もしくは、静せい寂じやくが好きな不死者なのかもしれません」

「お前とは正反対だな」

「そうですか？　わたしも静寂を愛していますよ。歌を愛するのと同じくらいに」

「……だったら少しは黙だまってろ」

　顔をしかめ、カナギはどうにか円柱から体を離はなして歩き出す。

　四し肢しは凍こごえきり、体調は最悪だ。あげく不死者がいないとなればひどい無む駄だ足あしを食ったことになるが、今はとにかく、乾かわいた床ゆかを踏ふめるのがありがたかった。

　そう思って一歩を踏み出した、彼の長ちよう靴かが床につく直前。

　カナギの背後に、どさりと何かが落ちてきた。

　剣けん吞のんな気配を察し、カナギの弛し緩かんしかけた筋肉が緊きん張ちようを取り戻す。

　振ふり返りざま、カナギは剣を振るった。同時に、彼の背後からも剣風が吹ふく。

　張り出した遺跡の軒のきから飛び降りてきたのは、新あら手ての敵だったのだ。

　カナギと新手の剣は、互たがいに打ち合うことなくすり抜ける。

（何──）

　カナギは違い和わ感かんを覚えてわずかに目を瞠みはった。

　違和感の中身は懐なつかしさだ。

　懐かしい──故郷で知り合いと試合でもしているような呼吸。

　カナギと新手は互いの剣を受けたわけでもなく、はじき返したわけでもない。まるで互いの剣の長さと腕を熟知しているかのように、わずかな間だけを空けて剣を避よけた。

　二人はなおも動きを止めず、最低限の足さばきで位置を変え、再度剣を振るう。

　カナギの剣が相手の喉のど元もとをかすめる。

　敵はしなやかに体を反そらして避ける。ぎりぎりの体勢から、敵の剣が流れるように動いてカナギの胴どうをとらえようとした。

　これも紙かみ一ひと重えで避け、カナギは床を蹴って相手との距離を取る。

　敵も同様に後ろへ跳とんで、剣を構え直した。

　いつのまにやら、また雨の降る広場へ逆戻りして相対する二人の、構えた剣は同種のものだ。二本の片かた刃はの剣に水が伝い、したたり落ちる。

「お前……」

　カナギが絞しぼり出した声は、囁ささやく大きさにしかならなかった。対する小こ柄がらな男は、浮き立つような調子で喋しやべる。

「や。ちょっとだけお久しぶり。驚おどろいた？」

「ウーチェレット！　お前、どうしてここにいる!?」

　怒ど鳴なりつけられて、ウーチェレットは少し驚いたようだった。彼は瞬まばたいて首をかしげる。

「どうしてって、ずっとあんたたちの後についてきてたんだよ？　気づいてくれてもいいのになあ。カナギって案外薄はく情じようだ」

「……あの、追いはぎ連中か」

　すぐに思い至り、カナギは苦く顔を歪ゆがめた。どうにも絶ぜつ妙みようの間で出てくる賊ぞくだと思った。

　すべては仕組まれていたのだ。ウーチェレットは楽しげに言う。

「うん。あのね、あんたがザヴォーツに帰ってきた直後、とある筋から依い頼らいがあったのさ。あんたらをここの遺跡におびき出すようにって。お金いっぱいくれるっていうから受けちゃった」

「貴様……」

　圧おし殺したカナギの声に怯おびえる風でもなく、ウーチェレットは剣を構えたまま微笑ほほえむ。

「でも別に、僕は依頼主の狗いぬじゃない。ねえカナギ、勝負しようよ。一度、あんたと勝負してみたかったんだ。もっとも、腕が違うだろうから薬で調整させてもらったけど。そろそろ丁度良くなったかな」

　ウーチェレットの真っ黒な目は、面おも白しろそうに光ってカナギを見ている。

　罪悪感など少しもない目だった。

（──そういうことか）

　カナギは軽い吐はき気けにみまわれながら、ウーチェレットをねめつける。

　最近の不調の原因はこれだ。ウーチェレットから原料を買っていた呪いの対たい抗こう薬やく。こうまで急に調子が悪くなったのは、あれが効かなくなったせいなのだ。

　カナギは心がゆるゆると怒いかりと諦てい観かんで満たされていくのを感じ、声を低くした。

「お前……薬、すりかえたな」

「うん。あんた、僕には薬のことも色々教えてくれたもんね。僕、あんたのことは今でも割わりと気に入ってるよ」

「ならどうして裏切った！」

　たたきつけるように叫ばれ、ウーチェレットは少しひるんだようだった。彼は居い心地ごこち悪そうに苦く笑しようする。

「裏切るって……やだなあ。カナギはそのへんまっすぐすぎて気持ち悪いよ。僕は単に勝負がしたいんだってば。闇やみ雲くもな暴力は嫌きらいだけど、知り合いと殺し合うのは好きなんだ。生きてる実感が湧わくから。あんたとは、裏町で一いつ緒しよに仕事するのもいいかなあって思ってたんだけど、それは嫌いやだって言うし？　だったら、勝負の相手をしてもらうくらいしか役に立たないもん」

　憂うれいを知らないかのように言って、ウーチェレットは軽く踏みこんだ。

　じゃれるように斬きりつけるウーチェレットの剣を弾はじき、カナギは後方へ跳ぶ。

　剣を構えつつも反はん撃げきしてこないカナギに、ウーチェレットは顔をしかめて剣をかついだ。

「真ま面じ目めにやってよ。死ぬよ？」

「──お前、東方人種か？」

　得体の知れない嫌けん悪お感かんにさいなまれながら、カナギは硬かたい声を絞り出す。

　ウーチェレットがカナギに負の感情を向けてきているのは確かだが、カナギにはその正体が生理的に理解できない。気になったのはむしろ、ウーチェレットの剣のことだった。

　他の雑多な品と同様、情報も売買するウーチェレットにはカナギの素す性じようなど丸わかりだが、カナギは今までウーチェレットの過去を少しも聞いたことがなかった。

　けれど先ほど初めて見たウーチェレットの剣と呼吸は、明らかに東方のものだ。

　案の定、ウーチェレットは陽気に笑ってカナギの言葉を肯こう定ていする。

「そうさ。髪は染めてて、名前は偽ぎ名めい。ちなみに歳としはあんたより三つ上の二四歳だよ。びっくりした？　あんたを拾ったのも、同郷の人間が珍めずらしかったからだったな」

「同郷って、まさか……」

　ある可能性に思い至り、カナギの心臓が躍おどり上がる。ウーチェレットは朗ほがらかに言う。

「僕が生まれたのは、ミズネ・タカミネじゃないよ。まあ、近くの街だし、ミズネには妹が嫁とついでたけどね。彼女はもちろん、君のせいで死んだ」

　カナギは一瞬目の前が暗くなるのを感じた。

　今、踏みこまれたら死んでいた。そんなことを妙に冷静に考える。

　東方の人間は、同郷の人間に対しては義ぎ理り堅がたい。だが、逆に恨うらむときはとことん恨むという性情だ。すべてが腑ふに落ちた気がして、カナギは剣を握にぎった手にわずか、力を込めた。

「──そうか」

「……え、カナギ、まさかあんた、そんなことで傷ついたの？」

　ウーチェレットは黙りこくるカナギをまじまじと見つめ、ふと無表情になった。

　真っ白な顔は表情を失すると実に虚うつろで、黒い目は顔に空いた穴のようだ。彼はそんな目をカナギに向け、唇くちびるだけでゆるりと笑った。

「あんた、本当にこっちにこないんだねえ。もういいや。あんたはおかしい。死ぬしかないね」

　ウーチェレットの声に、カナギは言葉を返さなかった。

　あとには沈ちん黙もくが残り、雨音だけがやけにうるさく響ひびく。

　冷えきった遺い跡せきの広場で、少年めいた赤毛の男は不意に動いた。

　ウーチェレットの剣は、カナギのものとほぼ同じ長さ。体格と技量ではカナギが勝まさる。ただし、真まっ当とうに動けるときなら、だ。

　氷雨の中、ひどい不調を抱かかえたカナギにいつもの速度は出せない。

（やるべきじゃない）

　カナギの本能が耳元で囁く。無視して、カナギも動いた。

　下方から跳はね上がったウーチェレットの剣を、カナギは最低限の間で避ける。

　外がい套とうが裂さけたが、気にせず踏み込んだ。

　カナギが上段から振り下ろした一撃を、ウーチェレットの剣が弾く。

　弾かれた勢いを利用し、カナギの剣はするりと突つきへと変化した。利きき手一本にゆだねられた剣は間合いを広げ、ウーチェレットの喉元へ迫せまる。

　ウーチェレットの黒い瞳が見開かれているのがわかる。

　彼は素す早ばやく反応しているが、剣は振るより突くほうが段だん違ちがいに速い。

　一瞬後には、ウーチェレットの顔は自らの血で真っ赤に染まるはずだ。

　勝てる、その思いが頭をよぎったとき、ちかり、とカナギのまぶたの裏に朱しゆがひらめく。

　それはほんの刹せつ那なの、不ふ吉きつな幻げん視しであった。

　カナギは、まぶたの裏にウーチェレットの死に顔を見た。

「ッ……！」

　次の瞬間、カナギは焼けつく痛みに見み舞まわれる。凍こごえた指がこわばり、目がくらむ。

（──まさか）

　愕がく然ぜんと思ったときにはもう遅おそい。

　カナギの指はためらった。剣速は鈍にぶる。

　相手はその隙すきを見み逃のがすほどにぬるい敵でもない。カナギは、こめかみあたりに何かの気配が迫るのを感じた。──ウーチェレットの柄つか頭がしらだ。

　カナギの体は本能的に柄頭を避よけ始める。だが、遅い。

（──なぜ、ためらった）

　苦い自問が頭の端はしで弾はじけ、答えを見つける前に、カナギの意識は闇に沈しずんだ。
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「……腹が立つなあ」

　ウーチェレットはぎこちない無表情で、足元に崩くずれ落ちたカナギの体を見下ろしていた。

　こめかみを柄頭で強く打たれたカナギは、死んでいるかのような顔色で地面に横たわっている。雨が彼のこめかみから流れる血と混じり、淡あわい赤になって滑すべり落ちていた。

　彼のすぐ傍そばに剣先を突き立て、ウーチェレットはゆっくりとかがみこんだ。

「何、今の。カナギ、あんた本当に、まだ故郷がどうこう、とかで傷ついたりできるわけ？　変なの。……あんた狂くるってるよ、いいかい？　カナギ、聞こえる？……聞こえないか」

　カナギが反射的に避けたせいと、ウーチェレットが軽量なせいで、こめかみへの打だ撃げきは致ち命めい傷しようにはなっていない。やがて、カナギは目を覚ますだろう。とどめが必要だった。

　ウーチェレットは剣を持ち上げかけ、不意に視界の端に映った白い人ひと影かげに気づく。

「あんた、誰」

「詩人です」

　ウーチェレットが問うと、答えは綺き麗れいな声で返ってきた。なにやら場違いな応答に、ウーチェレットは少し笑う。

「へえ。葬そう式しき用の泣き歌でも歌いに来たの」

「いいえ。少しばかり、話をしに」

「僕には話すことなんてなんにもないよ」

「そうでしょうね。なにせ君は蛇へびに吞のまれている」

「蛇？」

　不可解な応答に、ウーチェレットは首をひねった。詩人はゆるやかに歩を進めて言う。

「──静かに。わたしは君と話にきたわけではありません。静かにすることです。そうすれば、君の腹の中で溶とけている小鳥の声が、君にも周りにも聞こえるでしょうから」

　優やさしく発せられた言葉は、ウーチェレットにとってはまったく意味不明だった。

　けれど彼はむしろ、目の前の詩人の現実離ばなれした様子に言葉を失する。

　激しい雨が、白い衣ころもをまとった彼の輪りん郭かくを霞かすませていた。フードが落ちてあらわになった顔が、ウーチェレットを見て微笑ほほえんでいる。まるでなんの感情もないような微笑みだ。

　存在感はあるのに気配はない、ひとというよりはむしろ幽ゆう鬼きの類たぐいの気配を漂ただよわせ、詩人はウーチェレットとカナギの傍かたわらに立った。そうして、今まで軒のきを借りていた建物を見上げる。

「さあ、もったいぶらずにわたしと少し話をしましょう。君はそれを望んでここに来たはずだ。姿を現しなさい、ギスラン・バシュラール」

　雨音を貫つらぬいた声に、しばらくは応こたえる者はなかった。

　詩人の傍そばに、ミリアンが音もなく歩み寄ってウーチェレットと向かい合う。彼女はいつでも剣を抜ぬけるよう、柄に手をかけてたたずんだ。

　ウーチェレットは奇き妙みようなものを見たように首をひねって、ミリアンを見つめ返す。

　沈黙する人々の間に、ほどなく奇妙な音が聞こえてきた。ゆっくりとよく響く、拍はく手しゆの音だ。

　続いて、雨でぼやけた人影がいくつか、軒の上に現れる。拍手をしているのは、真ん中に立った男だった。彼はくしゃみをして拍手をやめると、どこか気合いの抜けた声で言う。

「いかにも魔導師然とした言いっぷり。似合ってるぜ、看板役者」

　薄うすら笑って腰こしに手を当てたのは、神聖帝国ルース、光魔法教会法務部の男、ギスラン・バシュラールに違いない。

　馴な染じみであろう人物の登場に、詩人は重いまつげを伏ふせて淡く笑った。

「少しだけ久しぶりですね。君、どうしてそんなところに上ったりしたんです」

「高いとこから出てくるのはな、法の味方の基本だ、基本！　そのほうが格好いいだろ？」

「登場場所の高さより、君は生まれ持っての貧ひん相そうさをどうにかしたほうがいいと思いますよ」

　容よう赦しやない言葉にバシュラールは絶句し、盛せい大だいに顔を引きつらせた。

　隣となりに寄り添そった長身の女、シュナルが眉まゆをひそめて上司の冴さえない顔をのぞきこむ。

「どうしました、顔のことなんて今さらですわ」

「いや、そりゃそうなんだがな、あいつにだけはそれを言われたくねえんだよ！　わかるか？」

「なんとなく。──そこのあなた。いい？　男は顔じゃないわ。丈じよう夫ぶで仕事好きなのが一番よ。あとは矜きよう持じがあるかどうか、かしら。どう思われます、バシュラール様」

「お前よぅ……俺のこと援えん護ごしてんのか、さらに落ち込ませたいのか、どっちだ……？」

「あら、どちらのつもりもなかったのですが。難しいものですわね」

　平和なのか殺さつ伐ばつとしているのかわからない会話を交かわす二人に、ミリアンは瞬まばたきをする。

　詩人は、彼らの会話が一段落するのを待って、また声をかけた。

「追いはぎ連中を雇やとったのは君ですか。相変わらず私兵を山ほど引きつれて、仰ぎよう々ぎようしいことですね。あげくにわざわざこんな場所でのご対面とは」

「ま、こっちにも色々都合があんだよ、わかるだろ？　もう長いつきあいになるじゃねえか」

「つきあいも何も、君が一方的に追いかけてきているだけでしょう。わたしひとりを捕とらえるためにしては、多くのものを巻き込んでくれましたね、バシュラール」

　穏おだやかだが、あまり情じようの類を感じさせない声で詩人が言い、バシュラールは器用に右肩だけをすくめる。彼は地面に転がったカナギと、傍らのウーチェレットを見下ろして言った。

「おい、小鳥ちゃん、そいつを放せ。俺はなるべく全員生かしとけって言ったはずだ」

　小鳥、と呼ばれたウーチェレットは笑うように顔を歪ゆがめる。

「なるべく、だろ」

「俺の『なるべく』は、ときどき共通語の辞書と意味が食い違うんだよな。不思議なこともあるもんだぜ。さ、早くしろ」

　ウーチェレットはためらったが、広場側にも回り込んでいたバシュラールの私兵たちが鎧よろいの音をさせて歩み寄ってくると、おとなしく立ち上がった。すかさず、兵士たちが彼を取り押さえて剣を奪うばう。

　ミリアンはひざまずいてカナギに息があるのを確かめ、ひそかに周りを見み渡わたした。私兵たちは女ひとりと男二人の、例の謎なぞの一行をも取り囲み、詩人とミリアンを遠巻きにしている。

「これでご満足か？　辺境の凶星さんよ。そいじゃあそろそろ裁さばきの時間だぜ。貴様の罪状は読み上げ始めたら日が暮れる、どころか二、三回は昇のぼってきちまう。だからここは簡略版でいくぜ。聞け、罪人よ──」

「バシュラール様！」

　鋭するどい部下の声に、バシュラールは情けない顔になってシュナルを見た。

「……なんだよシュナル、今すげえいいとこじゃねえか!?　芝しば居いで言うなら最高潮だぜ！」

「申し訳ありません。けれど、『仕事』をなさるなら、制服でないと」

「ああー……あれね」

　バシュラールの視線が宙を泳ぐ。世界に『法』と秩ちつ序じよをもたらすことを目標とした光魔法教会では、内部の規定もかなりうるさい。仕事の際には制服で、という規定を、辺境を回るバシュラールのような役目の者にさえ適用しているのだ。

「しかたねえ。ようし、お前らちょっと待ってろ！」

　詩人たちに叫んでから、バシュラールはごそごそと外がい套とうを脱ぬぎ始めた。

　シュナルが彼に制服の上着を渡わたし、取り巻きの兵士たちがそれを見守っている。ミリアンは隙すきだらけのバシュラールの姿をちらと見て、詩人に声をかけた。

「ソラ、あれ、ソラの嫌きらいなひと？　前、会った」

「ええ。嫌いと言いますか、苦手と言いますか、存在自体がちょっと困ると言いますか……」

「そう」

　こくりとうなずいたミリアンは細い短剣を抜き、突とつ然ぜんバシュラールに向かって投げた。

　兵士たちとシュナルが息を吞む。

　バシュラールが偶ぐう然ぜん体を丸めたときに、ほんのさっきまで彼の顔のあった位置を短剣がかすめて飛んでいった。

「ん？　どうした、お前ら」

　何も知らないバシュラールが制服の上着から顔を出すと、部下たちは血相を変えている。

　シュナルは上司の問いかけに答えず、兵士たちに合図を送った。

「あなたたち、いくら光魔法教会の加護を受けられぬ身とはいえ、恥はじを知りなさい！　法務官の着き替がえ中に短剣を投げるなんて、礼れい儀ぎ知しらずもいいところです！」

　シュナルが叫び、詩人とミリアンを囲んでいた兵士たちがその輪を縮ちぢめる。ミリアンはむっとして詩人を見上げた。

「ソラ、あのひとたち、変」

「確かに。あの国には変なひとが多いんです。彼ら自身は気づいていませんがね」

「って……俺に短剣？　投げたのか？　あいつがか？　あ、あのちっこいほうか。なるほどねえ。ああ、ちょっと待て、お前ら。──よお、ずいぶん可愛かわいい護衛をつけてるじゃねえか」

　ようやっと制服姿になったバシュラールが、軒の端はしに片足をかけてにやつく。

　詩人はミリアンの肩にそっと手を置き、半歩前へ出た。

「彼女はわたしの養い子、そしてわたしの護まもり手です。バシュラール、わたしのような闘たたかう力もない者を暴力でねじ伏せるのは楽しいですか」

　微笑む詩人に、対するバシュラールの瞳が少しだけ鋭くなる。

「闘う力がねえ？　ま、確かにな。誰もお前さんがその細腕でひとを殺すと思っちゃいねえさ。お前さんは不吉の星だ。虚きよ言げん妄もう言げんで民たみ草くさを操あやつり、世に凶まがつ星をばらまくこと数知れず。そして、二五年前、アナトール伯はく爵しやく領フェルテラで、領主の息子を三人も呪い殺した」

　淡たん々たんと言うバシュラールの声は低かった。激情があるわけではなく、ただ、彼は言葉の意味を確かめるように慎しん重ちように喋しやべっていた。不思議なことを聞いた気分で、ミリアンは詩人を見る。

　彼は落ち着いていた。雨水が詩人の頰ほおの輪郭をたどり、細いあごからしたたり落ちている。

「君は学びませんね。とても賢かしこいのに、なにひとつ学ばない。わたしは君が苦手ですよ」

「好かれたらこっちがいたたまれねえよ。──捕らえろ」

　バシュラールの合図で、兵士たちが前へ出た。すぐさまミリアンが剣を抜く。

「ミリアン、殺してはいけません。バシュラールもです」

「どうして」

「ここで彼らを殺せば、君の罪になります。君まで追われる身になることはない」

「……じゃあ、殺さない」

　ミリアンが剣を下ろしたのを見て、兵士が腕を伸のばしてくる。

　しかし、彼らは急にめまいを感じて立ち止まった。

「なん……だ……？」

　兵士は目の前の光景が歪み出すのを感じてうめいた。元から歪んで見える遺い跡せきの建築群が、どろどろと溶とけ始め、端から渦うずを巻く。まるで炎ほのおの向こうを眺ながめているようだ。

　わけのわからない現象にめまいと吐き気を覚え、兵士たちは次々に頭を抱かかえてうずくまった。

「なんだ、こりゃあ……！」

　バシュラールは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。彼の目には、いきなり部下たちが炎にまかれたようにしか見えなかった。雨の中、何の前まえ触ぶれもなく、鎧を着た人間たちが発火したのだ。

　しかも彼らは、特に焦こげる様子もなく、ただうめきをあげて地へ転がる。

　シュナルがすばやく制服の下から鎖くさりのついた護ご符ふを取り出した。陽光をかたどった部分の、真ん中の石が淡あわく発光している。

「──バシュラール様、護符に反応が。魔法です」

「いや、しかしだな、なんも唱えてもいねえ……ってことは、やっぱりあいつ、天然物か！」

　バシュラールの視線の先で、ミリアンは手首のバングルを押さえつけている。

　彼女の目くらましを逃のがれた兵士たちにも動どう揺ようが走り、その隙をついてウーチェレットが動いた。くるぶしに固定して隠かくしていた短剣を抜ぬき取り、自分の腕をつかんでいた兵士の鎧の隙すき間まへ突つきこむ。

　深く刺ささった短剣を半回転させ、ウーチェレットは倒たおれる兵士から自分の剣を取り戻した。

「追え！」

　バシュラールの声を待たずに、兵士たちはウーチェレットを追って広場を駆かけた。

　ウーチェレットは広場中央の、水の涸かれた巨きよ大だい噴ふん水すいへ飛び乗る。兵士たちが剣をふるい、ウーチェレットはそれを噴水の彫ちよう像ぞうを盾たてにして避よけた。

　がつん、と硬こう質しつな音がして、兵士の剣が彫像を覆おおっていた岩を砕くだく。

　岩がはがれた下には、何やら文字の記された白い層があった。ウーチェレットは身軽に、彫像のあちらやこちらから顔を出して兵士を翻ほん弄ろうする。

　最後に彼は、兵士の兜かぶとの下から剣を入れ、相手の喉のどを突き刺した。

　剣でかき削けずられた彫像の上に、兵士が血を噴ふき出しながら倒れかかる。

「そこまで！　小鳥は逃にがせ。白いのと女のほうを遠巻きにしろ。護符を出せ！」

　バシュラールがつぶれ気味な声でがなりたてた。

　大混乱になった広場の中、この、噴水での立ち回りに恐おそろしく集中していた人間がいる。

　まだ遺跡の軒のき下したにいる、馬車に乗っていた長衣の三人組だ。

「──ッ！」

　三人組は、噴水の彫像に血がかかったのを見ると、みんなして息を吞のんだ。

　彼らを取り囲んでいる兵士たちが、ちらといぶかしげな視線を投げる。しかし兵士はそれ以上彼らに注意を払はらわなかった。三人は視線を交かわす。

「今、動かねば、セロフ様」

　女は思い詰つめた風にうなずき、足元に転がっていた遺跡の欠片かけらをよろめきつつ持ち上げた。

　何を始めたのか、と、とがめようとした兵士の兜かぶとを、思いきりその石で殴なぐりつける。

「ぎゃっ!?」

　金属の兜の中に伝わってくる振しん動どうに頭を揺ゆさぶられ、兵士は悲鳴をあげた。

　女は兵士の腕を振ふり切って長衣の端をひらめかし、男二人を従えて遺跡の中へ駆けこむ。

「おい、待て……？」

　彼らを追おうとした兵士たちが、突とつ如じよ背後で響ひびいた異音に振り返った。

　するとそこには、先ほどとは違う光景が広がっている。

　噴水中央の彫像が、伸びていた。

　よじれた円柱のように見えていた彫像の高さが、今までの約五割増しになっている。そして未いまだに、それは伸び続けていた。

　岩の欠片をぱりぱりと落としながら、彫像はゆっくりと空へ向かって伸びていく。辺りの尖とがった岩山とほとんど同じ高さまで成長したところで一度動きを止め、彫像は身を震ふるわせて、表面を覆っていた岩をすっかりと脱ぎ捨てた。

　岩の下から現れたものは、細長く硬質な体に押しつけていた長いトゲをゆらめかし、のびをするように四方へまっすぐ伸ばす。

　それはほとんど、巨大な生物の白骨に見えた。

　頭もなく、足もない。背骨と肋ろつ骨こつだけの白骨。背骨が本体で、ずらりと生えたトゲが肋骨めいて見えるのだ。噴水から生えた巨大な骨は、本体の節をばきばきいわせて身をよじった。

　バシュラールはあまりのことに半笑いになって、動き出した彫像を指さす。

「なー、シュナル、あれ、なんだと思う？」

「魔物です。逃げましょう！」

　シュナルが厳しい顔で叫び、バシュラールを奥へと引きずりこむ。

「おいおい、封ふう印いん効いてねえじゃねえか……ここの不死者は何やってんだ！」

　バシュラールの悲痛な叫びを聞きながら、詩人とミリアンはカナギを抱だき起こした。

　詩人は背後の魔物を見やり、つぶやくように言う。

「どうやら、本当の留守宅にあがりこんでしまったようですね」


◆



「くそ、おかしな話だぜ……シュナル、あんな格好の、本部の資料に載のってたか!?」

「覚えがありません。おそらく新種、もしくは資料に載っている絵のほうが虚きよ構こうです！」

　軒の上を走りつつ、バシュラールはちらと背後へ視線を投げた。

　広場では、まだ魔物が意味もなく巨体をゆすっている。あのトゲでは本体に近づくのも容易たやすいことではないし、近づいたとしても、見るからに硬かたそうな体に剣が役立つかどうかもわからない。バシュラールの部下の兵士たちは、顔も手足もない魔物相手にどう攻こう撃げきしていいのかわからず、剣を構えて遠巻きにしていた。

　そんな彼らの目の前で、魔物は不意に動きを止めたかと思うと、急激に伸び上がった。

　本体の節々の間が広がり、内部につややかな黒緑の肉がつまっているのが見える。体を伸ばした魔物は鞭むちのようにしなり、長いトゲを兵士たちの間に突き立てた。

　尖ったトゲは石造りの広場を容易たやすく割り、石の欠片が飛び散る。

「おう！」

　兵士のひとりが声をあげ、渾こん身しんの力をこめて魔物のトゲへ両手剣をたたきつける。金属同士がかちあったような、重みのある澄すんだ音が響き渡わたった。腕が痺しびれそうな振動に顔をしかめ、兵士は目をこらす。剣の当たった場所には、傷ひとつついてはいなかった。

　それでも攻撃されて不快であったのか、魔物は軽く体をゆする。

　トゲがふりまわされ、ひっかけられた兵士が悲鳴をあげて広場の端まで放ほうり投げられた。

　次に魔物は、逃げるバシュラールたち目がけて、建物の屋根へとトゲを振り下ろす。

　不ふ穏おんな風と、足元に色いろ濃こく落ちた影で魔物の攻撃を知り、バシュラールとシュナル、そして部下の兵士たちはそれぞれ別の方向へ転がり避ける。

「のあッ！　あぶねえ！　すげえあぶねえ！」

　間かん一いつ髪ぱつでトゲから逃れたバシュラールは、はいずりながら腰こしの剣を取った。

　細かな装そう飾しよくの刻まれた柄がらを眺めて呼吸を整え、なぜか柄つか頭がしらを魔物に向ける。

「見よ！　いや、目はねえかもしれねえが、適当に感じろ！　これぞ脅きよう威いの魔法剣、試作品第三号！　とう！」

　気合いと共に、バシュラールが柄のてこを指で押し込む。すると、バネの力で剣の柄頭から小さな燃える弾たまが飛び出した。弾は案外正確に飛び、魔物の節と節の間、黒緑の肉の部分に当たる。着ちやく弾だんと同時に炎は網あみの目のように広がり、じゅう、と肉が焼ける音がして魔物は身をよじった。

　炎は小さなものだが、雨に当たっても消える気配はない。魔法の炎なのであろう、魔物にとりつき、その肉を焦がし続けている。バシュラールは目を瞠みはり、喜びに拳こぶしを作った。

「すげえ！　初めてまともに発動したぜ!?　聞けよシュナル、これなあ、柄の中に呪じゆ文もん仕込んだんだが、その職人雇やとうのがすげえ高くって、ろくに試作品が作れねえんだよ！」

「バシュラール様、それよりこの魔物、特に炎が嫌きらいなわけではないようです！」

「え？」

　バシュラールがきょとんとして見上げると、魔物は炎をまつわりつかせつつも、また身をよじってバシュラールのほうへトゲを突き刺そうとこころみていた。

「あー……ま、そんなとこだと思ったぜ。逃げよ」

　魔法剣を潔いさぎよく投げ捨て、バシュラールとシュナルは魔物の下をくぐって走る。

　背の低い建物の屋根は平へい坦たんで、雨に濡ぬれていささかすべりやすいことさえのぞけば思いの外ほか走りやすかった。背後で魔物が屋根を突き刺し、足元がひどく揺れる。

　バシュラールとシュナルは兵士たちを引きつれて一目散に駆け、ここへ上がってくるときに使った円柱形の塔とうへとたどりついた。

「バシュラール様、お先に！　私の肩を使ってください」

「先には行くが、肩はやめとく。これでも女にゃ優やさしいのが取り柄えだ！」

　切せつ迫ぱくした事態に似合わないことを言い、バシュラールは少し高い位置にある窓まど枠わくへ両手をかけた。石と石の間につまさきを突つっ込み、勢いをつけてどうにか窓へとよじのぼる。

　そのまま中へ飛び降りようとしたとき、塔の中にいた人物と目があった。ごちゃごちゃと物のおかれた小部屋に立っていたのは、馬車にいた長衣の女である。

「……な!?　なんでこんなとこに……って、と！」

　視線を奪うばわれた拍ひよう子しに、ずるりとバシュラールの足がすべった。

「バシュラール様！」

　シュナルが手を伸のばすが間に合わず、バシュラールは部屋の中へ転がり落ちた。

「いてててて……あー、どうなってんだ、こりゃ」

　どうにか体を起こすバシュラールの傍かたわらに、シュナルが軽かろやかに降り立つ。彼らがやってきたときには確かに無人であった小部屋で、二人は長衣の女と向き合った。

「お前さん、あの馬車に一いつ緒しよに乗ってた連中のひとりか。どうしてここにいる？」

「あ……ごめんなさい！」

　女はおろおろと頭を下げる。バシュラールは戸と惑まどって瞬まばたいた。

「あ、ああ……？　いや、別に謝るこたぁねえと思うんだが……」

　調子を崩くずされてバシュラールが頭を搔かいていると、あわただしい足音と共に女の背後で扉とびらが開いた。駆かけ込んできたのは女を連れてきた男のひとりだ。

「セロフ様、地下水門、開放しました！……っ、と、な、なんでこやつらがここに!?」

　男がバシュラールたちを見て硬こう直ちよくする。その声におびえの他ほかに何やらさげすみに近い何かを感じ、バシュラールは目を細めた。

　バシュラールが男に感じた違い和わ感かんを口にする前に、塔全体がびりり、と震える。

「何だ？」

　思わずつぶやいたバシュラールに応こたえるよう、地下から振動が伝わってきた。歯車のかみあったらしき音が遠くでいくつも響き、小部屋の中にあった用よう途と不明の仕し掛かけが動き始める。

　動力はおそらく、先ほど入ってきた男が言っていた、地下水路の水力だろう。

「あの……魔物を封印する仕掛けを発動させました。あなたがた、魔法力はありませんね？」

　響く音に負けぬよう、女が少し声を張り上げた。

「おう、わりぃがさっぱりだ。お前さんたちは魔導師か」

　女の言葉で、違和感の意味を知ったバシュラールが言う。この男女は昔ながらの魔導師に違いない。彼らは、バシュラールたちのような魔法教会に属ぞくしながら魔法力を持たない者たちにひどい反発を覚えることが多い。そんな予想を裏切らず、女はうなずいた。

「はい。……では、ここから出るか、しっかりと目をつむっていてください。目が灼やけます」

　言って、女は部屋中にある仕掛けから布を取り払はらう。石の台座に透とう明めいな貴石をはめこんだもの、そして女の一ひと抱かかえもありそうな金属製の凹おう面めん鏡きようなどが、次々と布の下から現れる。

「あなたも、持ち場へついて」

「はい……」

　心配げな視線をバシュラールに投げてから、男は部屋を飛び出していった。

　室内の大気は今や、ざわめくような震ふるえに満ちている。部屋の端はしに置かれた仕掛けから出る音のせいだ。かつては人間たちが呪文を唱えて行っていた魔法発動の準備を、この装置が肩かた代がわりしている。

　大気をかき混ぜる奇き怪かいな音は、魔物のいる広場にも響ひびいていた。

　魔物が不快げに体をねじる。その動きがいささかぎこちなくなっているのは、気のせいではないだろう。

　バシュラールは部屋の小窓から外を見やった。一番大きな窓から見える場所に、部屋から出て行った男が一枚の鏡を設置して手をふっているのが見える。さらに窓から首を出して見ると、他の崩れかけた塔の中でも、巨きよ大だいな凹面鏡が角度を調整しているのが目についた。

「鏡、か。光だな。おい、みんな、目ぇ閉じとけー」

　バシュラールが塔を守るようにたたずむ自分の部下たちに声をかけていると、シュナルが彼の襟首をつかんで女の後ろへと引きずっていく。二人が顔を伏ふせたのを確かく認にんすると、女は貴石のついた指輪を額に当て、一度目を閉じた。

　次にまぶたが開けられたときには、女の瞳はこの世のものに視点を定めていない。

　半眼になった女の唇くちびるから、辺りに満ちた響きに似た、意味不明の呪文がこぼれた。室内中央に設置された石の祭さい壇だんの上で、透明な貴石の中心になにやら柔やわらかな光がにじむ。

　最初は針の頭ほどだった光は、女の声の高低にそって強さを変えた。光の波うつ間かん隔かくが狭せまくなり、ときに目を傷いためるほどの強さになったとき、女は目を見開いた。

　指輪の石に複雑な文字が現れ、すぐに消える。

　女は常の自信なげな様子とは一変し、朗ろう々ろうとよばわった。

「空の大海に輝かがやけるものあり、星の光を百万集めたよりも白く、熱きもの、その名は太陽。太陽に住むのは天の娘むすめ、光紡つむぎしものなり。天の娘の腰かけ石の欠片たる汝なんじに命ずる、太陽に代わって闇やみを照らし、悪あく霊りようを退けよ。──光よ、在あれ！」

　命ずる言葉が発せられた瞬しゆん間かん、室内は凄すさまじい光に満ちた。

　真っ白な光がすべての色を奪い、世界を光と濃こい影のみに塗ぬり替かえる。

　光は瞬またたく間もなく鏡を渡り、広場全体を皓こう々こうと照らし出した。

　突とつ如じよ、白と黒に視界を支配され、兵士たちがうろたえた声をあげる。カナギの体をひきずって、遺い跡せきの軒のきの下へ入り込んだ詩人とミリアンも、反射的に身を伏せて目を閉じた。

　まぶたを閉じていても、眼球が強い光を感じて震える。陽光によく似た光の中、魔物が凍こおりついたように動きを止めているのが、ミリアンにはわかった。

（まるで、晴れた真昼になったみたい）

　光がすべての音を吞のみ込んだような静せい寂じやくの中、突然魔物が動いた。

　今までのどちらかといえば緩かん慢まんな動きとはうって変わって、凄まじい勢いで光源のある塔へと迫せまる。根本は未いまだ噴ふん水すいに固定されたままであったが、体を極限まで伸ばし、魔導師たちのいる塔へと鋭するどいトゲを突き刺さした。

　いや──突き刺そうとした。

　しかし、逆に崩れたのは魔物のトゲのほうである。

　高い音が響き、粉ふん砕さいされた魔物のトゲがきらきらと光を反射して飛び散る。

　塩の細工のように崩れ、消え去ってしまったトゲに、魔物は戸と惑まどったように身をよじった。間をおかず、その骨に似た体はぐずぐずと砕くだけ、粉になって地上へと降り積もる。

　魔物の体がすべてなだれるように崩れてしまうと、辺りを満たしていた光は段々と薄うすく、弱くなった。目を灼やく光から、ごく普ふ通つうの白昼へ。次に午後の、黄昏たそがれの優しい光へと変化し、最後には頼たよりなく明めい滅めつし、完全に消えて去る。

　残ったのは雨音と、ざらついた粉となって石いし畳だたみの上に落ちた魔物のなれの果てだけだ。

「……終わりか？　うまいこといったか？」

「どうやら、そのようですわ」

　バシュラールに訊きかれ、シュナルはうっすらと目を開けた。

　部屋の隅すみではまだ、怪あやしげな装置が大気を震わせている。とはいえ室内の雰ふん囲い気きは、大分落ち着いてきていた。

　魔導師らしき長衣の女が、惚ほうけたように窓の向こうを見てたたずんでいる。

「あー、お前さん、ちょっと訊きたいんだが……いいか？」

　バシュラールは女の横顔をのぞきこみ、声をかけた。

　女はぼんやりとバシュラールを見ると、ふ、と目を閉じてその場に崩れ落ちる。

「え？　あ？　おい、大丈夫か!?」

　バシュラールは慌あわてて、女の体を抱だき留める。するとちょうど最悪の間まで、塔の扉が開いて女の連れである男魔導師が入ってきた。

「なッ……！　貴様、セロフ様に何を！」

「わぁーい、あんまりにも絶ぜつ妙みようなとこに入ってくんじゃねえよ！　俺はなんにもしてねえぞ」

　引きつり笑って言うバシュラールは無視し、男はバシュラールの腕から女を奪い取る。真剣な面おも持もちで女の呼吸が安定しているのを確認し、一息吐ついて顔をあげた。

「……おぬしら、光魔法教会か」

「おう、そうだ。光魔法教会本部から来ました、辺境監かん査さ官だ。よろしく頼たのむぜ」

　握あく手しゆでもしようか、とバシュラールが利きき手を伸べると、男はひどい剣幕で女を抱き寄せる。

「触さわるな！　おぬしらも見たであろう、セロフ様の魔法力は。この方はかのカエキリア様の直系にあたる方だ。おぬしらが気軽に触ふれられるような方ではない！」

　ぎりぎりとにらみつけてくる魔導師に、バシュラールは頭を搔かいた。

「そんな立派なお方なら、口論の前に介かい抱ほうしてやれや……」








４　虚きよ言げんの行き着くところ









　目が覚めると、カナギは馬車の中にいた。

　座席に張られた革かわの匂においが鼻をつき、がらがらと車輪の音が聞こえる。

（……馬車は、壊こわれたんじゃなかったっけ？）

　ぼんやりと思ってから、座席から伝わってくる振しん動どうにめまいと吐き気を感じて顔をしかめた。

　カナギが何度か咳せきをしていると、薄うす闇やみの中、誰だれかがのぞきこんでくる気配がする。

「ソラ、カナギが」

「起きましたか？　すぐに体を起こさないよう、言ってあげてください」

「……聞こえてるよ」

　絞しぼり出した自分の声が頭ず蓋がいの中に反はん響きようし、カナギは一度、固かたく目をつむった。

「詩人、馬車は……誰が」

「バシュラールの部下が直してくれました。手て際ぎわがいいですね、彼ら」

「……バシュラール……!?」

　聞き覚えのある意外な名に、カナギは思わず体を起こそうとする。すかさず、ミリアンが彼の胸むな元もとあたりを押さえた。彼女の手は的確に、さして力を入れなくても相手の動きを封ふうじられる場所に置かれている。それに気づいたカナギは、小さなため息をこぼした。

　カナギが座席に背を預け直したのを見て、詩人は窓の覆おおいに手をかける。

「そう、あのバシュラールです。しつこくわたしを追ってきたようでして。……そのあたりの話はおいおいしますが、もうそろそろ目的地に着くころですよ」

「目的地……カエキリアか？」

　詩人が窓を開けると、まだ雨が降っているのがわかった。カナギは視線だけを窓の外に向ける。外界はすっかり灰色に沈しずんでいた。雨の中に石造りの家々が現れては、後ろへ過ぎ去る。家々が木造でないのは、ここがあるていど大きな街である証しよう拠こだ。

　しかし雨で人ひと影かげが少ないせいか、街の雰囲気はやけに寒々しく、薄暗かった。

「ほら、あちら。城が見えてきました」

　詩人が窓の外をのぞいて言い、あとの二人を手招く。遺跡に着くまで一いつ緒しよの馬車に乗っていた三人組の姿はなく、車内にいるのはカナギたち三人だけだ。

　ミリアンがカナギから手を放し、二人も窓へ顔を近づけた。

　石畳を嚙かむ車輪の音がうるさく響き、視界は雨が削けずっている。陰いん鬱うつな雲のかかった空の下、黒々とたたずむ小高い丘おかが見えた。ゆるやかな丘きゆう陵りようの上に建てられているのが、おそらくは魔導師、カエキリアの建てた城なのだろう。やけに角張って見えるのは、太く四角い塔のせいだ。

　前世界の遺跡に比べればまったく冗じよう談だんのように素そ朴ぼくな城だったが、これこそが魔物と闘たたかって生き延びた男の造った、闘うための城だった。
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　何台かの見知らぬ馬車が近づいてくると、カエキリアの城門は色めきだった。

　やってきたのは箱形の馬車が数台、それに加えて輸送用の幌ほろ馬ば車しやが何台も連なっている。戦争でも始めそうな一行の到とう着ちやくに、街の人々は慌てて道を空け、家へと駆かけ込んで息をひそめた。

　馬車の一隊は城門の少し前で合図を出して停止し、箱形馬車からひとりの男が飛び降りる。

　彼が城門へ駆け寄り、正門脇わきの小さな扉の前で待ちかまえていた男と何やら話し合うと、やがて固く閉とざされた正門に変化が起きた。

　ぎりぎりと鎖くさりと歯車のこすれる音がして、金属製扉の向こうで格こう子し戸どが引き上げられる。数人がかりで正門が開放されると、馬車は次々と城門の中へ吞み込まれていった。

「いかにも田舎いなか城ってな感じだぜ」

　箱形馬車の一台から外を眺ながめていたバシュラールがぼやく。

　城門の中には、城の人々が生活するのに困らないだけの設備がすべて押し込まれている。廏きゆう舎しやに鍛か冶じ屋、小さな畑と醸じよう造ぞう所。使用人たちや門番の宿舎。小さな街にも似た場所だ。

「バシュラール様の領地は、もっと洗せん練れんされていますでしょう」

　向かいに座ったシュナルが言うと、バシュラールは窓まど枠わくにひじをひっかけて首をひねった。

「あーどうだかなあ。まあ、もう少しでけえがな。基本は似たようなもんだ。だけどあそこのことは、外にいるときゃ考えたくねえ」

「……失礼しました」

　シュナルが何かを思い出したように声を硬かたくしたので、バシュラールは少し苦く笑しようする。

　馬車は石畳の坂を抜ぬけ、広場に出た。この広場を囲むようにして、城の主な機能をもつ建物が配置されている。

　壁かべの厚い石造りの建物はすべて石の回かい廊ろうで繫つながっており、その下でそろいの長衣をまとった者たちが、入りこんできた馬車に不安そうな視線を向けているのが見えた。

　正面に三日月と剣の紋もん章しようを刻み込んだ建物の扉が開き、ばらばらと人々が広場へ出てくる。

　彼らが遠巻きに見守る中、先頭の馬車から三人の、長衣をまとった人物が降り立った。

　迎むかえの連中はすぐさまにじり寄って頭を深く下げ、囁ささやく調子で声をあわせる。

「おかえりなさいませ、セロフ様」

「……ただいま、帰りました」

　長衣の女はつぶやく。

　その暗い声こわ音ねを気にした様子もなく、つきそっていた瘦やせた男が声をあげた。

「客だ。二階の広間に薪まきを入れてくれ」

「もう、入れてあります」

「もっと入れろと言っているのだ！」

　怒ど鳴なりつけられて、迎えの男が怪け訝げんそうに馬車のほうを見る。雨を受けている『客』の馬車には、なんの紋章もついてはいなかった。身分を隠かくしている人物の乗り物なのだろう。

「重要なお客様なので？」

「重要だとも。光魔法教会だ」

　いらだたしげに言い、瘦せた男はセロフの腕をつかんで目の前の建物のほうへ歩き出した。

　光魔法教会、と聞いて棒立ちになった迎えの男を放ほうったまま、セロフたちは扉をくぐる。

「おかえりなさいませ」

「おお、セロフ様……おかえりなさいませ」

　老ろう若にやく男なん女によの声がさやさやと、辺り中からわきおこった。誰も怒ど鳴なることをしない城の中、セロフを連れてきた男の声だけがやけに大きく響ひびく。

「光魔法教会法務部の監査官殿どのがいらっしゃる！　客間を用意しろ、図書館の扉を閉ざせ！　以降、特別にセロフ様の許可をもらった者以外の図書館立ち入りを禁じる！」

　わずかな蠟ろう燭そくと暖だん炉ろの炎ほのおだけで照らされた室内で、人々は顔を見合わせ、せわしなく動き始めた。相変わらず誰も大きな声では喋しやべらないが、辺りの大気に緊きん張ちようがみなぎる。

　セロフは衣服を乾かわかすことも忘れてうつむいていたが、ふと傍かたわらを行きすぎようとした使用人の袖そでをつかんだ。

「あの、あなた、お願い。お客様の中に、光魔法教会とは関係のない方が三人、いらっしゃいます。見ればすぐわかると思うの。東方の方がひとり、詩人さんがひとり、あとは女の子。……台所ででも、暖まらせてあげて」

「わかりました」

　使用人は深くうなずき、セロフの命めいを実行するために外へ出て行く。

　セロフを連れてきた男はどこか不快げにそれを見送り、彼女へ視線を投げた。

「……セロフ様。奴やつらは癒いやしの魔ま導どう師しだなどとはったりを言っている詐さ欺ぎ師しと、病人です」

「でも、あの女の子には、本物の魔法力があるようではないですか」

「まあ、確かに。あれは後々、よく素質を見み極きわめるべきだと考えます。ですがセロフ様、それよりも今は監かん査さ官のほうが問題です。遺い跡せきの件も、あなたの素そ行こうの件も、なによりカエキリア様の件も、うまく切り抜けねばなりません」

「……カエキリア様の……」

　男はぼんやりとつぶやくセロフの細い肩かたをつかみ、何度か揺ゆさぶった。

　セロフのフードが落ち、驚おどろいて見開かれた若草色の瞳ひとみがあらわになる。二〇代も半ばだろうが、少女めいた雰ふん囲い気きを残した女に、男はゆっくりと言い聞かせた。

「しっかりなさってください、セロフ様。下手をすると、領地ごと潰つぶされますよ！」
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「やあ、にしてもひでえ雨だな。春だってのに冷えること」

　バシュラールが陽気に言うと、セロフの隣となりに座った壮そう年ねんの男──エーリンと名乗った──が暗い視線を使用人に向けた。

「もっと薪を燃やせ」

「……いや、そういう意味で言ってねえぞ、別に。暖炉は充じゆう分ぶん燃えてる」

「なるほど、そうかもしれませんな」

　深くうなずき、エーリンは黙だまりこむ。バシュラールは暗い茶色の髪かみをかき回し、木製の天てん井じようを見上げた。梁はりの間には星座の文様が絵の具で描えがかれている。

　バシュラールたちが案内されたのは、城主の居間として使われる二階部分の広間だ。

　長方形の部屋はそれなりに広く、二つの暖炉で火が赤々と燃えている。バシュラールたちとセロフたちは食事用の長卓を挟はさんで座っていたが、どうもさっきから会話が弾はずんでいない。

「……なごやかじゃねえなあ。まあ、いいか」

　軽くぼやいて、バシュラールは闇魔導師たちに視線を戻した。

　ひとの悪そうな笑いを浮かべ、彼は卓の上で指を組む。

「そう身構えられるとこっちも緊張しちまう。別に俺たちゃ、お前さんたちに落ち度があるから来たってわけじゃねえんだ。俺の任務はな、単なる挨あい拶さつ。ちょっと親しん睦ぼくを深めようってだけだ。ここんとこ、魔導師の全体会議にも欠席続きだろ？　招待状はきてねえのか？」

　バシュラールはいかにも貴族らしくない、気さくな口調で訊きいた。

　バシュラールの目の前、魔導師側の一番地位の高い席についているのは金髪の女、セロフである。しかし彼女はさっきから、うつむいているか、不安そうな視線をあちこちに投げるだけで沈ちん黙もくしていた。今度も彼女の代わりに、エーリンが口を開く。

「ここは田舎です、バシュラール殿。手紙が行方ゆくえ不明になるのもよくあること。そうでなくば、老ろう齢れいのカエキリア様は無理としても、代理の者くらいは行かせたのですが。残念なことです」

「あー、なるほどな。わかるぜ、やだよな、田舎は！　俺もほんっとうに自分の城が嫌きらいでなあ、思いきって帝てい都とに家、買っちまったんだよ。帝都はいいぞ、なんでもそろってる。たまに弱いとこが崩くずれるけど、ま、それも帝都ならではってやつだ」

　嬉き々きとして話をそらすバシュラールにも、エーリンは緊張を解とかなかった。

　エーリンは礼れい儀ぎ正ただしい笑えみを浮かべて答える。

「噂うわさには聞いておりますよ。帝都は広大で、ひどく入り組んでいるとか。我々のような田舎者が帝都におもむけば、あっという間に道に迷って行き倒だおれてしまうでしょう」

「安心しろ。そういう奴らのために、道案内人やってるのが山ほどいるぜ。それに──あの遺跡で迷わねえ方向感覚があるんなら、帝都なんざ楽勝だ」

　バシュラールが目を細めて言うと、目に見えて魔導師たちの緊張が高まった。

　暖炉で薪がはぜる音が響き、エーリンは眉み間けんにわずかな溝みぞを刻む。

「──バシュラール殿。魔導師同士の争い事が禁じられたのは、最初の魔法教会ができた六〇〇年前のことでしたな」

　エーリンの持ち出した話は、あからさまにバシュラールたちを牽けん制せいするためのものだ。バシュラールはつまらなそうに微笑ほほえみ、椅い子すの背もたれに背を預ける。

「もちろん知ってる。魔法教会の原型を作った、ウゴルが最初に作った決まり事だな？　魔導師は人の世から暗黒を祓はらうもの。私利私欲のために互たがいに争ってはならん、ってな。そりゃそうだ、俺たちが人間を殺すためだけに魔法を使ったら、ろくなことになりゃしねえ。遠からず共倒れだ。目に見えてらぁな」

「そのとおり。だからこそ、我々もカエキリア様のもと、この領地を守ってきました。ここは我らの土地。たとえあなたが帝国では権けん威いを持つ身でも、ここの領主はカエキリア様です」

「もちろんだ。もっとも、玉座は空からみてえだけどな？」

　バシュラールは、広間の最さい奥おうに置かれた黒い木製の椅子を眺ながめて言った。手の込んだすかし彫ぼりの細工は、どう見てもここの城主のためのものだ。

　ここの城主、すなわち五〇〇年生きているという魔導師、カエキリア。彼の姿は室内にはない。老齢で床とこについているから、というのがバシュラールたちに向けられた説明だった。

　エーリンが深い呼吸をし、バシュラールに重々しく話しかける。

「バシュラール殿。……あなたの任務が『挨拶』ならば、なぜ我々は、あの遺跡で出会わねばならなかったのでしょう？」

　核かく心しんに踏ふみ込んだエーリンを、バシュラールは動じる様子なく眺めて続けた。

「ちいっと、任務があったんだよな。あんたらへの『挨拶』とは関係ねえのが。……遺跡自体は、どんな人間の領地でもねえ。神と不死者のもんだ。だからまあ、任務のために軒のき先さきを借りてたんだが……あんたらは中にあがりこんで、改造までしてたじゃねえか？　ありゃ、何だ。そもそも不死者はどうしたよ」

　エーリンは即そく答とうしなかった。この話、双そう方ほうに弱みがあるのだ。

　バシュラールはこっそりとカエキリアの領地内に入りこみ、詩人たちを捕とらえようとした。これは魔導師同士の、他派は閥ばつの権力を侵おかしてはならない、という不ふ文ぶん律りつに反する。

　一方エーリンたちは、遺跡の現状を帝国に報告しておらず、これは帝国の、魔物から人間を守るという古い盟約に対する義理を欠いている。

　どちらにも引け目があるのなら痛み分けにすればいいようなものだが、問題は基本的な立場はエーリンたちのほうがはるかに弱いというところだ。ここは古さと伝統だけが取り柄えの、小さな土地なのだ。エーリンたちが属する闇魔法教会自体は大きいが、その組織は光魔法教会ほど確固たるものではなく、庇ひ護ごを頼たのむにしても時間がかかる。

（こちらが先に折れるしかあるまい。肝かん心じんのこと以外は話してしまうべきだな）

　エーリンは苦く考え、口を開く。

「──バシュラール殿。あそこの不死者は、滅ほろびたのです。かつての魔物との争いで」

「へえ、不死者も戦いくさじゃ滅びるもんなのか？」

「我々にもくわしいことはわかりません。しかし、とにかくあの場所の不死者は滅びた。そして不死者と共に闘たたかい、彼に友情を感じていたカエキリア様が、不死者に代わってこの地に住むことになったのです。我々は老齢のカエキリア様に代わって、あの場所を封ふうじております。……たまに、外来の方が騒さわがせる以外は、封印はうまくいっておりますよ」

　エーリンの言葉には、最後にどうしても皮肉がまじった。バシュラールは悪びれずに笑う。

「ありゃ、俺らが悪かった。怒おこるなよ。だけどあんたらも人が悪いよなあ、俺たちが魔物の情報集めてんのは知ってんだろ？　ひとこと報告してほしいもんだぜ、そういうのは」

「報告の義務はない、とはカエキリア様のご意思です。実際、ここの魔物は我々が押さえておりますから。帝国の方々のお手をわずらわすようなことはありません」

　礼儀正しく、しかしきっぱりと言いきったエーリンに、バシュラールはうなずいた。

「なるほどねえ。そのへんは、しばらく滞たい在ざいさせてもらってくわしく訊くか。俺も光魔法教会では下したっ端ぱでな、ここまで出張したからには、手ぶらで帰るわけにもいかねえんだ。……もっとも、割と柔やわらかい話もわかるほうだぜ。たとえば、お互い遺跡であったごたごたはなかったことにする、とかいうのはどうだ？」

「お互い、ですか」

　思いがけない相手からの譲じよう歩ほに、エーリンはついつい間ま抜ぬけに繰くり返した。

　シュナルがちらとバシュラールを見るが、特に何も発言はしない。

「そ。そっちの……カエキリア師の子孫さんだっけ？　そのセロフ師がなんでザヴォーツからの馬車に乗ってたのかとかも含ふくめて、遺跡の件に関しちゃ、俺は忘れてもいい。代わりに、そっちも俺たちの『挨拶以外の任務』のことは忘れちゃくれねえか。罪人さえ引き渡わたしてくれりゃ、俺はそれでいいんだ」

　バシュラールの言葉に、今まで黙りこくっていたセロフが顔をあげた。

「罪人とは、馬車に乗っていた彼らのことですか」

「セロフ様」

　エーリンがとがめる声こわ音ねで低く女の名を呼ぶが、バシュラールは愛あい想そよく答える。

「そうですよ、セロフ師。奴ら、重罪人だ。人殺しに詐さ欺ぎに反逆、罪状を並べたて始めたらすげえんですから」

　異国の言葉を聞いたかのように、セロフはバシュラールを不思議そうに見つめた。

「あの、バシュラール殿どの。私は、彼らも私の客人だと思っています」

「セロフ様」

　エーリンの声はさらに鋭するどくなる。セロフは困ったようにエーリンへ視線をやって続けた。

「ザヴォーツには私、散歩に行ったんです」

「……散歩ぉ？　あんた、散歩ならいくらでも領地内でできるでしょうが」

　いささか呆あつ気けにとられたバシュラールが言うと、セロフは首を横にふる。

「いえ、ここではわからないことが多すぎて。社会勉強に行ったのです。……連れ戻されてしまいましたが」

　そう言って肩を落とす女の様子は、やけにぼんやりとして幼い。

　いつでも少し上の空に見える彼女は、それでも真しん剣けんな調子でバシュラールを見つめる。

「私は……カエキリア様に代わって、この城の実質的な責任者です。けれど、私はその任にふさわしくない。私はどうなっても構いません。でも……バシュラール殿、わかりますか？　ここは古い城なのです。ここには、ここに住む者にしかわからないものがあるのです。何があっても、けして絶やすことができず、光を当ててはならない。……そういうものが」

「曖あい昧まい模も糊ことしたお話ですな。ですが、俺たちはそういうものに光を当てるのが仕事です」

　バシュラールは眉まゆをあげて、優やさしく言った。

　ばかにされたことはわかったらしく、セロフは悲しげな面おも持もちになって続ける。

「バシュラール殿……どうぞ、外でのしがらみは忘れ、ここにお好きなだけ滞在してください。そうすれば、あなたにもわかるかもしれない。この城にあるものが」

　他の魔導師たちが不安げに視線を交かわすのを観察しながら、バシュラールは問うた。

「俺の追ってる罪人たちはどうなります？」

「彼らも、私の客です。我々の領地内での争い事はご遠えん慮りよください」

　セロフは周りの意思を確かく認にんすることなく、そう告げる。

　他の魔導師たちも、セロフがそう言いきってしまうと反論はできないらしかった。

（こりゃ、とりあえずはここまでだな）

　黙だまりこくる魔導師たちを眺め、バシュラールはうなずいて椅子を引いた。

「なるほどね。……では、今日はそろそろ休ませていただきましょうか。さすがに長旅だった。セロフ師、俺たちは、カエキリア師に直接お会いするわけにはいかないんでしょうな？」

「カエキリア様は老齢です。そして何よりも静せい寂じやくを好む。……お会いにはならないでしょう」

　バシュラールに返し、セロフはどこか寂さびしそうに瞬まばたいた。


◆



「……いいですか、カナギ。とにかく今は倒れないでくださいね。病とわかったら土つち牢ろうかも」

　耳元で詩人に囁ささやかれ、カナギは『俺は病じゃない』という、もうすでに何百回となく繰り返した主張を口にしようとした。が、結局体の不調に負けて黙りこむ。

　そもそも詩人の肩を借りてよれよれ歩いている時点で、病であろうがなかろうが相当情けないのは事実なのだ。

　バシュラールたちと一いつ緒しよに魔導師の城へ招かれたカナギたち一行は、ひとりの魔導師に先導されて城の回かい廊ろうを歩いていた。

「セロフ様──そう、あなたがたを案内された女性のことですが……あの方はカエキリア様の直系の子孫でして、ここの実質的な責任者でもあります。あの方が、あなたがたをお客様として扱あつかうよう決められた。ですからあなたがたもそのおつもりで、のんびり過ごされてください。連れの方の怪け我がも、ゆっくりしているうちに治りますよ」

　魔導師は小声で言い、カナギのほうを振ふり返ってうなずく。まともに歩けないほど消しよう耗もうしているのは怪我のせい、ということにしているカナギは、さりげなく魔導師から視線をそらした。

　一方詩人はというと、繊せん細さいな外見に似合わず、カナギの体重のいくらかを支えても応こたえた様子ひとつない。ごく穏おだやかに微笑ほほえみ、魔導師に軽く礼をした。

「ご温情に感謝します。セロフ様は心優しい方ですね。淡あわ雪ゆきの下に強い根を持たれている」

「優しい方ですとも。カエキリア様もまた、そうです。いくらでも滞在されるといい。けれど、この城にいる間は守っていただきたいこともいくつかあります」

「どんなことでしょう？」

　詩人が問うと、魔導師は瘦やせた指を一本ずつ立てて答え始める。

「まずは、大きな声を出してはいけない。軽々しく歌うのもいけません。次に、暴力をふるってはいけない。光魔法教会の方々も滞在していらっしゃいます。なにやら因いん縁ねんがおありとのことですが、城内でのごたごたは困りますので。さらに、就しゆう寝しんの鐘かねが鳴ったら、けして部屋から出てはいけません。そうでなくとも、なるべく室内で過ごすようになさってください。食事は部屋まで運びます」

　つまりは軟なん禁きん状態か。

　カナギと詩人はちらと視線を交わし、ミリアンはじっと魔導師を見上げた。

　回廊は建物の中をくぐって、なおも続いていく。

「少し厳しい決まりと思われるかもしれません。けれど、ここは不安定な場所なのです。強い魔法力を持ち、その制せい御ぎよの仕方を学ぶ途と中ちゆうの者がたくさんおります。なるべく、刺し激げきは抑えておくのが安全なのです」

　魔導師の言葉に、カナギは重い頭をもたげて回廊に囲まれた中庭を見やった。灰色の石を敷しき詰つめた中庭の中央には、これも石でできた東あずま屋やがある。

　雨に濡ぬれた屋根の下では二人の魔導師が何やら額を寄せて話し合っており、その向こうの回廊にも、足早に歩く灰色の影かげのような魔導師の姿が見えた。

　ここは確かに、魔導師の姿が絶えない城だ。使用人をやっているのも、入門前の魔導師ではないかと思われる連中が多かった。

「ソラ」

「どうしました、ミリアン」

　少女に名を呼ばれた詩人が見下ろすと、ミリアンは少し不安げに彼の瞳ひとみを見つめる。

「……つかまって、いい？」

　少女の小さな手がぎゅっと握にぎられているのを見て、詩人はほんの少し微笑んだ。

　白い青年は軽く膝ひざを折ってミリアンの手を取り、その指に自分の衣ころもの袖そでをつかませる。少女はわずかな戸と惑まどいを見せたが、おそるおそる袖をつかんだ指に力を入れて、辺りを見み渡わたした。

（鳥の親子か、これは……）

　いたたまれない気分になったカナギは、痛むこめかみにてのひらを当てて目をそらす。

　もっともミリアンの心情は、カナギの気分などとは関係のないところで実に深刻だ。

（この城、変）

　彼女はこの城に着いたときから、ひどく落ち着かない心地ここちになっている。

　この城には不思議な秩ちつ序じよを感じた。普ふ通つうはもっと、世界は混こん沌とんとしているものなのだ。なのにこの城は違う。

　あまり心地よいとは言えない何かが、城中に張り巡めぐらされているのを感じる。

　魔導師たちの囁くような話し方は世界の要素のざわめきとどこか似ていたし、ときたますれ違う魔導師の中には、彼女に強い視線を向けてくる者もいた。

　彼らの視線はひどく重く、実際に指ででも触ふれられたような感じを受ける。そんなとき、ミリアンは反射的に相手の視線をふりはらおうとしてしまう。するとますます、魔導師たちは得体の知れない視線でミリアンを見つめてくるのだ。

「我々の宿舎はあちらの大きな建物ですが、あなたがたにはこの棟むねに泊とまっていただきます。足元にお気をつけて」

　案内役の魔導師が言い、金属製の扉とびらを開けた。暗い屋内には獣じゆう脂しの蠟ろう燭そくが燃えており、魔導師はよどみない歩調で右手の階段へ向かう。

　螺ら旋せん階段の途中にある扉を開けて、魔導師はカナギたちを振り向いた。

「こちらがお部屋になります」

「おや、結構な厚こう遇ぐうですね」

　室内をのぞきこんだ詩人が言ったのは、別に皮肉ではない。

　彼らに与あたえられた部屋はあまり広いものではなかったが、きちんとした客間だった。小さな暖だん炉ろではもう火が燃えていたし、寝しん台だいには粗そ末まつながらも天てん蓋がいがついている。床ゆかには重そうな織りの敷きものが敷かれ、木製の円えん卓たくがひとつに椅い子すが二つ置かれていた。

「何か、足りないものがあればおっしゃってください」

　慇いん懃ぎんに言った魔導師に、詩人は微笑みかける。

「そうですね、では寝台の数が足りない分の敷しき布ふを。あとは湯を少し」

　遠慮のない申し出だったが、魔導師はうなずいた。そしてそのまま一歩下がろうとした男を、詩人は扉を押さえて引き留める。

「それと、我々にお気づかいくださった城主様にあらためて、お礼を言いたいのですが」

「セロフ様があなたがたと話したいと思えば、セロフ様のほうからお呼びがあるでしょう」

「なるほど。では、カエキリア様は？」

　さらりと繰くり出された問いに、魔導師は相変わらずの小声で答えた。

「カエキリア様は、重要な儀ぎ式しきのとき以外はセロフ様としかお会いになりません」

　詩人は少しばかり顔を傾かたむけ、声を無礼になる寸前まで優しくする。

「それは残念なことです。わたしは是ぜ非ひとも、伝説の魔導師様からあの古戦場の話を聞かせていただきたいと思っていたのです。詩に詠うたうために」

　そう言ったとき、フードの陰かげから詩人の琥こ珀はくの瞳がかいま見えた。奇き妙みような光を宿す瞳にも、魔導師は微び動どうだにせず、詩人の額あたりに視線をすえて言う。

「カエキリア様は、静寂以外の何も聞きたいとは望まれておりません。それでは。くれぐれも、先ほどの『決まり』をお忘れなきよう」

　詩人は去っていく魔導師の後ろ姿を見送ってから、扉を閉めて錠じようをかける。

「さすがは古式ゆかしい魔導師たちだ。手て強ごわそうですね。カナギ、もう倒たおれても平気ですよ」

「ああ……助かっ……!?」

　詩人に急にするりと離れられ、カナギはうっかり床に膝をついた。

（普通、そこで放ほうり出すか……？）

　詩人のあまりにも半はん端ぱな気き遣づかいには頭痛を覚えたが、抗こう議ぎするのも面めん倒どうだ。

　カナギは深いため息を吐つき、床に座り込んだまま、懐ふところから細いパイプを取り出す。震ふるえる指で葉をつめようとしては失敗するのを見て、ミリアンが眉まゆを寄せて歩み寄ってきた。

「ミリアン。駄だ目めですよ、取ってしまっては」

　詩人が静かに言い、ミリアンは不安げに彼を見上げる。

「でも、これ……」

「痛み止めだ。これくらいやらせろ」

　苦々しくつぶやいてカナギが取り出した細い草の茎くきを、詩人が受け取って暖炉へ歩み寄る。

　詩人は乾かわききった茎に火を移し、カナギへ渡してやった。気がかりそうなミリアンに眺ながめられながら、カナギはパイプに火を移してゆっくりと煙けむりを吐く。煙草たばこにつめた葉は自作の対たい抗こう薬やくとは違い、ひととき痛みを抑おさえるだけのものだ。

　詩人は彫ちよう像ぞうめいた横顔をさらして暖炉の炎ほのおを眺める。

「色々ありはしましたが、せっかくここまできたんです。どうにか引きずり出しましょう、カエキリアを」

「そうだな」

「ついでにバシュラールたちがわたしに抱いだいている誤解も解消できればいいのですが、まあ、あれは難しいでしょうね。彼は頑がん固こで、いくらわたしがただの詩人だと言っても信じない」

「なるほど」

　カナギの返事があまりに投げやりなためか、詩人は暖炉からカナギへと視線を移した。

「……ときにカナギ、敷布はもらうにせよ、寝台は君が使えばいいと思いますよ。君が一番、消しよう耗もうしているでしょう」

「かもな」

「そうですよ、なにせ元々病弱なんですから」

「そうだな」

「……ミリアン、彼を寝台に押し込んでください。このひと、何も聞こえてません」

　詩人に言われてミリアンがカナギの腕を引っ張ると、彼はやっとミリアンに視線を向けた。

「なんだ？」

　問う声に愛あい想そはない。ミリアンは彼の上着を受け取ろうと、深しん紅くの襟えりをつまんで引いた。

「上着」

「……やらないぞ」

「……ばか」

　カナギのずれた対応にむっとして、ミリアンは言う。いつもならここで、カナギから大人げのおの字もない反応が返ってくるはずなのだ。

　でも、今日は違った。カナギは灰色の瞳でミリアンを見返しただけだった。

　ど、と心臓が一度だけ強く打って、ミリアンは息を詰める。反射的に目をそらしていた。

（何……今の）

　よくわからない。ただ、カナギの目に、見てはいけないものを見てしまったような気がした。

　足元を見つめて立ちすくんだミリアンに、ばさりとまだ少し湿しめった暗い赤の上着が投げかけられる。少女がそれを慌あわてて腕に取ると、次に手て袋ぶくろと革かわ帯おびが落ちてきた。長ちよう靴かを床に転がし、最後に髪かみをとめていた組くみ紐ひもをミリアンに投げ渡して、カナギは寝台にもぐりこむ。

「悪いが、とりあえず、寝る」

「おやすみなさい」

　詩人がカナギに声を投げるのを聞き、ミリアンは自分も彼に何か言おうかと考える。

「カナギ。……これ、要いる？」

　結局ミリアンは、袖から抜ぬいた小さな短剣をカナギに差し出した。カナギは掛かけ布ふから顔を出し、解げせない様子でそれを受け取る。

　カナギとミリアンは、目立つ剣は城側に預けさせられていた。

「どこから出した？　そもそも、なんで短剣……」

「袖、から。あとは踵かかととか……革帯の金具とか。持ってると、寝やすいかと思って」

「……何か誤解されてるような気がするが……まあ、いいか」

　カナギは顔をしかめ、短剣を枕まくらの下に押し込んで掛布をかぶりなおした。

　ミリアンは足音をひそめて詩人のほうへ歩み寄る。本当は、彼女はカナギに体の調子は大だい丈じよう夫ぶなの、と問いたかった。でも、実際にそうしたら不ふ機き嫌げんそうな『大丈夫』しか返ってこないに決まっている。

　遺い跡せきでの勝負に負けたことを気にしているの、とは──ますます問えそうになかった。

「それにしても、この城は静せい寂じやくの深い場所ですね」

　外がい套とうをとった詩人は、円卓の上で自分の荷を解ほどいているところだった。中から出てきたのは、彼の愛用する楽器だ。
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「さっきのひと、歌っては駄目だって」

「『軽々しく歌う』のが駄目だ、というのでしょう？　わたしは一度も、軽々しく歌ったことはありませんよ。どんなに声をひそめても、言葉も歌も世界を揺ゆらすのですから」

「……子供の、言い訳みたい」

「おや、手て厳きびしくなってきましたね」

　小さく笑い、詩人は少女を手招く。ミリアンはカナギの上着を暖だん炉ろ脇わきへひっかけて、詩人の傍そばへ椅い子すをひきずっていった。詩人は膝ひざに楽器を抱かかえ上げ、傍かたわらに座ったミリアンを見つめる。

「闇と静寂は、ひとの思考の扉を開きます。ときにそれを閉じてやるのもわたしの役目。ミリアン、君は今、どんな歌を、もしくは話を聞きたいと思います？」

「……闇と、静寂について」

　少女の言葉に、詩人は笑えみの色を深めた。

「では、おおせのとおりに。闇についてを歌いましょう。闇の司つかさどる、安息と恐おそろしさについて。世界の始めにわだかまり、したたっていた豊ほう穣じようの暗みについて。──君は知っているでしょうか。この城の魔導師たちが属するという闇魔法教会は、そもそも光魔法教会と同じものだったのです」

　詩人の指が弦げんを押さえ、軽かろやかに動くさまを、ミリアンは不思議なものを見る目で見ている。この指がつむぐ旋せん律りつも不思議なら、詩人の語る話も不思議だ。

　闇は闇、姿を隠かくしてはくれるが、根本的に恐ろしいもの。それだけではないのだろうか。

　ミリアンは詩人を見上げ、詩人は白い髪を揺らして語る。

「というより、最初は魔法教会はただひとつの組織でした。光魔法教会の始祖が、世界に光をあて、すべてに秩ちつ序じよをもたらすのだと宣言したとき、それに反発した者たちは言いました。ならば我らは、光の作った闇をうけとめよう。式で割り切ることができなかったものを拾い、再度孕はらむ闇であり続けよう、と」

　詩人が口をつぐむと、楽器のほうが雄ゆう弁べんに語り始めた。

　彼の奏かなでた音楽は、いつもどおり懐なつかしく哀あい調ちようを帯びて、今夜は特に不安に響ひびく。常に旋律の先が予測できないほうへと転がり、また穏おだやかなところへ戻ってくる。

　聞き慣れない調べに耳を傾かたむけているうちに、ミリアンも少し眠たくなった。徒歩での旅よりよほど楽とはいえ、細い体には疲ひ労ろうが色いろ濃こく残っている。

　もっと聞いていたいような、このまま眠ってしまいたいような、どことなく幸福な眠気の中で少女は瞳を閉じる。

　寝台の中では、カナギが闇の中に目をこらし、同じように音楽を聴きいていた。

　まぶたを閉じるとどうしても、あの光景が脳のう裏りをよぎる。

　真っ赤な髪と、同じ色の鮮せん血けつ。剣を握にぎる手をためらわせた不ふ吉きつな幻げん視し。

（なぜ、殺せなかった）

　幾いく度どとなく繰くり返した問いが、またカナギの頭の中でひらめいた。

　カナギは知っている。生きるためには殺すしかないのだ。

　生きることと殺すことは同じことだと言ってもいい。

　獣けものは、嚙かみつき、切り裂さく牙きばが抜ければ死ぬのが定めで、ひとの場合も事情がそう違うわけではない。知り合いだろうが愛するひとだろうが、刃やいばを向けてくるなら殺すしかない。

　殺せなかったら、自分が死ぬしかない。生きたいなら、いくらでも殺すしかない。

　そう思って、カナギは剣を握ってきたはずだった。

（なのに、どうしてためらった）

　何度問うても、自分の中からは答えが返ってこない。カナギの胸には悔くやしさよりも、ある種の恐ろしさと焦あせりが宿っている。

　殺意を向けてくる者を殺せなくなったなら、自らの死が近くなる。

（死にたいのか、俺は）

　心中でつぶやくと、途と端たんに全身の痛みがひどくなった。あまりの痛みにカナギは強く目を閉じた。額に脂あぶら汗あせがにじむのを感じる。

　そんなのは駄だ目めだ。そんなのは認められない。

　死にたくなどはない。きっと調子が悪かっただけだ。次に会えば殺せる。きっとだ。

　自分に言い聞かせながらしばらく息をひそめていると、詩人の楽がくの音がやけに頭に響いてくる。聞き慣れない旋律をなぞるうち、やがてカナギも痛みを忘れ、浅い眠りに落ちた。
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　カナギたちがカエキリアに着いた翌日も、その次の日も、さらにその次の日も、延々と雨は降り続いていた。

「……一体何日目だ？　この雨は」

　中庭の東あずま屋やの椅子にかけ、カナギがうんざりしたように言う。

　この城で過ごした時間はたったの三日だが、それだけでも室内にこもりっきりでは気が滅め入いる。かといって、外に出てみても目に入るのは灰色の濡ぬれた石ばかりだ。

　すっかり参った様子のカナギとは対照的に、詩人はどことなく楽しげに東屋の軒のきから落ちる雨あま粒つぶを眺ながめていた。

「この辺りでは、まる一ヶ月ばかり降っているようですよ」

「農民が泣くな。それどころか、村のひとつや二つ流されてるんじゃないのか？」

　気のない調子で問うカナギの視線の先では、ミリアンがしげしげと中庭の造形物を見つめている。彼女は退たい屈くつとは無む縁えんのようで、時間が空くとすぐに鍛たん錬れんをするか、辺りのものへ興味を向けるのが常だった。詩人はカナギの言葉に軽くうなずく。

「ありそうな話です。台所のおばさまがたに聞いたところによると、ここは元々水害の多い土地のようですね。何百年だか前の大水のときには、敬けい虔けんな乙女おとめが川に身を投げて雨を晴らせたとか。以来、あまりにも雨が続くと川にひとを放ほうり込む習慣があるらしいですよ」

　世間話然として披ひ露ろうされた話の陰いん鬱うつさに、カナギは本気でへきえきした。

「……暗い。とにかく暗い。なんなんだ、ここは……遺跡の不死者は魔物との闘たたかいで滅ほろびたとかいうし。早いとこカエキリアを引っ張りださないと、俺は体にカビが生えそうだ」

「カエキリア師には、魔導師たちも自由には会えないそうですよ。彼の世話にはこつがあるようでして、代々世話役たる直系の子孫のみがそれにあたるそうです」

　魔導師や使用人から聞きかじった知識を広げあい、カナギと詩人は顔を見合わせる。

　カナギはじわりと顔をしかめて言った。

「色々と激しく怪あやしい話だ。大体、カエキリアが本当に不死の法を完成させてるんなら、どうしてカエキリアの子孫は不死じゃないんだ？」

「不死の法が失われたのでしょうかね。それとも、何やら不完全だった、とか」

「……なあ、詩人。お前……本当にカエキリアは生きてると思うか」

　柄がらにもなく徒労感にさいなまれ、カナギは問う。

「見ればわかることです」

　詩人のあっさりとした返答が急にうらやましく思えて、カナギは自じ嘲ちようの笑みを浮かべた。

「……だといいな」

　カナギの返事に何かを感じたのか、詩人が振り向く。

「本当ですよ。見さえすればあらかたわかる。……君の体のこともあります。セロフ師は君の喀かつ血けつ癖へきについては不問にしてくれているようですが、早めにカエキリア師を引きずり出して、薬を手に入れましょう」

　穏やかに言った詩人に眉まゆを寄せ、カナギは東屋の縁へりをつかんで体を起こした。

「お前な……。一度はっきり言っとく。お前が俺のために何かするのは勝手だが、俺はお前に全然、まったく、なんの期待もしてないからな？」

「知っていますよ。君はそれでいいんです。本当に珍めずらしいひとだ」

　笑みを深める詩人に、カナギは脱だつ力りよくして自分の両目をてのひらで覆おおう。

「……どうしてそうなる……お前らは本当に、さっぱりわからん」

　お前ら、と言ったのは、ミリアンを含ふくめてのことだろう。

　少女はまだ彫ちよう刻こくを眺めていたが、その頭に不意に一羽の小鳥がとまった。彼女はきょとんとして目だけで頭上を見ようとし、無理だとわかるとひとさし指を頭の小鳥に近づける。

　小鳥は特に警けい戒かいした様子もなく、ミリアンの指を少しつついてみた後、そこへ飛び移った。

　彼女は不思議に、動物に好かれるところがある。

　ミリアンの年ねん齢れい不相応に無む垢くなところを、獣は本能的に悟さとるのかもしれない。

「わたしにも、君のことはよくわかりません。わかるようでわからない。……ミリアン、それ、食べるところは少ないと思いますよ」

　詩人に声をかけられると、ミリアンは真しん剣けんに小鳥を見つめるのをやめた。小鳥もまた、雨宿りの場所を探して飛び立つ。カナギは思わず遠いところを眺めた。

「鳥の肉なんて食うか、普通……ま、いいけどな。ここにいる限りは、バシュラールたちは手を出してこられないだろうし。だけどお前、ここまで追いかけられるような何をやったんだ？」

「彼は、本当に困ったひとでして……。彼のことで君たちを巻き込んでしまったのはわたしとしても不本意です。彼のことも、近いうちにどうにかしましょう」

　詩人はつぶやき、ふと回かい廊ろうの向こうを見やった。カナギがつられてそちらを見ると、ひとりの魔導師が目にとまる。彼は早足で、明らかにカナギたちを目指してやってくるところだ。

「どうしました？　部屋へ戻れって話ですか？」

　カナギがせいぜい皮肉げに問うと、魔導師は意外な答えを返した。

「いえ。……広間で、セロフ様がお呼びです」
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　カナギたちが案内されたのは、セロフたちとバシュラールが会談をしていた広間だった。

　食しよく卓たくは片づけられ、空の玉座の横にセロフが座り、バシュラールとシュナル、およびおつきの兵士たちも反対側の壁かべ際ぎわに居並んでいる。

　城の重要人物が勢せい揃ぞろいした広間の真ん中では、数人の男女がいかにも一いつ張ちよう羅ら、といった服装で膝ひざをついていた。

「急に呼びつけてごめんなさい。どうぞこちらへ」

　広間の後ろ側から入ってきたカナギたちを見つけ、セロフが手招く。

　馬車に乗っていたときとは違い、彼女には人の上に立つ者の気配が宿っていた。しかしそれは一種の癖くせのようなもので、セロフの瞳の中の表情自体はやけにぼんやりとしている。

「謝るのはこちらです。このように身分のある方とは知らず、旅のさなかはご無礼をいたしました。おゆるしください」

　広間の中なか程ほどまで進み、詩人は手の甲こうを額に当ててから一礼した。

　カナギとミリアンも、一応帝てい国こく風の礼をする。それが一番都会的で、正式だということになっているからだ。セロフも応こたえて、軽く礼を返した。

「いえ、いいのです。結果としてあなたがたを騙だますようなことになってしまって、申し訳なかったと思っています。あらためての挨あい拶さつすらずいぶんと遅おくれてしまって。ごめんなさい。……でも、今回あなたがたに来てもらったのは、挨拶のためではないのです。彼らが、あなたに会いたいと言うので、お呼びしました」

　あなた、と言ってセロフが見たのは詩人だった。

　詩人は数度瞬まばたき、フードを押し上げて広間の中央に膝をついている数人の男女を見下ろした。

　彼らは見るからに労働に慣れた体をし、肌はだを荒あらした一いつ般ぱんの領民たちだ。詩人を見上げる目は最初から興奮にうるんでいたが、フードの下からのぞいた美び貌ぼうを目にすればなおさら、熱ねつ狂きよう的な雰ふん囲い気きが漂ただよう。一番年かさの男が、なぜかぺこぺこと頭を下げて言った。

「あの……あのう、すみません、本当にすみません、魔導師様がた……しかしわしら、噂うわさを聞きまして。こちらに、癒いやしの魔導師様が向かってらっしゃる、と。そりゃあ、きっとセロフ様がたに招かれたんだろうと思いましてな。お待ちしておったんです」

「──あなたは、あの旅の道々、人々の病を治していたとか。本当ですか？」

　セロフが、困ったような気配を漂わせて問う。

　詩人は足元の男女から視線を外し、臆おく面めんもなくうなずいた。

「ええ。本当です」

　ここの領民であろう男女は感動のうめきをあげ、軋きしむ木製の床ゆかにはいつくばった。

「申し訳ありません、すみません、セロフ様──でも、病を治していただきたいんです、それをお願いしにきたんです、わしらは」

　セロフの傍かたわらにそろった魔導師たちは、黙もくして語らない。

　彼らにとって、癒しの魔導師は禁きん忌きの存在である。いるはずもないし、いてはならないものなのだ。重い沈ちん黙もくに、領民は慌あわてて付け加える。

「わしら、別にカエキリア様への忠誠心が薄うすくなったとか、そういうことじゃあねえんです。それだけは信じていただきたいんで。ただ、その、カエキリア様はずいぶんと……長く臥ふせっていらっしゃるし……わしらのじいさんの代も、お顔を拝見したこともねえくらいで……」

　口ごもる領民に、セロフは悲しげに眉を寄せた。そして彼女が何か口を開こうとしたとき、さえぎるようにバシュラールが一歩前へ出る。

「──残念だが、そりゃあ無理な相談ってやつだぜ。そうでしょ、セロフ師？」

　バシュラールの口調はいつもどおりおどけているが、瞳はじっと詩人をねめつけている。

　そこに煮にえたぎった感情の澱おりを感じ、カナギは目を細めた。

「バシュラール殿、あなたはこの方をよくご存じの様子。彼は本当に魔導師なのですか？」

　セロフの問いを受け、バシュラールは詩人のほうへ歩み寄った。数歩の距きよ離りを残して立ち止まり、興味のない美術品を眺ながめるような視線で詩人の姿を見つめて薄ら笑う。

「魔導師ですよ、なにせ、そうじゃなきゃ説明がつかねえことが多すぎる。癒しだのなんだのってのは、こいつのいつもの手です。こいつぁいつも、最初は甘い顔してやってくるんだ。未来のことが見える予言者だの、癒しの魔導師だの、あったら嬉うれしい、いたら嬉しい何かのふりをしてやってくる。だが、やがて牙きばを剝むく。……違うか、魔導師殿」

「わたしは常に、ひとの望みに応えているだけですよ」

　詩人はバシュラールに優やさしく言い聞かせ、バシュラールはそれを鼻で笑いとばす。

「ほー。じゃあやってみろ。見せてみろよ。癒しの術でもいい、もちろん、お得意の呪のろいのほうでもいいぜ。どっちにしろ、貴様があくどいはぐれ魔導師だってことにゃ変わりねえ。……証しよう拠こだ、魔導師殿。俺がほしいのはな。それさえありゃ、貴様を八度目の処しよ刑けい場じようにご招待できる」

　最後の言葉は、詩人にだけ聞こえるように耳元で囁ささやいた。

　詩人はわずかに首をかしげ、バシュラールをしげしげと見つめる。珍しく厳しい顔をしたバシュラールは、やがて笑って踵きびすを返した。

　詩人は振ふり向き、急にカナギに小声で言った。

「──カナギ。いい機会です。引きずり出しますよ、カエキリアを」

　カナギは鋭するどい視線を返した。何をするのか問いただしたいが、それができる状じよう況きようではない。

　皆みなが見守る中、詩人は不意にひざまずいた。領民の手を取り、瞳をのぞきこむ。

　領民は間近に彼の琥こ珀はくの瞳を見て、我知らず震ふるえた。詩人は優しく問う。

「身内に病の方がいるのですね。どなたです」

「あ、ああ……はい、その、年老いた親が、二人とも……」

「私は娘です、親同然の叔父おじもです」

「わしの村は水害に遭あいまして……生き残った者も、ひでぇことになってます」

　彼らの訴うつたえをいちいち聞いてから、詩人は立ち上がる。

　彼はしなやかな長身を折り、なぜだかセロフたちに頭を下げた。

「謝罪しましょう。……今までの沈黙に対して。わたしは謝罪する。ここは、伝説の魔導師、カエキリア師の城です。ならば、とわたしは沈黙してきました。しかし、これ以上の沈黙は毒にしかならない」

　言って、詩人は顔を上げた。今や、彼の顔に笑えみはなかった。

　凪なぎに似た静かな顔でまっすぐにたたずみ、詩人は言葉をつむぐ。

「確かにわたしは癒しの魔法を使う者。けれど今、ひとり、二人の病をいやして何になるでしょう。病の元は明らかです。この、体と心を弱らせる長雨が病を呼びこみ、人々をむしばんでいる。それをなぜ、カエキリア師が静せい観かんするのか、わたしにはわかりません。ひとのためにひとならぬ力を使うものを魔導師というならば、師はこの雨を止やませるべきだ」

　聞きよくはあるがけして聞き流せはしない不思議な声で言われ、セロフたちは呆あつ気けにとられて詩人を見つめた。

　この五〇〇年、ここまではっきりと伝説の魔導師を批判した者などいなかったのだ。

　詩人は次にバシュラールへ視線を投げ、まるで彼を招くように手を伸のべる。

「『秩ちつ序じよ』を掲かかげる光魔法教会の使者よ、証人となってください。わたしはここに集つどった民たみのため、カエキリア師に勝負を申しこみます。勝負の内容は雨晴らし。カエキリア師に代わり、わたしはこの地に降る雨を止ませてみせましょう。……いかがです」

　詩人が口をつぐんでから、しばらくは辺りも惚ほうけたように沈黙していた。

　彼が何を言ったのか、理解できなかったのだ。やがて言葉の意味が人々の間にしみてくると、今度は恐おそろしい興奮の波が訪おとずれる。

「魔法勝負、だ……？」

　おどけているわりに常に冷静なバシュラールでさえ、がく然としてつぶやく。

　派は閥ばつ同士での争いは固く禁じられている魔導師同士、勝負が発生することはほとんどない。あるとすれば、片方、もしくは両方が何の魔法教会にも属さないはぐれ魔導師である場合のみである。バシュラールは落ち着かなげにあごをなで、考えをめぐらせた。

（しかも、よりによってお題は天候操そう作さとくらあ。……こりゃ、完全なはったり勝負だぜ）

　バシュラールがそう思ったのは、天候操作は長年魔導師たちが挑いどんでは失敗し続けている分野だと知っているからだ。

　つまり、雨晴らしなど、誰だれにも不可能なのだ。

　だが、もちろん領民はそんなことは知らない。詩人は平然と告げる。

「わたしが雨を止ませることができなかったら、この身はどうとでもなさるといい。是ぜ非ひともカエキリア師にも雨晴らしの法に挑んでいただきたいものですが、師はご高齢でいらっしゃる。無理にとは申しません。ただ、立ち会って不正がないよう見届けてくださればいいのです。領民たちも、師のお姿をひとめ見たいと望んでいることでしょう」

　領民たちは興奮で光る瞳で詩人を見上げ、魔導師たちは青ざめた。

　こんな言われかたをしたら、断ことわろうにも断れない。

　長雨と災害で、領民の不満は高まっている。その不満と、姿を見せないカエキリアの不死への疑いが、この直じき訴そという形で表れているのだ。この白い男の噂がどこまで広まっているのかは知らないが、下手にこの詩人の挑ちよう戦せんを断ればカエキリアの名が落ちるのは確実だ。

　それどころか、領民の不信感に火をつける結果にもなりかねない。

（勝負っていったって、双そう方ほう完全な運任せ。さいころふるようなもんだ。それとも……こいつにゃできるのか……？）

　苦く考えるバシュラールをよそに、セロフは何度か口を開き、また閉じて、傍らの魔導師たちと視線を交かわした。

「……私にはお答えできません。カエキリア様に、訊きいてまいります」

　そう言って退出していくセロフを見送って、カナギは詩人の襟えり首くびをつかんだ。領民やミリアンの不安げな視線をよそに、彼は詩人を部屋の隅すみへと引きずっていく。

「詩人、念のため、訊く。……できるのか？」

　ぎらつく灰色の瞳を向けられ、詩人は少し笑う。

「雨晴らしですか？　できるわけがないでしょう。あちらだって無理だ。運だけの勝負ですよ。安心してください、わたしは運だけはかなりいいんです」

　危機感のない言いように、カナギはかっとして声を荒あらげた。

「ばかだろうお前！　わかってるのか!?　領民と光魔法教会の人間の前であんな言い方したら、ここの魔導師どもはこの勝負、受けるしかなくなるぞ！」

「受けてもらわねば意味がありません」

「……下手したら、負けた途と端たんに殺される。長雨に腐くさった領民にとっちゃ、いい憂うさ晴らしだ」

「でしょうね」

　あっさり答えた詩人の顔を見て、カナギは絶句した。

　詩人の目には、少しのおびえも、悪びれたような様子さえ見て取れなかったからだ。

　──彼は、死をまるきり恐れてはいない。

　薄うす々うす気づいていたことを目の前につきつけられて、カナギの指から力が抜ぬけた。

　彼は言葉を失し、白茶けた顔で立ちつくす。

　そうしてどれだけの時間が過ぎたのだか、また、扉とびらの開く音がした。

「……カエキリア様は、挑戦をお受けするそうです」

　帰ってきたセロフは、緊きん張ちようでこわばり、血の気の失した顔で詩人を見やる。

「ただし、条件があります。勝負の日は七日後、春祭りの日。夜明けの時刻きっかりに、晴れていればあなたの勝ちです。あなたの望むものを差し上げましょう。逆に雨が降っていれば、我々はあなたを処刑して川に投げ込み、晴れを祈いのることにいたします」

「ええ、その条件で構かまいませんよ」

　詩人が言いきると、領民たちは苦鳴に近い声を漏もらした。カナギが見ると、彼らはわけもわからず涙なみだをこぼしている。彼らにしてみれば、雲の上の存在である魔導師が自分たちのために命をかけようというのだ。感動もしようというものである。

　そんな中で、ミリアンは混乱した頭を抱かかえて立っていた。

「ソラ……」

　ミリアンはどうにか彼の名を呼び、必死で手を伸ばす。

　どんなに伸ばしても決して届かないような気がしたが、彼女の手はきちんと詩人の衣ころもをつかむことができた。詩人はミリアンを見下ろし、いつものように笑う。

　優しく、穏おだやかに、なんの悩なやみも知らないように。

「私、もしものときは助けるから、あなたを、何があっても──きっと、きっと」

　ミリアンはかすれ声で訴えた。何度言っても言い足りなくて、結局喉のどをつまらせた少女を見下ろし、詩人はそっとその頰ほおをなでる。

　彼の顔が近づく。琥珀の瞳に、少女の姿が映りこんでいる。詩人の瞳にはそれしかない。

　憂うれいの影など、最初から少しもない。詩人は完かん璧ぺきに美しく微笑ほほえんで言う。

「わたしが負けたら、場内はお祭り騒さわぎの熱に狂くるうはずです。その隙すきに逃にげてください。ここの闇は深い。よどみが解消されないうちは、君の居るべき場所ではないでしょう」

　ソラ、ともう一度彼の名を呼ぼうとして、ミリアンは声が出ないことに気づいた。

　喉がすっかり渇かわいてしまっている。

　ミリアンは何かを求めて、カナギを見上げた。

　黒髪の青年は、凄すさまじい目で詩人を見ていた。

　憎にくしみよりもひどい敵意をにじませて、詩人をねめつけていた。

　ミリアンは、寒気を感じて身を震わせる。

　しかし詩人はそれすら、なにやら幸福そうに目を伏ふせて受け流すだけだ。彼の周りに、数人の魔導師が歩み寄った。セロフが淡たん々たんと言う。

「では、あなたには七日間の間、部屋を移ってもらいます。勝負に不正がないように」

「わかりました。行きましょう」

　鷹おう揚ように答えて、詩人はうなずく。ミリアンとカナギの目の前で、彼は魔導師たちに導かれて歩いていった。広間の前方にある扉が開くと、その向こうは薄暗い階段だ。

　ミリアンはもう一度、何かを言おうと思う。

　けれどもう何を言ったらいいのかがわからない。

　わからないから、彼女は詩人が暗いほうへ歩いていくのを止めることができなかった。








５　死のない城









　詩人が魔法勝負のために部屋を移った日の夜、ミリアンは夢を見た。

　風の強い夢だった。

　大気が勢いよく流れ、耳元でごおごおと音を立てている。

　髪も、四し肢しも、羽も、吹ふき飛ばされてしまいそうだ。

（──羽？）

　ふと、自分の考えに違い和わ感かんを覚え、ミリアンは夢の中で目を開ける。

　すると、眼下には凄すさまじい光景が広がっていた。

　下界は一面、壮そう麗れいな廃はい墟きよである。

　ごつごつとした王おう冠かんに似た飾かざりを頂く塔とうを円形広場が囲み、さらにそれを円柱の群れが幾いく重えにも取り囲む。広場から伸びた階段は五〇人が横に並んで歩けそうな幅はばで、先には表面にびっしりと彫ちよう刻こくをほどこした一〇階建てほどの劇場がたたずんでいる。

　時は夕刻。すべてバラ色の石で造られた巨大な計画都市は、今や戦場だった。

　あちらの門を端はしから喰くらっているものがいる。巨きよ大だいな白骨にも見える魔物が、くちばしのようなトゲで石を突つき崩くずしている。

　魔物は一体だけではなかった。見み渡わたすと、バラ色の建物のあちこちに白いトゲがゆらめいているのがわかった。魔物が遺い跡せきにトゲを振ふり下ろす音が、槌つちの音に似て大気を震ふるわせている。

　悪夢に似た光景の中、冗じよう談だんめいて小さな人間たちが走り回っているのも見えた。

　ひどく無力な彼らは、魔物にむらがっては振り払はらわれて、すぐに動かなくなる。まるで蟻ありのようだ。地面のあちこちに、彼らの作った赤黒い血だまりができていた。

　炎ほのおと煙けむりを映して血ち泥どろと同じ色になった空の真ん中に、ミリアンは浮うかんでいる。

　視界の端はしには、鷹たかに似た暗あん褐かつ色しよくの翼つばさが見える。ミリアンの背から伸びている翼だ。

（行こう、闘たたかいに）

　ミリアンは酔よったように思う。憂いは少しもない。全身が張りつめ、浮き立っている。慣れた感覚だ。これは闘いの喜びだった。

　背の翼でひとたび羽ばたくと、凄まじい力で体が前方へ押し出される。

　ミリアンは急降下した。鼓こ膜まくがびりびりと鳴り、全身の皮ひ膚ふが後ろへ引っ張られる。

　はるか下方にあった光景が急激に近づいてくる。

　玩具おもちやのようだった塔をすり抜け、石いし畳だたみの石を数えられるほど、地面に肉にく薄はくする。

　もう一度翼を使って、石畳に激げき突とつする寸前に身を翻ひるがえした。衝しよう撃げきを受け流し、今度は勢いよく低空をすべる。薄暗い陸橋をくぐり、ミリアンは劇場をかじっている魔物に肉薄した。

　浮き立った気分のまま、ミリアンはてのひらに力をこめる。

　じんわりと温かくなったてのひらを振り下ろすと、辺りに白い光が満ちた。

　視界が灼やけ、次の瞬しゆん間かんには魔物が端から崩れて砂になる。きらめく砂は廃墟に散った。

（つまらない、もっと）

　ミリアンは少しばかり不満を覚え、もう一度上じよう昇しようしようとする。

　そのとき、彼女は崩れた魔物の真ん中に、ひとりの青年が立っているのを見つけた。

　彼は他の人間たちとは違ちがい、複雑な刺し繡しゆう入りの軽装備でたたずんでいる。

　魔物の欠片かけらにやられたのか、青年は両目から血を流していた。何も見えてはいないだろう彼は、ミリアンのほうを見上げている。

　ミリアンは怪け訝げんに思った。その人間が、不思議な表情をしていたからだ。

　彼は笑っていた。

　少しだけ敬けい虔けんに笑って、ミリアンに向けて手を伸べていた。

　彼の唇くちびるが動き、何かを告げようとしたとき、ミリアンはその、古戦場の夢から醒さめた。
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　暗い部屋の中、ミリアンは何度か瞬まばたく。

　目元がごわごわしていたので指でぬぐうと、冷たい水に触ふれて驚おどろいた。

　夢を見て、いつのまにやら泣いていたらしい。

（別に、悲しい夢じゃなかったのに）

　不思議に思って寝ね返がえりをうつと、淡あわい光を感じた。光は、枕まくらの下からこぼれだしている。ミリアンは思い当たって枕の下を探さぐった。指に触れたのは、寝る前にそこへ押し込んだ自分の古いバングルだ。

　取り出してみると案の定、光はバングルの中央にはめられた石からにじんでいた。

　少女は寝しん台だいの上に座り直し、てのひらにバングルを置いてじっくりと見つめる。クルミほどの大きさがある紫むらさき色いろの石を取り巻いている光は、呼吸でもしているように淡く明めい滅めつしていて、見つめていても少しもまぶしくない。

（あの夢、見せたの、あなた？）

　ミリアンは心中でバングルの石に問うた。そうするのが自然なような気がしたのだ。

　すると、石の光はわずかに弱まる。おそらくは否定の印だろう。

（じゃあ、このお城にいる誰だれかだ。夢に出てきた場所──あの、遺跡だったもの）

　今度は肯こう定ていするように輝かがやきが強まり、何度か快活に明滅する。

　きっと、誘さそっているのだ。

　直感で確信すると、わずかな眠ねむ気けなど完璧に吹き飛んでしまった。ミリアンは寝台からすべり下り、闇の中で苦もなく長ちよう靴かを履はいて、上着を羽は織おる。扉へ向かおうとして、ふとカナギのことが気にかかり、バングルの光を床ゆかへ向けた。

　今日は床の敷しき布ふのほうへ寝ているカナギの横顔が、明かりに照らし出されて見える。

　カナギは呪のろいの痛みのせいでか、いつもあまり熟じゆく睡すいしない。けれど今は、バングルの光にも反応せずに静かな呼吸を繰くり返している。彼の胸むな元もとに、いつもは剣につけていた三日月形の装そう飾しよくが紐ひもでかけられているのを見て、ミリアンは反射的に視線をそらした。

　あの飾かざりには、なにかがうっすらとまつわりついている。それは、他人が触れてはいけないものだ。

　少女は足音をひそめ、扉とびらの錠じようを外して外へ出た。

　ひんやりとした石の狭せまい螺ら旋せん階段を下り、もうひとつ扉をくぐって中庭に面した回かい廊ろうへ出る。

　雨の音が耳につき、湿しめった石と土の匂においがした。

　回廊はところどころにあるはずの明かりも消えて、真の闇だ。

（不思議……いつもは、夜でも誰かいるのに）

　ミリアンは周りを見回し、ゆっくりと歩き出す。手首でバングルが浮かれたように光をちらつかせ、少女はその明かりでもって回廊のあちこちを観察した。

　円柱に刻まれた、牙きばを剝むきながらもどこか可愛かわいげのある獣けものの像や、昔の魔導師見習いが刻んだらしきらくがき。いつもは誰かに見られている気がしてあまりまじまじと眺ながめられないのだが、今夜は城の人間がひとり残らず眠りこけているような気がする夜だった。

（こんな静かな夜に、ソラがいたら）

　ミリアンはぼんやりと思う。

　詩人がいたら、彼は静せい寂じやくよりも静かな声で色々なことを語ってくれたろう。

　──ミリアン、知っていますか？　この像の表すものを。

　そんな風に始めて、世の明るみや暗みについて、虚きよ実じつを交えて教えてくれたろう。

　でも、話の内容よりも、ミリアンは彼の声が好きだった。

　高くもなく、低くもない。男らしくはないが、女っぽくもない。歌うように笑うようになでるように、優やさしくもどこか薄はく情じように語る彼の声が好きだった。

「でも、いない」

　ほんの小さく囁ささやいてみると、ほとんど前まえ触ぶれもなく涙がこぼれた。ミリアンは涙をぬぐい、不思議そうに濡ぬれた指を見下ろした。バングルの石は、戸と惑まどったように光を揺ゆらす。

「……あなた、ソラがいるところも、捜さがしてくれる？」

　石に向かってつぶやくと、光は肯定とも否定ともつかない強さで光った。

　自分次し第だい、ということなのだろうか。ミリアンは少し落らく胆たんし、もう一度歩きはじめる。

　詩人が傍そばにいないのがこんなに寂さびしいなんて、初めて知った。傍にいてもどこか、寂しくなるひとだったのに。

　寂しいのなら、もっと必死に捜せばいいのかもしれない。構造が複雑だとはいえ、広大な城ではない。ミリアンには魔法力とこの石──こんな風に光るのは初めてだけれど、魔法力を高める類たぐいのものだと聞いている──の導きがあるし、ちょっとした高い窓くらいなら容易たやすくよじのぼれる手足もある。彼女が必死になれば、おそらく詩人が隔かく離りされている場所へ行き着くことは可能だ。

　ミリアンが詩人のところへたどりついたら、彼は彼女を歓かん迎げいするだろう。

　腕を伸べて、言葉をかけて、優しくしてくれるだろう。

　そしてきっと、最後にこう言うのだ。

『もうそろそろお帰りなさい。城の連中に気づかれては面めん倒どうです。わたしは大丈夫ですよ』

　わたしは、大丈夫。

　誰に守られなくても平気。

（そうか、私、捨てられたんだ）

　不意に気づくと、止まりかけていた涙がまた頰ほおを這はい始めた。

　ミリアンは、詩人が本当は誰の守護も必要としていないのを知っていた。

　彼はミリアンのために、ミリアンの心の安定のために『守って欲しい』と言っているのだと知っていた。

　彼はいつかは自分に背を向けるひとだと知っていた。

　そんなことに気づかないほど、今のミリアンは虚うつろではない。ひとが去るときはいつも理り不ふ尽じんで唐とう突とつだとも知っている。でも、あんな風に微笑ほほえんで去られたのは初めてだった。

　ミリアンは涙をこぼしながら回廊の端までたどりついた。この先は、最初に馬車がついた広場だ。バングルの石が少し強く光る。ミリアンはためらわず、雨の降る広場へと歩を進めた。

　またたくまに氷ひ雨さめが少女を濡らし、短い髪かみを額や頰へはりつかせる。

　バングルはミリアンを広場の先、城門から連なる坂の途と中ちゆうへ導きたがっているようだった。

「……ここ？」

　地下へ下りる階段らしきものを見つけ、ミリアンは訊たずねる。バングルの石は跳はねるように光ったが、少女は何かを感じて振り向いた。ごくひかえめだが、ひとの気配がある。

　鋭するどい視線の先では、門番用の宿舎と倉庫群へ続く階段が雨に打たれていた。動くものの姿はない。ならば、と視線を転じて坂道の先を見ると、はたして人ひと影かげは城門の前にあった。

　なぜか外がい套とうのフードをかぶりもせず、人影は堅かたく閉とざされた城門を見上げてたたずんでいる。

　周りのことなどまるで気にしていない無防備な立ち方だ。

　その無防備さには、見覚えがあった。ミリアンは少し迷った末に、バングルの石を片手で押さえて隠かくし、人影のほうへと歩んでいった。

「あなた……どうして、こんなところにいるの」

「え？」

　ミリアンの声に目を瞠みはり、人影は振り向く。濡れきった蜜みつ色いろの金髪に囲まれて、若草色の瞳ひとみが一度だけ瞬いた。雨の中たたずんでいたのは、優しげな容よう貌ぼうの女魔導師、セロフである。

　ミリアンは、何かにひかれて年上の女の顔をじっと見つめる。

　雨で濡れてはっきりとはしなかったが、彼女も、ミリアンと同じように泣いているのがわかった。
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「すぐには、乾かわきそうにないわね」

　少し無理のある明るい声で言い、セロフは暖だん炉ろの火をかきおこした。

　太い薪まきの芯しんにくすぶっていた炎ほのおの欠片かけらが、つぶやきに似た音を立てて弾はじける。

　雨の中で立ち話をするわけにもいかず、ミリアンとセロフが避ひ難なんしたのは広間がある建物の一階だった。玄げん関かんにあたる場所に並んで、二人はどこか居い心地ごこち悪く暖炉に当たっている。

　沈ちん黙もくを守るミリアンがまだてのひらでバングルを隠しているのを見て、セロフは少し笑った。

「──魔法力が、あるのね。それも、とても強い。……遺跡で、見ていたわ」

　言われて、ミリアンはセロフの目を見た。緑色のぼんやりとした瞳の奥を探さぐろうとすると、するりとすり抜ぬけられるような感覚がある。セロフは優しく瞬またたいた。

「駄だ目めよ。そんな風には教えてあげない。……言葉で話しましょう」

　ミリアンは驚おどろいてセロフを見つめなおす。

　セロフには、ミリアンが彼女の心を探ろうとしたことがわかったのだ。

　こんな風にはっきりと自分以外の人間に魔法の力を示されるのは、ミリアンにとって初めてのことだ。

　ミリアンは少しためらった後、目を伏ふせてバングルを隠していた手をのけた。セロフは身をかがめて、じっとミリアンのバングルの石を眺める。

「もの自体は、そう古くないのね。模様と様式は古いけれど。それにしても──すごい石。この、光の入り方とか、色の具合とか……まるで黄昏たそがれみたいな紫ね。血けつ縁えんの方からもらったの？」

「多分。でも、知らない。……育ったのは別のところだから」

　たどたどしいミリアンの説明で、セロフは大体のことを理解したようだった。

　何らかの理由で親に捨てられる子供など、ちまたにはあふれている。親に殺されなかっただけで幸運、ミリアンのように形見を託たくされた上に無事年とし頃ごろまで育ったのは幸せと言ってもいい境きよう遇ぐうだ。セロフはうなずき、少女のバングルをなでるようにして背を正した。

「きっと、あなたのご親族は高名な方だわ。これだけの石だもの。闇魔法教会の本部へ行けば、大体のことはわかるかもしれない。こういうものの鑑かん定てい士しがいるの」

「本当に？」

　目を輝かがやかせたミリアンに、セロフはほっとしたようだった。彼女は彼女なりに、少女らしい感情表現に乏とぼしいミリアンを心配していたのかもしれない。セロフは微笑む。

「本当よ。あなた、ご親族を捜さがしてここに来たの？」

「そう。あと……ここのこと、気に入ったら、弟で子し入いりでもしろ、って。……カナギが」

　喋しやべっているうちに要いらないことまで言ったことに気づいて、ミリアンは少し顔をしかめた。

　セロフはそんな彼女を見て笑ったが、その笑みはすぐにうっすらと曇くもる。

「それならわかるわ。……私、あなたたちを見て、不思議だな、って思っていたの。明らかに魔法力があるのはあなたなのに、なぜか詩人さんが『魔導師』だと名乗っているから」

「……気づいていたの」

　詩人のことを思い出すと、ミリアンの表情はすぐにこわばり、熱を失した。それを見たセロフも、暖炉の炎へと視線をそらして答える。

「ええ。彼には、特に魔法力を感じない。けれど彼、なんだか得え体たいが知れないところもあるわ。だから、勝負を申し込まれたときは正直悩なやみました。……ねえあなた、あの詩人さんは一体どんなひとなの？　どうして魔導師だと名乗り始めたの？……あなたの力を、隠すため？」

　少女は押し黙だまった。頭の中では思考がくるくると回っている。あのひとはただの詩人なんだ、はったりをいうのが好きなだけで、魔法なんかにはまったく関係がない。だから勝負は無効──そう言ったら、詩人は命がけの勝負なんてしなくても済むのだろうか？

　それをセロフはゆるしたとしても、他の魔導師たちやバシュラールたちがゆるすだろうか？

　そもそも、それを詩人は望んでいるのだろうか？……わからない。

　わからないもどかしさに口をつぐんだミリアンを眺ながめていたセロフは、首をかしげた。

「……彼は、あなたの何？　親しん戚せきではないのね？」

「ただの他人」

　怒いかりとも悲しみともつかない感情に支配され、ミリアンは言い捨てる。

「カナギさんも？」

　セロフの問いに、ミリアンはうなずいた。セロフはしばらく彼女を見つめていたが、不意に困ったように笑った。

「……やっぱり、不思議だわ、あなたたち」

「どうして？」

「なんだか他た人にん行ぎよう儀ぎで、仲が良いのか悪いのかわからないのに、どこか大事にしあっているようで。……とても不思議。そんな風に『ただの他人』と旅をするって、どんな気持ちかしらね。私、それが知りたくてあなたたちをかばったのかしら。ああ……よくわからないわ」

　言葉が進むにつれ、セロフの瞳は茫ぼう漠ばくとした色を映し始める。夢見るよう、と言うには、疲つかれた色だった。ミリアンはその目を見て、城門の前でセロフに投げた問いを思い出した。

　あのときはうやむやにされてしまった問いを、少女は今一度繰くり返す。

「あなた、どうしてさっき……門のところにいたの」

「あれは……今夜は、私が城内の見回りをする日だったからよ。月に一度、静かな夜に、ひとりで城中を見て回るの。大気の力の強さや、流れを測はかり、乱れの場所を見つけるためにね。魔法というのは本来、とても感覚的なものだから、ひとりでやるのが一番なのよ」

「違う」

　急に強く否定され、セロフはびくりと肩かたを震ふるわせた。ミリアンはまっすぐにセロフの目を見つめる。

「そう、じゃなくて。……あなた、泣いていたから」

「あ……」

　セロフは少女の言葉に声をなくし、口元を手で覆おおった。大げさな反応だ、と思ってミリアンが凝ぎよう視ししていると、彼女はそのまま妙みように顔を上気させ、へたりと床ゆかへしゃがみこんでしまった。

　ミリアンは驚いて、彼女の傍かたわらに膝ひざをつく。

「どうしたの」

「……恥はずかしい」

　伏せた顔から漏もれ聞こえた声がぽつりとそんなことを言ったので、ミリアンは瞬いた。

「……は？」

「見られてたのね……どうせひとりだから、しかも雨だから、大丈夫だと思ってたのに……」

　つぶやく声はどうやら大まじめで、羞しゆう恥ちと後こう悔かいと、わずかな恨うらみがましさまで含ふくんでいる。

　なんとなく釈しやく然ぜんとしないものを感じつつも、ミリアンは謝罪の言葉を口にした。

「……ごめん」

　セロフはしばらく黙っていたが、やがて無理矢理、といった感じでミリアンに笑いかける。

「……いえ、いいの。私がばかなだけだから。……あのね、私、たまにああやって、逃にげるふりをするのよ」

「ふり？　どうして」

「気晴らしね。ずっとここにいると、色々なことがわからなくなるから……たまにああやって考えるの。このまま門を開けて外に出て、あの角の家の納な屋やに隠かくれて、早朝になったら荷馬車に忍しのび込んで、あの村まで行って──って、逃げる方法について考える。たまに、そのまま外で結けつ婚こんすることまで考えたりするわ。そうすると、少しだけ頭がすっきりする」

　セロフが何を言っているのかわからなくて、ミリアンはますますしかめっ面つらになった。

「……あなた、この城で一番偉えらいひとでは、ないの？」

「一番偉いのはカエキリア様よ。次が、私。多分ね。本当は、何人かの会議で城や領地の色々を決めているわ。私は……カエキリア様の世話係なの、言ってみれば。カエキリア様の子孫の中でも魔法力が強かったせいで、早くからそう決められて、ここに連れてこられたの」

　語りながら小さな炎を見つめているセロフの横顔は、やけに虚うつろげに見えた。

「あなた、ここが、嫌きらいなの？」

　セロフのことが理解できず、ミリアンは訊きいてみる。セロフのような恵めぐまれた女が『逃げたい』と思う理由など、ミリアンにはそれくらいしか思いつかなかったのだ。

　ここはあまり豊かな土地ではなさそうだったが、セロフはどう見ても健康体だ。周りにも能力を認められているのだろうし、立場も完全なお飾かざりではないように思える。

　幸福なのじゃないか。ミリアンは思う。セロフは幸福なはずだ。

　これで彼女が幸福でないと言うなら、それは、彼女自身の心の問題であるように思えた。

　セロフは少女の言葉を受け、少し考え込む。

「嫌い……では、ないわ。古くて、静かで。ただ、静かすぎて、不安になるの。自分が本当に生きているのかどうだか。そうしていたたまれなくなって、逃げることについて考える。……ときには、本当に逃げることもあるわ。あなたたちと会ったときも、そう。……ザヴォーツは好きな街なの。みんな、とても生き生きとしていて、綺き麗れい。生命の匂においがする」

　焦こがれるような口調に、ミリアンは思わずセロフの顔を見つめなおした。

（あの街が……綺麗？）

　よくもそんなことが言えたものだ。あの街はごく普通の、汚きたない裏町だった。騒さわがしく、危険で、ひとの欲が隠されようもなくさらけだされる場所だった。

　セロフのような女など、長居したらあっさりと強い人間の欲に引っかけられ、轢ひきつぶされてしまうのは目に見えている。──見えていないのは、セロフ本人だけだ。

　ミリアンは、胸の奥がちりちりと音を立てるのを感じ、衝しよう動どう的につぶやいた。

「あなたは生きてる」

「……え？」

　唐とう突とつなミリアンの言葉に、セロフは同じ高さにある少女の瞳を見る。

　赤紫色の瞳は暖だん炉ろの炎ほのおを映して、ひどく透とう明めいで真しん摯しで、わずかな怒りを含んでいた。

　ミリアンはセロフに、視線のかみあうぎりぎりまで顔を近づけて、もう一度言う。

「あなたは、生きてる。どう見ても」

　セロフはミリアンを見た。ミリアンも、セロフを見つめた。

　二人は互たがいに、ごく近い位置にある相手の顔を凝視していた。

　ごく近いが、互いに理解しがたい相手の目を。

　沈ちん黙もくの中、暖炉の薪まきが音を立てて弾はじけ、セロフの瞳がゆらぐ。彼女の瞳は柔やわらかく濡ぬれ、やがて、はたりと涙の粒つぶがこぼれた。

「……どうしたの？」

　少しばかり慌あわてたミリアンの目の前で、セロフは指先で涙を押さえる。

「……どうしたの、かしら。多分……私、そんなこと言ってもらったの、初めてだったから」

　わずかに喉のどを震わせて言い、セロフは戸と惑まどったように首を横にふった。そしてなおも涙をこぼし続ける。静かだけれど、子供のような泣き方だった。

　ミリアンは胸の奥にしみるような痛みを感じ、いたたまれなくなって自分の膝を強くつかむ。

（どうしよう、きっと、私が傷つけた）

　目の前で泣かれてしまったら、少女の心からセロフの無防備な柔らかさに対するいらだちは吹ふき飛んでいった。代わりに淡あわい後悔が胸に満ち、どうにか目の前のひとに優やさしくしてあげなければならない、との思いで必死になる。

（優しくって──でも、どうやるの）

　とっさに浮かんだのは、かつての仲間の厳しさの中の賞しよう賛さんではなく、無条件に自分を抱だいてくれた腕のことだった。

　だからミリアンは手を伸のべて、女の濡れた首元へ腕を回した。

　慎しん重ちように抱き寄せると、セロフは驚おどろきでわずかに身をこわばらせる。

　けれどすぐに、その緊きん張ちようはほどけた。

　小さなため息と共に相手の体が溶とけるように力をなくすのがわかって、ミリアンはどきりとした。少しだけ息が詰つまるが、苦しいのとも違う。初めて知る、不思議な感覚だった。セロフが小さな声で喋しやべるのが、いくらかは大気を通して、いくらかは体を通して聞こえてくる。

「……あのね、この城ではみんな、『死んだ』って言わないの。誰が死んでも、死んだなんて言わない。『消えてしまった』とか、『風と一いつ緒しよに旅立った』とか言ってごまかすの」

「どうして？　本当は、死んだひとがいるのに？」

「ええ、もちろん死んでいるのよ。カエキリア様以外はね、皆みな、死んでいるの。本当は。でも、言わない──ここは、『不死の魔導師の城』だから。会話からも、『死』を消してしまっていた。でも、不思議なものね──『死んだ』って言葉を禁句にしたら、私たち、『生きている』って言葉も、口にしなくなっていたのだわ」

　つぶやくセロフは、もう泣いていない。声には力がないが、どこか安心しているようでもあった。自分はきちんと彼女に優しくできたのだろうか。少し不安に思いながら、ミリアンも安あん堵どに似た気持ちで女の冷えた髪に頰ほおを押しつけている。

（こんなことも、できるんだ）

　自分には、ひとを殺したり縄なわをうまく結んだり、獣けものを綺麗にさばいたり、そういうことしかできないと思っていた。

　でもひょっとしたら、もっと色々なことができるのかもしれない。

　ミリアンはそっとセロフから体を離はなし、もう一度彼女の目を見た。

　戸惑い、羞しゆう恥ち、安堵、受容、反発、様々な感情を秘ひめている彼女の瞳が、死んだ者のそれであるはずがない。ミリアンは自然に唇を開いた。

「あなたは生きてる。目が、肌が、唇が、指が、四し肢しの筋が、声が、匂いが、死んだひととはまったく違う。あなたには、力が見える。生きている者にしかない、力が」

　少女の声には、少しもてらいがなかった。

　ただの事実を告げている淡たん々たんとした言葉に、セロフは表情を崩くずして小さくうなずく。

　ミリアンは体の芯しんが痺しびれたようになるのを感じ、思わず目を伏ふせた。なんだか嬉うれしかった。ひとに優しくするのは嬉しい。嬉しいから、ひとはひとに優しくするのだと、おそらく少女は初めて知った。それをきっかけに、糸がほどけるように色々なことがわかっていく。

　カナギが以前死にかけたとき、自分を抱きしめてくれたのは、そうしたかったからだ。そうしないといられなかったから。どうしてもそうしたかったから。

　でも、詩人が抱きしめてくれるのは、また少し違う理由なのだろう。

　彼はいつも、悲しそうでも嬉しそうでもないから。彼はもっと別の、ミリアンにはわからない法則で動いている。それがひょんなことで透すけて見えるから、ミリアンは悲しくなるのだ。

　詩人のことを考えると、なんだかミリアンもまた泣けてきて、涙をてのひらでぬぐう。

　セロフはちょっと驚いたように少女を眺ながめ、次にきまり悪く笑った。

「不思議な子ね。……今まで、何をやって生きていたの」

「戦争」

　ひとごろし、と告げるのはあんまりな気がして、ミリアンは涙を拭ふきながらそう言う。

　あっさりと吐はかれた単語の意味に目を丸くして、セロフは繰くり返した。

「あなたは……本当に不思議だわ」

「私には、あなたも……不思議」

　泣きながらも声だけは平静にミリアンが返す。セロフは微笑ほほえみ、ミリアンの涙が途と切ぎれたところで、ゆっくりと立ち上がった。

「……ねえ、あなたに見せたいものがあるの。また少し濡れるけれど、つきあってくれる？」


◆



「この城はかなり古い場所よ。最初は五〇〇年前、遺跡の封ふう印いんにほころびができ、魔物が出たときに、人々の砦とりでとして建てられたの。つまりは、闘たたかうための城だったのね」

　雨音にまぎれがちな声でセロフが言う。

　ミリアンはセロフが貸すと言ってきかなかった外がい套とうを頭からかぶり、彼女と一緒に雨の広場を横切って歩いていた。

「不死者は、何もしなかったの？」

「いいえ。あの遺跡に住んでいたのは、『翼あるもの』……不死者の中でも特に闘う力に優すぐれたものだった。でも不死者ひとりの能力には限界があったし、他の不死者が助けにやってくる前に、魔物たちは今の帝てい都とがある場所までやってくるのではないかと思われた。だから人々は立ち上がったの。その中に、私の先祖もいたわ。……足元、気をつけてね」

　セロフがたどりついたのは、先ほどミリアンの石が強く反応した階段だった。

　今度も、少しひかえめにではあるが、少女のバングルの石は光を放つ。その明かりで足元を照らし、ミリアンはセロフに続いて地下への階段を下りた。

「先祖の名は、ヴェニアミン・セロフ。けれど彼は戦場で不死者と友情をはぐくみ、ダヴィド・カエキリアという名をもらったのですって」

　階段の突つき当たりには、金属製の扉があった。セロフは懐ふところから出した鍵かぎでその扉を開け、ミリアンを招き入れる。

　地下は暗く、湿しめった匂いがした。セロフが防水布の覆おおいをかけて持ってきたランプを掲かかげ、二人はさらに木製の狭せまい階段を下りる。どこかで歯車の回る音が響ひびいているのを聞きながら、ミリアンは問う。

「カエキリアは、不死者の友だちだったの？」

「ええ。ひとと不死者の友情なんて、そんな話は滅めつ多たに聞かないけれど、ね。カエキリア様は戦いくさで失明し、不死者は半はん壊かいした。カエキリア様は神が不死者を治しにやってくるのを待ちながら、自らが封印としてこの地に住むことにしたの。──そうして、五〇〇年が過ぎてしまった」

　五〇〇年。五〇〇年も何かを待つのはどんな気分だろう。

　ミリアンにはよくわからなかった。自分が生きてきた一五年でも、もう充じゆう分ぶんに長い。

　長い階段を下りていくと、木製の歯車がかみあいながら動いている場所へきた。動力は水であるらしく、もっと深い場所で、川の流れている音がする。そして、あちこちで可か聴ちよう領域ぎりぎりの複雑な音が鳴っていた。

　興きよう味み津しん々しんで周囲を見み渡わたすミリアンにちらと視線をやって、セロフは彼女を細い通路へ招いた。

　緑色のコケで覆われた通路へ踏ふみ込むと、少し肌に抵てい抗こうを感じた。普ふ通つうなら体に不調を覚えて引き返したくなるかもしれない。これも魔法の一種なのだろう。

「五〇〇年──神様は来なかったの？　半壊して……それでも、不死者は生きていたの？」

「その答えは、あなたに自分で確かめてほしいの」

　通路の突き当たりで立ち止まり、セロフは扉と向き合った。

　古びた黒い金属製の扉には、辺りとはそぐわない過か剰じような装そう飾しよくが施ほどこされている。

　神話が刻まれた扉には、取っ手も錠じよう前まえも見当たらなかった。

　セロフは扉に両手をつけて半眼になり、周りの音へ耳を澄すませているようだ。つられてミリアンも聞いてみると、確かに、ここには少し特別な音が鳴っている。ひどく高く、頭痛を引き起こしそうなその音と響きあう声が、セロフの唇から漏もれた。

（魔法って、歌みたいだ）

　ミリアンが見つめている前で、辺りの音とセロフの声が互いにじゃれあうように絡からみ合い、やがてセロフが辺りの音をつかまえた。音が完かん璧ぺきな調和を見ると、ふっと大気がゆるみ、扉は小さく軋きしんで内側へと開いた。

「──『彼』は、ここにいるわ。今でも」

　囁ささやいたセロフの顔は、少し青ざめているようだった。

　それとも、そう見えたのは扉の先で淡あわい光を発していた発光石のせいだったかもしれない。

　扉の向こうは天てん井じようの高い小部屋で、ドーム状の天井にはすべて微び発光性の石が使われていた。

「中は、遺跡の不死者の部屋をそのまま再現しているの。カエキリア様は日々、ここへきて『彼』と語らっていた、と言うわ」

「今は？」

「今は……私が月に一度、見に来るだけ」

「……それじゃきっと、寂さびしい」

　ミリアンは思ったとおりを口にして、室内へと歩み入った。円形の部屋には、真ん中に石の棺ひつぎらしきものがある他、なにひとつ置かれてはいない。自然と足は棺へ向かった。

　鳥の模様を刻んだ石せつ棺かんには蓋ふたがなく、鷹たかに似た巨きよ大だいな翼がはみ出している。光の加減でもって茶色や紺こん、深い緑にも見える、不思議な色あいの翼だった。

　これはミリアンが夢の中で見た、あの翼に違いない。少女のバングルの石が、彼女が石棺に近づくにつれて、鼓こ動どうと同じ速度で明滅する。ミリアンの鼓動は少しばかり浮うき立っているが、ひどく走ってはいなかった。

　石棺の傍かたわらに立ち、一度セロフを振り返る。

　彼女はランプを掲げてミリアンの数歩後ろへひかえ、真しん剣けんな面おも持もちでうなずいた。

　ミリアンが石棺の中をのぞきこむと、中にはいっぱいに羽が押し込まれている。石棺からはみでている羽は片かた翼よくで、あとはすっかり散ってしまった羽だった。

　不死者は、その中央にある。

　ミリアンは瞬まばたきもせず、不死の者の姿を見つめた。

　眠るように目を閉じた不死者の顔には、睫まつ毛げが淡い影かげを落としている。どこか詩人に似た、硬こう質しつに美しい青年の顔だ。髪も詩人と同じ白で、傷いたむことを知らずにゆるく波打っていた。

　首は少女のように細く、たおやかと言ってもいい曲線の下には体がない。

　羽に埋うもれて見えないのかと思ったが、そうではなかった。この不死者は、首だけなのだ。

「……体は」

「砕くだけたわ。跡あと形かたもなく。でも──」

　セロフは中ちゆう途と半はん端ぱに言葉を切った。ミリアンはセロフに問いを重ねるわけでもなく、腰こしの上辺りまである石棺の中へ身を乗り出す。

　ミリアンはひとの首自体には、恐おそれを抱いだく気にはならなかった。彼女は戦場で育ったのだ。

　大体、この不死者の首は、血の臭においがしない。

　恐れるとしたら、不死者の持っている力とそれに対する自分の共鳴を、だ。

　ミリアンは呼吸を整えて、そっと顔を不死者の首へ近づけた。

（戦場の夢を見ていたの、あなた？）

　視界の端はしがちりちり言っている。ミリアンは思念で語りかけ、応こたえを待った。

　バングルの周りで光が散り、セロフが傍らに来てランプをさしかける。明かりが不死者の羽を七色に光らせ、白いまぶたの上で躍おどった。生命の気配はないが、美しいひとの姿をしたもの。

（一体、なんなんだろう──これ）

　ミリアンは目を細めた。セロフに、他の人間や獣けものや植物たちにある命の気配が、この不死者にはない。……これは、生きているのだろうか、死んでいるのだろうか。

　ミリアンが思考に沈しずみかけたとき、セロフが息を吞のむのがわかった。

　はっとして、ミリアンも不死者を見つめなおす。

　不死者の首にはわずかな変化が起こっていた。偏へん執しゆう的な彫ちよう刻こく家が刀を入れて作ったとしか思えないまぶたの線が、ゆるゆると引き上げられている。まぶたの隙すき間まから見える瞳は橙だいだい色いろだった。ひとの持つ色ではない。

『──キリア？』

　頭の中で光が弾はじけたような感覚を覚え、ミリアンは一瞬目をつむった。

　目の前が一度暗くなり、次に端からめくれあがって見覚えのある光景へ変わっていく。

　さっきまで夢に見ていた、バラ色の廃はい墟きよだ。ミリアンは不死者の視線で辺りを見ている。

　赤黒い空が広がっている。魔物のトゲがごく近くに見える。倒たおさねば、と思ったが体が動かなかった。もう、体はないのだ。

　不死者は地に転がって空を見ていた。闘わねば──でも、腕がない。翼も近くに散っている。

　そんな彼の視界に、無力な人間の姿が映った。血に濡ぬれた刺し繡しゆう入りの衣ころもに見覚えがある。

（カエキリアね、彼）

『──エキリア、カエキリア──そう、おそらく』

　不死者の声がミリアンの頭に響いてきた。これは不死者の記き憶おくなのだ。五〇〇年前の。

　カエキリアは何かを叫んでいる。彼は腕を振り上げ、歯を食いしばる。大気が動き、地面の塵ちりをまきこむと凄すさまじい勢いで渦うずを巻いた。

　白い光が目を灼やく。視界が戻ると、カエキリアが目の前で笑っていた。

　彼は泣きそうな顔で微笑ほほえみ、手て探さぐりで不死者の頰ほおに触ふれた。その手は少し震ふるえていた。

（彼は、あなたを助けたの）

『助けた？　わたしを？　あれが？……まさか。あれはひとだ』

　素そっ気けない思考に、ミリアンは胸むな苦ぐるしさを覚える。

（魔導師でしょう。あなたの、友だちではないの）

『友だち…………そういえば、あれは変わっていた』

　不死者の記憶の中で、カエキリアはいつも何かを喋しやべっていた。あるときは快活に、あるときは憂うれいを帯びて、あるときは畏おそれるように。背景はくるくると変わる。戦場の空の下、青空の下、薄うす暗ぐらい城の中、そしてこの部屋の中。

　他の人間たちは不死者を見ると、喋るよりもおびえたような顔をし、もしくは感かん極きわまってうめきを漏もらすだけだった。カエキリアだけが不死者と話した。

　カエキリアは不死者にとって、少しだけ珍めずらしい存在だった。

　それだけだ。

　これは友愛ではない。きっと、違う。ミリアンは強く唇くちびるを嚙かんだ。

　苦しい。少女の指が無意識に自身の胸元をつかむ。

　苦にがみにひたったミリアンの心から、不死者の視界がゆっくりと剝はがれ落ちていく。まぶたの裏の映像が薄らぐのを感じ、ミリアンは目を開いた。

　辺りは発光石の淡い光に照らされた部屋だ。石棺の中の不死者の首は、目を閉じつつある。

　まだだ、まだ訊きかねばならないことがある──ミリアンはさらに身を乗り出す。

（ねえ、神の都へ行きたいひとがいるの。あなた、行き方を知っているのでは、ないの）

　問うた途と端たん、不死者の目がかっと見開かれた。

『神の都──神──あの方の──あの方のくれた力、闘うための力』

　不死者の声が響き、ミリアンの心は不死者の闘とう争そう心しんでいっぱいになる。

　闘うこと、その快感、ひきちぎり、砕き、断たち切ること、体の芯しんが痺しびれる感覚、それだけでつまさきから頭のてっぺんまで満たされる。

　闘いたい、また闘いたいのだ。そのための体が欲しい。そのために待っている。

　神と、世界の王が現れるのを待っている。彼らと征ゆく戦場を待っている。

　五〇〇年、それだけを待っている。

「──違う！」

　ミリアンは強く首をふり、不死者の思念を振り払はらった。体に宿っていた不自然な熱が冷めていき、悲しさだけが取り残される。

「違う……私は、あなたとは、違う」

　声に出して、何度かつぶやいた。不死者は目を閉じてしまっている。

　目を閉じて、また彼は夢を見るのだろうか。戦場の夢を、ひたすらに繰くり返すのか。

　この不死者の心には闘うことしかない。

　闘うためにだけ生きて──首だけになっても死なない。

（これが、神様のくれる『不死』なの？　カナギは、こんなのが欲しいの）

　違う、と思う。きっとカナギはこんなものを望まない。

　闘うことばかり学んできたミリアンにだって、闘う他ほかにもできることがある。やりたいことも、多分ある。ましてやカナギは、もっと他のことを知り、望んでいるはずだ。

（こんなのは、違う──）

　少女は石棺の縁ふちにすがって祈いのるように目を閉じ、セロフはそれを見つめて立ちつくしていた。
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　翌朝、カナギは目を覚ましていささか驚おどろいた。

（普通に寝てたな、俺）

　魔物の毒にやられて以来、カナギはあまり安らかに眠った覚えがないが、昨晩は珍しくまともな睡すい眠みんを取った気がする。

「……起きた？」

「ああ……どうした。……外は、まだ雨か」

　ミリアンの声に頭をもたげかけて、カナギはひどい頭痛に見み舞まわれた。それを押して起きる気になれずに、もう一度敷しき布ふへ頭を預ける。

　あらかた身なりを整えたミリアンは、カナギの枕まくら元もとにしゃがみこむと自身の懐ふところを探った。

「まだ、降ってる。あと……これ」

「……なんだ、そりゃ」

　ミリアンが取り出したのは、刺繡入りのリボンに小さなメダルを繫つないだものだった。カナギが目の前に垂らされたそれをつかまえて細部を眺ながめてみると、メダルにはおそらくは魔法文字であろうと知れる文様が大きく刻まれている。

「図書館の閲えつ覧らん許可証、だって」

「図書館!?　ッ、たたたた……おい、魔導師の図書館ってのは、部外者立ち入り厳禁だぞ！」

　勢いよく起きあがり、カナギは全身を染そめた痛みと不快にのたうつ。それでも必死に視線をあげて叫んだのは、図書館が魔導師たちの生命線であると知っているからだ。

　魔法を使えるのは元より魔法力があり、それを使し役えきする方法を学んだ者のみ。しかし魔導師たちの生み出した理論や機械は、使い方さえ知れば誰だれにでも使えるものも多い。魔導師たちはその知識を独どく占せんすることで崇あがめられ、その技術を売ることで生計を立てているのだ。

　ミリアンは少し首をかしげて、カナギが今度は慎しん重ちように起きあがるのを見ていた。

「私、セロフに仮の弟で子し入いりをすることにして。そうしたら……くれた」

「いつの間にそんな話になった……？　昨晩か？」

「そう。でも、セロフは今は忙いそがしいから、自分で本を見るように、って。だからカナギのぶんと、ふたつ」

　こくりとうなずき、ミリアンはカナギに渡わたしたのと同じメダルを取りだして見せた。

　カナギは眉まゆを寄せ、肩に落ちていた自分の髪をひとつにまとめる。

「俺のぶんも？　まさか、俺も弟子入りとかいう話になってないだろうな？　自じ慢まんじゃないが、魔法と芸術の才能は皆かい無むだぞ」

　ミリアンは首を振り、わずかにためらった後、真しん剣けんな面おも持もちでカナギを見つめた。

「そうじゃなくて……私、字が読めないから」
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　カナギが目覚めてから少しの間をおいて、ミリアンとカナギは城の図書館にたたずんでいた。

「……これ、全部、本？」

　ミリアンは目を見開いて書しよ棚だなを見上げ、小さくつぶやく。

　カナギは書しよ架かにたてかけた梯はし子ごの半ばへ座り、ずらりと並んだ革かわ装そう丁ていの背表紙に見入っていた。彼の顔は、ミリアンとは対照的にわずかな喜色をにじませている。

「当たり前だ。お前にいるのは……共通語の魔法概がい要よう本と、魔法文字の教本あたりか？　どうなのかな。……まあ、まずは字を覚えるのが先か。ほれ。『世界の起源』、『魔法文字と基本式』、『魔法言語発音記号全集』……全集？　はあ……発音についてだけで一冊だ。大変だな」

　完全に他人ひと事ごと、といった調子で、カナギは書架から本を取り出していく。

　カエキリアの城の図書館は、四角く無ぶ骨こつな塔とうの中にあった。石の塔の中身は天てん井じようがドーム状になるようにくりぬかれており、通常の建物の二倍は高い場所にある天井のぎりぎりまで、作りつけの本棚で埋うまっている。

　ミリアンは踏ふみ台に乗ってカナギから本を受け取っていたが、主に羊皮紙で作られた本は一冊一冊が巨きよ大だいで重い。三冊持ったところで限界を感じ、ミリアンはよろめきながら書見台に本を置いた。

　窓のない図書館は、床ゆかの中央に設置された大きなからくりからこぼれる淡あわい光で満たされている。ゆっくりと回る、魔法文字の刻まれた筒つつからの光に照らされて、少女はおそるおそる本の表紙を開いてみる。書物の中には、神経質な手書き文字がびっしりと記されていた。

「……これ、読めるようになるの……？」

「がんばれば、誰でも読める」

　カナギはあっさり言うが、ミリアンは書物の中の情報量に頭がくらくらした。

　意味不明な文字群をにらむミリアンをおいて、カナギはまた別の書架へと梯子をかける。魔導師の図書館に入る機会など、滅めつ多たにあるものではないのだ。書棚に目を走らせるカナギは真剣そのもので、ミリアンは少し、置いて行かれたような気分になった。

「──面白いの、あった？」

　鎖くさりで書架に繫がれた本を取り出し、読みふけりはじめてしまったカナギに、ミリアンは声をかけて歩み寄った。ついでに館内を見み渡わたしてみるが、他の魔導師の姿はない。

　梯子の足元から声をかけられ、カナギは本から目を離はなさずにうなずいた。

「ああ。……ベルンガルドの手記。一〇七年頃ごろに神の都へ行った男の旅行記。題名だけは知ってたが、実在するかどうかは怪あやしいと思ってた」

「そのひと、本当に行ったの？」

　目を丸くして、ミリアンはカナギのいる梯子の横へ、踏み台をいくつか重ねた。

「どうかな。中身はかなり精神的な話だ。……不死の者の導きにより、七つの門をくぐる。第一の門は青く、次の門は白──そうやって七つくぐった後にすごい光が目を打って、気づくと神の庭にいた、とか、そんな。……単に薬で酔よってるだけなんじゃないのか、こいつ。どうせ書くなら具体的な位置を書けよな……」

　カナギは顔をしかめて毒づく。遺い跡せき巡じゆん礼れいの習慣が廃すたれてから久しく、神の都への道が失われてからはさらに久しい。この書物の記述は、神の都へたどり着く手がかりにするにはあまりに曖あい昧まいだった。ミリアンはカナギを見つめ、踏み台の天てつ辺ぺんで首をかしげる。

「でも……そのひと、願いは叶かなえてもらったの？」

「ん？　ああ、そうらし……あ、そうか」

　ミリアンの言葉で、カナギはもう一度ベルンガルドの手記を凝ぎよう視しする。

「そうだよな。そう、神の都へ行く理由って言ったら、願いを叶えてもらうこと、だ。逆に言えば神と話さえできりゃいいんだ。じゃあ、そもそも『神の都へ行く』ってのは、神との対話の方法を手に入れる、ってことの比ひ喩ゆなのかもしれない」

　ミリアンは考えこむカナギを見つめていたが、やがて声をひそめて囁ささやいた。

「カナギ。私……やっぱり、魔法勝負に負けそうになったら、ソラを助けようと思う」

　ソラ、という名を聞いた途と端たん、カナギの瞳ひとみからは感情の気配が消え去る。

「……そうか」

　素っ気なく言って本へ目を戻したカナギに、ミリアンは唇くちびるを嚙かんだ。

　彼女が一夜かけて出した結論はそれだった。詩人の微笑ほほえみや、軽かろやかに向けられた背を思うと心はひるむ。けれど、自分の心に問えば、返ってくる答えはいつも同じだった。

　彼がいなくなるのは嫌いやだ。自分の手の届く場所から、為なす術すべもなく連れ去られてしまうのは嫌だ。ミリアンは、カナギの硬こう質しつな横顔に語りかける。

「やっぱり、ソラが死ぬのは、嫌。どうしても。……カナギは、違うの？」

「さあな。お前があいつを助けたいっていうなら、それはいいと思う。好きなだけやれ。ただ、俺は関かかわらない。なにせあいつ、助かりたがってないからな」

　唇で笑い、カナギはそう言った。ひどく乾かわいた、とりつく島のない声だ。

　それが妙みように悲しくて、ミリアンは必死にたどたどしい言葉を繫つないだ。

「でも、カナギは──助けたのに。あの、男の子も。私の、ことも」

　男の子というのはあの、ソリの中の少年のことだろう。少女の言葉に、カナギの指が強く膝ひざの上の本をつかんだ。

「──死ぬぞ、あのガキ」

「え」

　不意に投げられた不ふ吉きつな言葉に、ミリアンは目を瞠みはる。カナギは本を閉じ、少女へと視線を移した。暗い目だ。砂のようなあきらめと、何かへの怒いかりがかちあってぎらついた瞳だった。

「あの発ほつ作さは再発する。必ずだ。俺が近くに住んで、体調をいちいち把は握あくして、治ち療りようできれば少しは長持ちするだろうけどな。俺は旅人だ、そんなことはできない。遠からず、あれは死ぬ。……そんなもんなんだ。俺は誰も救ってない」

　つぶやいて、カナギは本を書架へ返す。そうして一度目を閉じ、開けたときにはもう、彼の目は乾いていた。金属のように硬かたく、熱くも冷たくもない。

　ミリアンはそれが恐おそろしく、小さくあえいだ。カナギは少女に向き直り、ごく平静に続ける。

「いいか、ミリアン。お前が生きたのは、お前自身の力だ。あのガキだって同じ。……死に恐きよう怖ふを感じ、生に執しゆう着ちやくを感じ、死ぬほど生きたいって叫ぶ力のある奴やつしか、結局は生き残らない。でも、詩人はそうじゃない。……わかるな？」

　わかる、とミリアンは思った。わかるけれど、そうではない、とも思った。

　彼女の乏とぼしい言葉では説明できそうにないが、カナギの言っていることは何か違う。

　嫌な予感がした。カナギが、何かを捨てようとしているように思えた。

「いつでも他人のために動いているみたいに見えるが、あいつは全部、他人事だとしか思ってないんだ。……あんな奴は、誰も救えないし、誰にも救われない」

　言って、カナギはミリアンの頭の上に手を置いた。つやのない、薄うす黄き色い髪をくしゃくしゃとなでられて、ミリアンはうつむいている。

（どうしよう──不死者のことも、言わないと……でも）

　でも、今のこのひとにそんなことを告げるのは怖こわい。

　このひとがあの不死者を見たらどう思うのだろう。あれを見ても、彼は動じずに神のいる都への道を求めるだろうか。

　ためらって黙だまりこくった少女の頭を軽く叩たたき、カナギは言う。

「よし。とにかく勉強始めるぞ、勉強。学べるときに学んどけ。お前は自分の力を知って、できることをしろ。いいな？」

　少女はカナギを見上げた。カナギはきっと知らない。

　彼の言葉は、ときに詩人のそれによく似て、まるで遺ゆい言ごんのようだ。
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　カナギとミリアンが図書館にこもっている間、バシュラールたちはそれぞれに忙いそがしいときを過ごしていた。

　バシュラールは夜も更ふけたころにようやくエーリンとの話を終えて、詩人が軟なん禁きんされている小部屋の前にたたずんでいる。魔導師が扉を開けた室内をのぞきこみ、彼は顔をしかめた。

「なんだ、この暗さは。おい、明かりをよこせ」

　魔導師から燭しよく台だいを受け取ると、室内がうすぼんやりと浮かび上がる。寝しん台だいの横、粗そ末まつな椅い子すに腰かけていた人物が立ち上がり、彼を迎むかえるように軽く両手を広げた。

「いらっしゃい、ギスラン・バシュラール。ご機き嫌げんうかがいですか？」

　淡く笑った詩人の目には、厳重な目め隠かくしがしてあった。バシュラールは唇を歪ゆがめて笑い、ゆっくりと彼に歩み寄る。

「お前さんはいつでもご機嫌じゃねえか。しかしまあ、そうしてるとますます亡ぼう霊れいじみてるぜ」

「君が告げ口をしたのでしょう。わたしの目には呪じゆ力りよくがある、と。まあ、日常生活にそう不便は感じませんが」

「……感じとけよ、そこは。なんだぁ、第三の目でもどっかにあるんじゃねえのか？」

　悪態を吐つき、バシュラールは許可もとらずに卓たくの脇わきの椅子へ腰かけた。詩人もまるで目が見えているかのような所しよ作さくで、卓を挟はさんでたたずむ。

「わたしは君たちのようにものを見てはいない、というだけです。視覚に頼たよりすぎるのはよくありませんよ。もっと別の見方さえ覚えれば、君にだって予言くらいできるはずです」

　詩人に言われ、バシュラールは小さく声を立てて笑った。

「予言、予言ね。懐なつかしいな。お前が予言者としてうちの城にいたのは……もう二五年前か」

「そうですね。あのころの君は──まあ、今とあんまり変わりませんでしたが。さすがにもう少し可愛かわいげがあったかな。いつも必死に、城を抜ぬけ出す算段ばかりしていた」

　そうそう、とうなずいて、バシュラールは古い友人と話すように、気負いなく続ける。

「城内の連中と知ち恵え比くらべみたいになってな。あれがまた面おも白しろくてたまんなかったんだよなぁ、ばかだよなあ、確かに今も変わってねえよなあ……」

　楽しげに語るバシュラールに、詩人は少しばかり身を乗り出して微笑んだ。

「相変わらず、悪わる巧だくみをしていますね？」

「いやいや、今回はしてねえよ。俺は単なる観客だ。勝負の結果、じっくり見させてもらうぜ。あぁちなみに、春祭りの日ってな、このへんじゃあ五〇〇年かかさず雨だったらしいけどな？」

「そんなところだろうと思いましたよ」

　詩人は軽く肩をすくめた。この城の魔導師たちは、領地についてのくわしい資料を作っているに違いない。勝負の日を指定したからには、なるべく雨の降る確率の高い日を選ぶはずだ。

　バシュラールは卓の上で指を組み、満足そうに言う。

「六日後の夜明け、雨が降ってりゃお前さんは殺される。帝てい都との処しよ刑けい台だいに引っ張ってってやりてえのは山々だが、ま、この際贅ぜい沢たくは言わねえ。お前さんの処刑が見れりゃ、俺はそれでいい。もしもお前さんが勝ったんなら、そりゃそれで闇魔法教会の本部が黙っちゃいねえと思うがな」
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　彼の言葉を聞き、詩人はわずかに首をかしげた。

「バシュラール。──君の兄上たちを殺したのは、わたしではない」

　唐とう突とつに投げられた言葉に、一いつ瞬しゆんバシュラールの視線が鋭するどくなる。彼はすぐに瞳から剣けん吞のんな色をぬぐいさり、崩くずれた笑いを浮かべた。

「……お前さんに目の前で言われると、危あやうく納なつ得とくしそうになるぜ」

「本当ですよ。予言者として滞たい在ざいしていたとはいえ、わたしは身分のない放ほう浪ろう者しや。身内の災わざわいを、そのような者に着せるのはよくあることではないですか。兄上たちが亡なくなったのは、不幸な事故です。……君は賢かしこいひとだ。とうにわかっていると思いましたが」

　詩人の声は落ち着いていて、常に聞きよくなめらかだ。バシュラールは詩人の目隠しの上に視線をすえて、静かに言う。

「二五年前、お前さんは予言をした。──この俺が次の領主だと。……兄貴たちが次々に死んだのは、その直後だ」

「兄上たちには、死相が見えました。だから君を選んだ。君は利発で、領民に人気もありましたしね。今でもそうでしょう？……領地へ帰りなさい、ギスラン・バシュラール」

　優やさしい声の命令は、聡さとい子供へ向けられる類たぐいのものだった。

「お前さんが無事に死んだら、帰るかもしれねえな」

　つぶやいて、バシュラールは発作的に笑い出す。てのひらで卓を叩き、しばらく笑い続けてから、彼は無理矢理笑いを収めて詩人を見る。瞳は常の余よ裕ゆうを失し、ぎらついていた。

「あのなあ、俺ぁ別に兄貴たちはどうでもいいんだ、正直なとこ。流行はやり病やまいでもありゃ、あっという間にみんな死ぬ。だけど……お前さんは死ななかったじゃねえか。兄貴たちを呪のろい殺したってことになって、処刑台に上っても、死ななかったじゃねえか」

　バシュラールは今でも、昨日のことのように思い出すことができる。

　あれはよく晴れた春の日だった。口笛を吹ふきたくなるような行楽日和びよりの日に、詩人は殺されるはずだった。処刑台が用意され、人々は浮かれて集まった。

　だが、誰だれも彼を殺せなかった。

　彼を殺すはずだった処刑人は、処刑台にあがると雷かみなりに打たれたかのように突とつ然ぜん死しした。

　彼を縛いましめた縄なわの芯しんは腐くさっていて、するりとほどけた。

　彼を狙ねらって投げられた石は、なぜだかことごとく外れた。

　処刑台の上の奇き蹟せきを呆ぼう然ぜんとして見つめるバシュラールを、詩人は見下ろして笑ったのだ。

　まるで舞ぶ台たい上の役者のように。

「あんときに何かが狂くるっちまった。城ん中も領地も変にかみあわなくなって、俺は成人し、帝都に出て──何にも変わってねえお前さんに会った。俺がおかしくなったのかと思ったぜ」

　バシュラールは陰いん鬱うつに言う。

　帝都の雑ざつ踏とうの中で再会した詩人は、バシュラールを見て笑った。まったく歳としをとらない姿で、処刑台の上と同じ笑え顔がおで、バシュラールを見て笑っていた。

　呆然と詩人を見送った後、バシュラールは取り憑つかれたように資料をひっくり返した。気をつけてみれば、あちこちに白い予言者や魔導師の記録は残っていた。はるか、五〇〇年前から。

　──そして今日、詩人は二五年前と同じ声で喋しやべっている。

「わたしは世界を歩き、眺ながめ、見えたものを口にする。それがときに予言となることもあるでしょう。けれど、ただそれだけです。すべては偶ぐう然ぜん──処刑人が急の病で死んだのも、縛めの芯が腐っていたのも、恐おそろしい未知の魔法などではない。ただの幸運の結果です」

　バシュラールは詩人をねめつけた。

「だから、それが怖こええって言ってんだよ。いいか？　あっちゃならねえんだ、それは。『絶対的に運が良い人間』なんてのは、いちゃいけねぇんだ。お前さんは性質たちの悪わりぃはぐれ魔導師だ、そうだろ？　じゃなきゃ、お前さんはとうに死んでるはずだ。……お前さんが生きてるうちは、俺の秩ちつ序じよは狂いっぱなしなんだよ」

　詩人は笑った。なにやら楽しげに笑い、歌うように言う。

「あってはならないものを見たとき、ひとがどうするか知っていますか、バシュラール。見なかったことにするんです。なかったことにする。記き憶おくを消し、記録を消す。それが賢けん者じやのすることです。君も先人に倣ならいなさい。……もしくは、自分でわたしを殺してみてはどうです」

　詩人の唇くちびるが微笑ほほえみ、白い指先が戯たわむれるようにひるがえって自らの首筋に触ふれた。

　彼の指が頸けい動どう脈みやくを押さえているのを知り、バシュラールの顔からはすべての表情が抜け落ちた。彼は拳こぶしを握りなおし、歯ぎしりしながら言い捨てる。

「俺はそこまで親切じゃねえ。今度こそ化けの皮をはいでやる……化け物め」


◆



「失礼します。バシュラール様……は……こちらではありませんでしたか」

　若い兵士の声を聞き、シュナルは顔を上げた。彼女は自分にあてがわれた部屋で、魔導師たちの提出してきた書類や資料に埋うもれている。

　魔法勝負の関係で飛び回っているバシュラールの代わりに、訪問に際する本来の業務はほとんど彼女が受け持っていた。

　仕事自体は苦にならないが、なにしろ量が多い。気づけばもう夜中だ。

　不慣れそうなバシュラールの部下の訪問を機に、シュナルは一息つくことにして足を組んだ。

「違うわ。急ぎの用？」

「いえ、そういうわけでは」

　兵士の返事に素っ気なくうなずき、シュナルは机き上じようのパイプを取り上げる。象ぞう嵌がん細工が美しい華きや奢しやな形のそれに蠟ろう燭そくから火を移して、彼女は答えた。

「そう。じゃあ捜さがさないほうがいいわよ。悪あく霊りようと会っているはずだから」

「悪霊……というと、魔物ですか？」

　視界の端はしで、兵士がいぶかしげな顔をしている。いかにも田舎いなか者もの、といった木ぼく訥とつな男だ。

「いいえ、喩たとえよ。悪霊……あなたにもいない？　そうとしか言えない誰か。ぼんやりしているときや、切せつ羽ぱ詰つまったときに、意識していないのに名を呼んでしまうようなひと。……もしくは、ものでもいいわ。何度埋まい葬そうしようと思っても、つい忘れきれずに囚とらわれてしまうもの」

「ええ……と……その、恋こい人びととかではなくて、でしょうか？」

　首をひねったあげくに言われ、シュナルは目を細めて微笑んだ。

　その顔が、明かりの加減で笑顔とはまったく別の表情を浮かべているように見え、兵士は不覚にも息を吞のむ。シュナルは気にせず、組んでいた足をほどいて立ち上がった。

「全然違う。あなたにはいないのね。……私には、いるわよ。だから言うの。誰かが悪霊と関かかわっている間は、その人間に近づかないこと。──近づいたら、嚙かみつかれるわ」

　静かに言い、シュナルは木戸を開けて窓の外を眺めた。さらさらという雨音が耳を打つ。

「まだ雨、か。嫌いやな夜ね。早く明けるといい」

　彼女は煙けむりを吐はき、眉まゆをひそめて囁ささやいた。

　六日後の夜が明ければ、バシュラールの悪霊は消え去る。その朝が雨だろうが晴れだろうが、シュナルには関係がなかった。彼女はただ、朝が来ることを祈いのる。




　──そうしてこの日より六日間、雨はやむことなく降り続いた。








６　雨晴らし









　──カナギ、またそんなところにいるの？

　──そっちに行ったら落ちるに決まってるじゃない。崖がけがあるのだから。

　優しい、懐なつかしい声を聞いた気がして、カナギは、はた、と目を開けた。

　膝ひざからずりおちかけていた本を捕つかまえ、自分が図書館にいることを思い出す。

（寝てたのか？……我ながら、器用だな）

　カナギは不安定な梯はし子ごに腰こしかけている自分を見つけて失しつ笑しようし、羊皮紙のページを見つめた。開いた覚えのないページに、獣けものの肋ろつ骨こつのような魔物の姿が繊せん細さいなペン画で描えがかれている。

　説明書きは特になく、次のページを開くと人間の全身図が現れた。

「……君、君。聞いているかね、君」

「──ああ。俺ですか」

　囁き声にカナギが顔を上げると、眼下に魔導師の姿が見えた。書物を手に顔をしかめている。

「君、それはカエキリア様直筆の貴重本だ。汚よごすなよ」

「気をつけますよ。それより……この骨みたいのは、一体なんです」

「……魔物だ」

　カナギの差し出した本を見て言い捨て、魔導師は手の中の本を書しよ架かへ押し込んだ。歩き去る魔導師を横目に、カナギは魔物の挿そう画がをじっと見つめる。

　カエキリアの筆ひつ致ちは達者だった。影かげまできっちり描かき込まれたペン画は芸術的にも評価が高かろうが、カナギは芸術に興味がない。

（なのに、何がこんなに気になるんだ？）

　目を細めて魔物の姿を凝ぎよう視ししていると、やがて細かな点てん描びようの形がまばらであることに気づく。

「字か、これ……？」

　カナギは思わず口に出し、辺りへ視線をやった。人影がないのを確かく認にんし、なおも至近距きよ離りで画を見つめる。あまりに小さくてよくはわからないが、確かにこの画は細かな文字で描かれたものであるらしい。

　ページを繰くってみれば、次のページの人体図もまた、細かな文字でできていた。

　そうとわかるといてもたってもいられず、カナギは一度梯子を下りて、書き物机からよく磨みがいた水すい晶しようのレンズを持ってきた。書架に鎖くさりで繫つながれた本にその拡大鏡を近づけ、魔物の画を構成している文字を読みとろうと目をこらす。

　古い言葉で書かれた中身は、数式まじりの覚え書きであるらしい。帝てい国こく都市への留学時代に似たようなものを見た記憶が淡あわくよみがえり、カナギはとにかく文字を目で追い続けた。

　意味のわからない覚え書きは、しかし案外すんなりと頭に入ってくる。

（俺……知ってるのか？）

　既き視し感かんにも似た感覚に、カナギは戸と惑まどった。自分はこの覚え書きの法則を知っている。もう少し違う形だったはずだが、確かに知っている。

　だが、それがなんだったのかは思い出せなかった。もどかしい気持ちでページを繰っていると、小さな軋きしみをたてて図書館の扉とびらが開いたのがわかった。

「──カナギ」

　足音もなく歩み寄ってきたのはミリアンだ。カナギは彼女を見て、唐とう突とつに我に返った。

　もうすぐ夜明けなのだ。今日はこの土地の春祭り、魔法勝負の日である。

　ミリアンは小こ柄がらな体いっぱいに緊きん張ちようをたたえて、カナギを見上げた。

「カナギ、もう、時間。門も開放されて……みんな広間にいる」

「そうか。雨は？」

　カナギは膝の本を眺め、少し迷いながら訊きく。ミリアンは不安げに瞬まばたいた。

「……降ってる。……行かないの」

「いや──行く。せっかくカエキリアが出てくるっていうんだからな」

　ふっきるように言い、カナギは本を書架へと押し込んで梯子を下りた。

　ミリアンについて図書館のある棟むねを出ると、闇やみに降る雨の音がやけに大きく聞こえてくる。

「早く」

　少女はひとときもじっとしていられない様子で、何度かカナギを振ふり返っては小走りで回かい廊ろうを抜ぬけていく。カナギは慎しん重ちような歩調でそれに続いた。ただ歩いているだけなのに、鼓こ動どうと同調した痛みが神経を痛めつけてくるのが、なんとも不快だった。

（これじゃ、病弱呼ばわりも仕方ないな）

　失しつ笑しようを浮かべ、カナギは自分の浅い呼吸を数えた。こんなに乱れた息では、ろくに闘たたかえもしないだろう。闘えない人間は死ぬべきだ──もちろん、そうだ。

　傷いたんだ神経は異常に研とぎ澄すまされて、辺りの気配をまだらにカナギへと伝えてきた。遠くで人々が走り回っている。波のように響ひびいているのは領民たちの声だ。

　どこかで鳩はとが鳴いている。

「……ミリアン。悪いが、先に行っててくれないか」

　不意に声をかけられて、ミリアンは振り返った。彼女の視界の真ん中で、カナギは顔色悪く突つっ立っている。

「具合、悪いの」

「いや、そうじゃない。……図書館で、さっき見てた本がどうしても気になる。戻もどって確かめたら、すぐに行くから」

　ミリアンはカナギの静かな声こわ音ねに一いち抹まつの不安を感じたが、彼女の心は目の前に差し迫せまった夜明けのことでいっぱいだった。あわただしくうなずき、少女は広間へと駆かけていく。

「……やれやれ」

　カナギは彼女の後ろ姿を見送って、回廊の石いし壁かべへ背を預けた。深くため息をつくと、全身から力が抜ける。痛みはほんの少し和やわらぐが、またすぐにめまいがするほど強くなった。

　カナギは図書館のほうへ帰っていこうともせず、しばらくそうやって立っていた。

　雨音がする。目の前は東あずま屋やのある中庭だ。今日は回廊のあちこちに明かりが灯ともされていて、無骨な石の城を照らし出していた。

　やがて、くる、る、と鳩の鳴き声が耳を打ち、カナギはそちらのほうを見やる。

　明かりと明かりの間、回廊の暗い場所で、鳩の赤い瞳ひとみが光っていた。

「……その鳩、よく逃にげないな」

　わずかにかすれた声でカナギが言うと、闇の中から応いらえが返ってくる。

「羽を刈かってあるんだよ。……わざわざ待っててくれたのかい？」

　実に浮かれた声だった。声の主は、軽い歩調で明かりの下もとへ歩み出る。

　回廊に立ったウーチェレットは、いつものようにいかにも可愛かわいく微笑ほほえんでいた。右手には、鞘さやに収めた剣けんを持っている。赤毛と白い肌はだの目に痛い対比を見つめ、カナギはやんわりと笑う。灰色の瞳からは諦てい観かんがぬぐいさられ、代わりに冷えた光が満ちた。

　煮にえ立つ殺気をにじませて、カナギはなぜだか嬉うれしそうに囁く。

「──かもな」
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　詩人とカエキリアの魔ま法ほう勝負のために用意されたのは、修しゆ行ぎよう中の魔導師たちが住む棟の広間であった。そこが選ばれたのは、広さと強度、そして時計の有う無むによる。

　三〇〇名以上の収容能力がある石の広間の真ん中には、複雑なからくり仕じ掛かけの時計があった。文も字じ盤ばんの上に天てん球きゆう儀ぎを備そなえたそれは、ひとの手を借りずともけして狂くるうことなく、自ら時を刻むことができる。あげく、正確な夜明けと日にち没ぼつの時刻に鐘かねを鳴らす機能まで備わっており、この勝負にはなくてはならない品であった。

　勝負に先立ち、夜半から城の門は開け放たれていた。

　興奮に満ちた囁ささやきを交かわして城へやってくる人々の中には、数日がかりで領地の端はしからやってきた者もいる。魔法勝負とカエキリアの姿をひとめ見ようと集まってきたひとたちで、広間はひといきれがしていた。

「ごめんなさい……通して」

　ミリアンは人々の間をすりぬけ、ときに押しのけて、どうにか最前列までたどりつく。

　木製の柵さくにつかまって目の前に広がる光景を眺ながめ、少女は息を詰つまらせた。

　石の広間の突き当たりは、高位の魔導師が弁をふるう場所だ。アーチ状にくりぬかれた場所を囲むように怪あやしげな獣の像が彫ほり込まれ、その両りよう脇わきの柱だけは青緑色の石でできている。

　高い天てん井じようからさがった明かりは魔法文字を刻んだ金属製で、中に揺ゆれる炎ほのおを灯ともしていた。

　ミリアンが数日ぶりに見る詩人の姿はというと、広間の最さい奥おう、その右側にあった。

（なんであんな……ひどい）

　ミリアンの瞳が揺れたのは、彼が目め隠かくしをされたままであったからだ。詩人は常の白い衣ころものまま、用意された椅い子すに姿勢正しく腰こしかけている。

　いつもなら穏おだやかに瞬またたいているはずの琥こ珀はくの瞳の位置には、魔法文字を染め抜いた布が巻かれており、それがますます彼の姿から生きるものの気配を奪うばっている。

　バシュラールたちは、広間の演えん壇だんを挟はさんで左側に控ひかえていた。バシュラールは法務官の制服に身を包み、常にはない暗さを瞳に宿して詩人を見つめている。シュナルは彼の傍かたわらにつきそい、兵士たちは二人を守るように居並ぶ。

（あれも、ソラの敵。彼らと──ここの魔導師と。やっぱり、魔法に頼たよるしかないのかな）

　視線を転じると、詩人の後ろにひかえている人々の姿も目に入る。彼らは城の魔導師と同じ長衣をまとっていたが、儀ぎ礼れい用のような大剣をたずさえていた。

　夜明けの時刻、雨が降りやまねば、この場はそのまま公開処しよ刑けいの会場となる。

　集まった人々のほとんどは、実はそれを楽しみにしているのかもしれない。

　淡たん々たんと続く灰色の日々に、ひとはそう長く耐たえられはしない。鬱うつ屈くつを断たち切る刺し激げきは何よりも得え難がたく、貴重なものなのだ。詩人が魔法勝負に負けてこの場が狂きよう乱らんに包まれれば、彼を救い出すには魔法を使うしかないように思われた。

（できる？）

　ミリアンは自問し、胸に手を当ててみる。

　正直、わからない。あいまいな感覚でしかとらえていないこの力を、そんな切せつ羽ぱ詰つまった場面でうまく扱あつかえるのだろうか。今まで魔法を使うときの心を支えてくれていたそのひとこそが、処刑されようというときに。

　それでも、やるしかない。彼の死を見たくないならば、やるしかないのだ。

　ミリアンの不安な指がバングルを押さえたとき、からくり時計ががちりと音を立てて回った。同時に広間の扉が開かれ、魔導師どもが呼ばわる。

「静かに！　カエキリア様がいらっしゃる」

　何十人もの魔導師が、声をそろえて囁いた。さざ波に似た声に、人々は沈ちん黙もくする。

　辺りに響くのが火の燃える音と衣きぬ擦ずれのみになると、扉から輿こしが運び入れられた。

　八人の魔導師に運ばれる輿には天てん蓋がいがついており、刺し繡しゆうの入った紗しやの中に座す者の影かげが見える。すかし彫ぼりの木製の玉座にかけた、瘦やせこけた影こそが不死の魔導師、カエキリアであるはずだ。

　伝説を目に焼き付けようと人々は目をこらし、輿は彼らの間をゆるゆると進んでいく。

　ミリアンも詩人から目を離はなし、背せ伸のびをして輿を見やった。領民たちの頭と頭の間から、ちらと輿がかいま見える。途と端たんに、ミリアンはどきりとした。

　心臓が跳はね上がり、そのまま早い調子で打ち続ける。いつのまにか濡ぬれたこめかみをぬぐってみると、それは冷や汗だった。

（おびえてる、私）

　少女は呼吸を整え、ぎゅっと拳こぶしを作って、再びカエキリアの輿を見た。

　視線を紗の上に乗せただけで、ぞくりと背筋が寒くなる。わけのわからないおびえの原因は、間ま違ちがいなくあの輿だった。いや、むしろ、その中にいるカエキリア本人だった。

（何──一体、何を連れてきたの）

　自らの腕を抱だいて震ふるえるミリアンをよそに、輿は広間の最奥に納まった。カエキリアの後ろに付き従っていた正装のセロフが、石の広間を見み渡わたす。

「では、始めましょう。雨晴らしの法を」


◆



「やあ、もっと早く来たかったのは山々だったんだけど、ここは警備が厳重でさ。魔法勝負だとか言って夜半に門が開かれるまで、どうにも入りこめなかったんだよ。ごめんね」

　少年としか見えない顔を笑えみにほころばせ、ウーチェレットは言う。

　カナギはゆっくりと背を石壁から離し、ウーチェレットに笑い返した。こちらの笑顔は剣けん吞のんそのものだ。

「門が開かれたって、剣を持ちこんでいいとは誰も言わなかっただろ」

　カナギの言葉を聞き、ウーチェレットはさも楽しそうに喉のどの奥で笑った。

「僕はあんたと違うんだ。いいって言われるまで待ったりしない。それにしたって、あんたがまだ生きててくれてよかったよ。ありがとね。僕はこの手であんたを殺すことに決めたから、勝手に死なれちゃ困るんだ」

　カナギは薄うすら笑って肩をすくめ、回かい廊ろうに立つ。明かりが彼の姿に濃こい陰いん影えいをつける。

「俺も礼を言う。お前が来てくれてよかった、本当に助かった」

「え、何？　ひょっとして罪の意識にでもさいなまれた？　僕の手にかかって死にたい！　だなんて思っちゃったわけ？」

　はしゃいで言うウーチェレットに、カナギは利きき手をさしのべて、軽く拳を握にぎった。

　革かわ手て袋ぶくろに包まれた拳を相手へ向け、半身になって片足を引く。絞しぼり出した声は低かった。

「逆だ。殺してやるよ」

「へえ。素す手でで？……はははは！　本気かい、カナギ？　いや、あんたいつでも本気だろうな、本気で真っ当でまっすぐで、まったく正気だなんて思えない。……あんた、狂ってるよ」

　いささか癇かん性しような笑いを弾はじけさせたウーチェレットに、カナギは感情の消えた声で告げる。

「訊ききたいことがある。お前と、妹の名前だ」

　カナギの言葉を聞き、ウーチェレットの顔色が変わった。

　赤毛の男は青ざめた顔でひきつり笑い、自らの胴どう衣いをつかむ。

「やめてよ。勘かん弁べんしてよ。聞いてどうするの、覚えててくれるわけかい？　あんたが墓に入るまで、僕らの名前をもってってくれるわけかい？　ああ、僕はあんたのそういうところが死ぬほど嫌きらいだ。憎にくんでる。わかる？」

　言葉が進むにつれ、ウーチェレットの笑みは病的に歪ゆがんだ。

　カナギはそれを妙みように静かな心地ここちで見つめている。

　殺さなくてはならない。自分がまだ生きたいことを証明するために、今度こそ彼を殺す。

「ああ」

　素っ気ないカナギの肯こう定ていに、ウーチェレットは弾かれたように反応した。柔やわい髪を揺らして顔をあげ、勢いこんで言いつのる。

「噓うそだ！　わかってない。あのねえ、僕には東方にいい思い出なんてひとつもないの。妹が死のうが親が死のうが、お礼を言いたいくらいさ。なのにあんたはどう？　街ひとつ滅ほろぼしたあんたに、今さら他人の妹が死んだくらいで傷ついた顔をする権利はないよ。やめようよ、無理するの。マトモなふりは、もういいじゃない？　正直な話、殺すのは楽しいよね？　ひとの死は面おも白しろいよね？」

　ウーチェレットは必死だった。彼の真っ黒な瞳が、カナギにうなずいてほしいと告げていた。

　けれど、カナギにウーチェレットを肯定する気はない。

　カナギは黙だまって前へ出た。それは驚おどろくほど自然な所作で、殺気など少しもにじんではいなかった。

（──しまった、遅れた！）

　ウーチェレットは目を見開き、剣の柄つかに手をかける。

　彼は興奮のあまり、剣を抜くべきときを見誤ったのだ。それでもウーチェレットはできる限り素早く剣を抜く。そのまま横よこ薙なぎに一いつ閃せん、しかし剣は空を斬きる。

　カナギの影が死角に入りかけるのを感じ、ウーチェレットは必死に立ち位置を変える。

　ずれた。完全に呼吸がずれた。

　カナギの呼吸が、動きが、ウーチェレットにはわからない。

　焦あせりで背筋が寒くなり、自分の呼吸がやけに大きく聞こえる。

（ばか、何おびえてるんだ、相手は素手だろ!?）

　歯を食いしばり、下方から斬り上げた。カナギの体はするりと剣を避よけ、深しん紅くの裾すそがウーチェレットの視界をよぎる。ウーチェレットが反射的に体をひねると、肩に打だ撃げきがきた。

（え、何？）

　よろめいて踏ふみとどまり、ウーチェレットは拍ひよう子し抜ぬけする。肩で受けたのはカナギの拳だ。

　思ったよりもやけに軽い。

（なんだ、やっぱり死にかけてるんじゃないか）

　そう思うと一気に心が浮き立った。ウーチェレットからおびえが消え去り、相手の動きがまた把は握あくできるようになる。ウーチェレットはカナギに向け、剣を振り下ろした。

　カナギは転がって避ける。石の回廊をてのひらで打ち、もう一転して中庭の闇で立ち上がった。ウーチェレットはすかさずカナギを追う。カナギの呼吸は乱れている。呪いのせいで、ひどい痛みを覚えているに違いない。

　ウーチェレットはほとんど浮かれた心地で剣を振り上げた。

　心から、ウーチェレットはカナギを殺したかった。彼はカナギが怖こわい。山ほどの死に立ちあいながら、あまりにまっすぐに見える彼が怖いのだ。

　怖いものは消し去ってしまえばいい。──もう、すぐに消える。

　ウーチェレットが一歩踏み出したとき、彼の視界を銀色の光がよぎった。

　次ついで、ぶつん、と何かが切れる音が響ひびく。

　ウーチェレットは気にせず剣を振り下ろそうとして、指が動かないことに気づいた。

「……あれ？」

　呆ぼう然ぜんとつぶやいたウーチェレットの手から剣が落ちた。同時に、その手首から血が噴ふき出す。

　手首は深く斬られていて、腱けんまでが断たち切れていた。

　ウーチェレットは白くなった唇くちびるを震わせ、何か言おうとした。しかし、至近距きよ離りで光っているカナギの灰色の瞳がそれを邪じや魔ましている。ウーチェレットの喉のどには、カナギが手にした小さな短剣が突つきつけられていた。ミリアンから受け取った、ほんの小さな短剣だ。

　カナギはその短剣で、ウーチェレットの手首を斬きり裂さいたのだ。

「……素手じゃ、なかったんだ？……卑ひ怯きよう技わざも、使える、んだね」

　ウーチェレットは震える唇で言い、わずかに膝ひざを崩くずす。

　カナギはウーチェレットにナイフを突きつけたまま、何かを言おうとした。

　しかしその前に、ウーチェレットは左手で自らのくるぶしに固定していた短剣を抜き、カナギに向かって突きだす。

「ッ……！」

　カナギはとっさに避けるが、なにしろ至近距離だ。ウーチェレットの短剣はカナギの脇わき腹ばらとも腰こしともつかないあたりに刺ささった。

　カナギは痛みに顔を歪め、傷を押さえた。ウーチェレットはカナギの手が自分から離れると、血をこぼし続ける手首を必死につかむ。そのままわずかに逡しゆん巡じゆんするが、貧ひん血けつによるめまいを感じて、彼はこれ以上闘たたかうことをあきらめた。

　カナギはまだ動けるようだし、ウーチェレットも長く立ち回れば失血死するだろう。

　確実に殺すには、出直すほうが得とく策さくだった。ウーチェレットは小声で言う。

「──またね」

　ウーチェレットが逃にげていく足音が頭に響き、カナギは膝ひざをついた。

　彼は震える指で刺さっていたナイフを握り、力をこめて引き抜く。その勢いを殺せず、カナギは濡ぬれた石の上に倒たおれこんだ。高熱が出ているときのように、頭ががんがんして寒気がする。雨音がやけに大きく聞こえるが、これはひょっとしたら血の流れる音なのかもしれない。

「くそ……」

　歯を食いしばり、罵ば倒とうした相手はウーチェレットなのか、自分なのか。

　おそらくは両方だ。

　どうしてあのまま喉を斬り裂かなかった？──理由はもう、隠かくしようがない。

　殺すのが嫌いやだったのだ。自分は今、ひとを殺すのが嫌だ。

　ひりついている間はよかった。自分の悲劇に酔よっていられる間はよかった。けれど酔い続ければいずれは飽あきる。頑かたくなにひとりでいることに飽き、きまぐれとはいえ共に過ごす人間を作ってしまったら、もうひとを殺すのが怖い。

「阿あ呆ほうか、俺は……」

　吐はき捨て、傷口を押さえ、カナギはどうにか回かい廊ろうへ戻ろうとした。

　どうにも無様だった。笑いたけりゃ笑え、と誰にともなく悪態を吐つきたかった。笑えばいいのだ。いくら笑われようと、人殺しは楽しくない。最初から、ずっと、全然楽しくない。

　闘とう争そうはときに楽しい、勝負事はうきうきする、しかしその結果としての死にはうんざりだ。

　殺すたびに、心だか魂たましいだか知らないが、自分の中のどこかが削けずれていく気がする。

　失ったものは取り返せばいい──そんな台詞せりふをカナギはけして信じない。

　なぜなら、取り返しのつくことなどないからだ。

　何ひとつない。

　たとえ奇き蹟せきが起きて、殺した人間が生き返ってきたとしても、カナギがそいつを殺した事実は揺ゆらがない。殺すことで削れた部分は、何を押しこんだって満たされない。

　自分に何かを殺す力があるのだと、知る前には戻りようがない。

　生きる限り、カナギは誰かを殺すだろう。殺す限り、削れ続けるだろう。削れて、削れて、全部なくなったら死ぬ。体が死ななくとも、心が死ぬ。心のない体はきっと長くは生きない。

　心の延命に効くのはいつでもやたらと陳ちん腐ぷなものだ、たとえば、無む駄だだと知りながら誰かを助けようとした時間。

　ばかだ。くだらない。でも、それをやっていないと生きていけない。

　だからカナギは薬くす師しだった。罪人であろうとも、人殺しであろうとも、望まれなかろうとも。

　──それは、あきらめないほうがいいでしょう。

　詩人の言葉を不意に思い出し、カナギは顔をしかめる。

　しまった、と思った。あれは、あのときは礼を言っておくべきだった。

　いくら詩人が腹の立つ男でも、すべてを他人ひと事ごとみたいに語ってしれっと笑うしか能がなくても、あのときだけは礼を言うべきだった。あそこで追い出されていたら、確かにカナギはまた少し削れたはずだ。あれは確かに、あきらめてはいけないところだった。

（まだ生きてるかな、あいつ）

　もうろうとした頭で思う。雨はまだ降っている、ような気がする。

　いや、気がする、では困る。どっちだ？　頭が割れるように痛くて、ろくなことが考えられない。回廊がひどく遠い気がする。どうも、自分は眠いようだ。

　なぜなら夢を見ている。

　幼いころに遊んだ山の中や、友人の顔。細い肢し体たいの恋こい人びとや、必死で勉強していた留学時代。

　頭の中をかつて見た光景がくるくるとまわり、やがて、なぜだか不死薬を研究していたときの場面が浮き上がってきた。当時書いていた覚え書きがまぶたの裏に浮かぶ。

　どうしてそんなものを思い出したのだろう、と怪あやしみながら、カナギは懐なつかしい覚え書きを端はしから読んでいく。そしてカナギは、はっきりと目を開けた。

　彼はいつのまにか、回廊にたどりついている。石の円柱に背を預けて座り、浅い呼吸を繰くり返しながら、カナギはまぶたの裏の映像を確かく認にんした。

　思い出した、間違いない。

　書き取った文字はまったく別のものだが、法則性は完全に、この城の図書館で見た資料と同一であった。


◆



「まずは、勝負を申し込んだ魔導師、ウェルバ師が雨晴らしの法を行います。勝負のときは夜明けの時刻。夜明けにあの窓から朝日が差し込めば、彼の勝ちです。けれど定刻を少しでも過ぎて雨が残れば、ウェルバ師は己おのが命でもって非礼を詫わびることとなっています」

　セロフは抑おさえた声で言い、広間にある窓を指さした。

　縦に細長い窓はカエキリアの正面にあり、木戸は取り外してある。

「よろしいですか？　法に必要な道具はないということでしたね」

　セロフの問いに、詩人は指を目め隠かくしの上におき、もの柔やわらかに言う。

「ええ。ですがひとつ、お願いがあります。この目隠しを取ってほしい。わたしも、伝説の魔導師であるカエキリア師のお姿を拝見したいのです」

　彼の要望を聞いたセロフは、わずかにためらった。シュナルがバシュラールに囁ささやく。

「とめますか」

「いいや？　そこまでの義理はねえよ」

　バシュラールは言い、膝の上で指を組み替かえた。皆みなの注視の中、セロフは軽く唇を嚙かんでうなずいた。彼女の合図で、魔導師のひとりがうやうやしく詩人の目隠しをとく。

　詩人はゆっくりと目を開けて、周囲を見み渡わたした。

　彼の視線は領民たちの上をすべり、細長い窓を横切り、最後に広間の最さい奥おうへたどりつく。

　最奥のくぼみに輿こしごと安置されたカエキリアのもとへ、セロフが歩み寄った。彼女は輿についた紗しやをかきわけ、カエキリアの姿を辺りへさらす。

　人々の間には、おお、と感かん嘆たんの声が走ったが、実際にはカエキリアの顔は闇に沈しずんだままだった。見えたのは重い刺し繡しゆうをほどこした衣ころもと、椅い子すにかかった指くらいのものだ。

　瘦やせさらばえ、ひからびた指は、紗が開いたときにびくりと痙けい攣れんした。

（生きてる──生きてるけど、なんなの……すごく嫌な、変な感じ）

　ミリアンは口元を押さえて寒気と吐はき気に耐たえながら、カエキリアを凝ぎよう視ししている。

　詩人はカエキリアを見て、笑った。小さな子のいたずらを見つけたような笑えみである。

「おや……まるで食い合う二匹ひきの獣けもののようだ。ただし、片方はひからびていますね」

　詩人の声は妙みようにはっきりと響き、セロフは目を見開く。紗を握にぎる手が震ふるえ、セロフは嗄しわがれ気味の声で囁いた。

「……何をおっしゃっているのです、ウェルバ師」

　詩人は彼女に優やさしく微笑ほほえみかける。

「見えたままを言ったのですよ、セロフ師。さて、夜明けまでには少しの間があるようだ。わたしの法はもう完成しています。この暇ひまにわたしは、カエキリア師に教えを請こうための問答を行いたいのですが……いかがです」

　これもまた、勝負だ。セロフは直感した。詩人はカエキリアに──むしろ彼女に、この城に、勝負を挑いどんでいる。領民たちの視線が痛いほど全身に突つき刺ささるのを感じた。

　ここまできたら後あと戻もどりはできない。セロフは腹に力をこめて言う。

「……いいでしょう。ただし、カエキリア様は老ろう齢れいです。大きな声を出すことはできません。カエキリア様の言葉は、私があなたにお伝えします」

「ええ、構いません。それではお訊ききします、カエキリア師。『死』、とはなんです？」

『死』という言葉が詩人の口から発せられたとき、城の魔導師たちは身を震わせた。

　セロフも軽い痛みを感じたように眉まゆを寄せるが、すぐに気を取り直す。

　問い自体は簡単なものだ。彼女はカエキリアに顔を寄せてから、なるべく平静な声で告げた。

「死とは──門です。誰もがくぐらねばならぬ裁さばきの門。善よき魂は天へ昇のぼって星となり、悪あしき魂は世界の縁ふちから転げ落ちて魔ま物ものとなります」

　模も範はん的な答えに、詩人はセロフを見つめた。彼の瞳があまりに透とう明めいなので、セロフはわずかに動どう揺ようする。詩人は小さく首を横にふった。

「あなたは間違いました。……カエキリア師は不死なのでしょう？　ならばこんな風に言うべきだった。『死？　わたしはそれを知らないし、知ることがない』……どうです」

　問われてセロフは鼻はな白じろんだ。様子を見ていたバシュラールが薄うすく笑う。

「……セロフちゃんじゃあ、役者の格が違いすぎだな」

　セロフはおびえに似た怒いかりに身を震わせ、どうにか詩人をみつめ返した。

「あなたは……カエキリア様を侮ぶ辱じよくするのですか」

　詩人はどこか物もの憂うげに目を伏ふせて続ける。

「いいえ。ただ、本当の答えを聞きたいだけです。千人、万人を納なつ得とくさせる答えは要いりません。わたしは自ら不死を望み、それを得たというカエキリア師御本人のお答えが聞きたい。カエキリア師はそもそも、どうして不死を望まれたのですか。死への恐きよう怖ふからですか」

「違います！　カエキリア様は、遺い跡せきの魔物を封ふうじ、この地に幸いをもたらし続けるために不死を望んだ！」

　詩人の態度があまりに落ち着いているために、セロフはかえって声を荒あらげた。

　ここは魔導師の城であり、セロフには魔法力がある。目の前の詩人には、魔法力も、ひとを殴なぐり殺す腕わん力りよくもないように見える。

　なのにどうしてこの白い男は、こうまで静かでいられるのか。詩人は言う。

「ならばなおさら、師は自らの力を領民たちのためにふるわねばならなかった。違いますか。力をなくしての不死は一体何になりますか」

　彼の言葉はあまりに穏おだやかで、ほとんど傲ごう慢まんの域に達している。

（突とつ然ぜんやってきただけのくせに、何にもわかってないくせに！）

　セロフは内心歯ぎしりし、カエキリアの言葉を伝えている、という建前を忘れて叫んだ。

「力がなくなったら死なねばならないのですか!?　そんなのは力ある者の理り屈くつだわ！　最初から力を持っている者だけが言える理屈です！　カエキリア様は、力だけのひとではなかった。この方は……不死者を理解しようとしました！」

「不死者を、理解ですか」

　意外な言葉だったのか、詩人が瞬まばたく。そのどこか子供っぽい所作に、セロフは少しだけ平静を取り戻した。呼吸を整えながら、セロフは言う。

「この方は不死者の友人でした。……そうだったのだと、伝えられています。私はそれを信じている。不死の法を手に入れたカエキリア様を不死者は認め、カエキリア様は不死を手に入れて不死者を理解したのだと。ありえないはずの友愛が、そこにはあったのだと、信じています」

　詩人は聞き慣れない言葉を聞いた、とでもいうように首をかしげ、細いあごに指で触ふれた。

「……美しい話ですね。ですが困ったことに、美しすぎる話というのは、たいてい夢だ」

　詩人はつぶやく。

　セロフが苦く何か言葉を返そうとしたとき、からくり時計がまた、がちり、と音を立てた。

「もうすぐ時間ですな」

　時計を眺ながめていた魔導師、エーリンが低い声で言う。

　ミリアンは、はっとして時計の文も字じ盤ばんを見つめ、次に細長い窓を見上げた。

　雨はまだ降り続いている。人々はしん、と静まり返った。

（噓うそ、なにか違う……早すぎる）

　違い和わ感かんを胸に抱いだき、ミリアンは懸けん命めいに広間を見渡した。夜明けには早い。少しだけれど早い──と、思う。彼女の本能が、まだ陽ひは出ていないと告げている。

　けれど広間中央のからくり時計は決して狂くるうことがない機き構こうを備えているのだという話だ。

　領民たちは期待に満ちた顔で目を瞠みはり、魔導師たちは緊きん張ちように体をこわばらせている。セロフは苦しげな顔で詩人を見つめ、詩人はいつものように笑えみの気配を漂ただよわせて座している。

　そしてバシュラールとエーリンは、ちらと視線を交かわしあっていた。

（あのひとたちだ、きっと──！）

　ミリアンは直感し、一歩前へ踏ふみ出す。早くとめないと。信じてもらえるかはわからないけれど、彼らは不正をした。きっと時計をずらしている。夜明けはまだだ。

　少女が動くのを見て、領民たちの間にまじっていた魔導師が歩み寄ってきた。

「どいて……ッ!?」

　少女は赤紫色の瞳に怒ど気きをにじませ、魔法を使うための視界を呼び寄せる。しかし魔導師はそれを察し、衣の中から真っ黒な石をはめた金属製の護ご符ふを取り出した。

　鎖くさりについた護符を目の前につきつけられ、ミリアンは息を吞のむ。殴られたかと思った。

　呼吸ができなくなり、耳元で悲鳴に似た音おん響きようが響ひびき渡わたった。ひとの体を見ようとしたときと同じ感覚だ。目の前の護符からは、強きよう烈れつな否定の意思が放出されている。

　硬こう直ちよくし、喉のどをあえがせたミリアンを、二人の魔導師が衣の陰かげに隠かくすようにして取り押さえる。

　セロフはその小さな騒さわぎを視界の端はしに収めて、からくり時計を見やった。

　幾いく重えにも重なった円盤に記された太陽の印が、ちょうど正面へと動く。同時に時計の内部でからくりが動く音が連続し、澄すみ渡った鐘かねの音が高い天てん井じようへ響いた。

「時間です、ウェルバ師。用意はよろしいですか」

　セロフに言われると、詩人は立ち上がりもせずに穏やかに答える。

「ええ。わたしの負けだ。──あとはカエキリア師にお任まかせしましょう」

　──負け。そのひとことが広間に響き渡ると、一気に人々の熱が高まった。

「殺せ！　彼の死で晴れを呼べ！」

　沈ちん黙もくした領民の間から、唐とう突とつに鋭するどい声があがる。

　叫んだのは領民のひとりだったのか、魔導師だったのか。わからないまま、どよめきが辺りを包んだ。

　人々の目の色が変わる。拳こぶしが振り上げられる。大気が興奮で浮き立ち、ひりついた。興奮は伝染する。誰もが黙だまっていられなくなる。たちまち、広間は無む邪じや気きな悪意に満ちた。

　腕を取り、石の床ゆかへ這はわせるようにして押さえつけられているミリアンの心もまた、同じ色に染まっていた。人々は殺せと叫んでいる。少女の瞳の中では炎ほのおが燃えさかる。

　──死ぬのはそっちだ。

　ミリアンは心中で囁ささやいた。体が熱かった。炎が燃えている、体がすべて炎になってしまったようだ。心中の囁きは叫びになる。少女は、声を出さずに叫ぶ。

　死んでしまえ、死んでしまえばいいのだ。

　誰かに、何かに祈いのるしかできない者たち。自分に力がないことを振りかざす者たち。身内や己おのれの死だけを悲しみ、他者の死を楽しめる者たち。──みな、死ねばいい。

「何……」

　ミリアンを押さえつけていた魔導師が、腕に感じた痺しびれに目を見開いた。

　ミリアンには力がある。この場のすべてを殺しても有り余るほどの力が。

　少女は煮にえたぎる心の裏側でぼんやりと思う。

（そうか、私、これが怖こわかったんだ。殺したいもの全部を殺せる力を手に入れてしまったのが、怖かった。そうして自分が、全部を殺すことを選んでしまうことが──今も、怖い）

　少女の顔に悲しみの色が混じる。ミリアンは震ふるえた。しかし、彼女を押さえていた魔導師は、腕が耐たえきれないほどに熱くなったのを感じ、悲鳴をあげて手を放す。

　ミリアンは小さいころから、殺すことだけ習って育った。情を移したものも、殺してしまえるようにと教えられて育った。何を殺し、何を生かすかの選せん択たくについて考えることを、彼女はずっとしてこなかった。

（どうしたらいいのか、何を選んだらいいのか教えてほしい、何か言ってほしい）

　ミリアンは寂さびしかった。寂しいまま立ち上がり、ミリアンはすがるものを求めて詩人を見た。彼はひじかけにもたれて座っており、何やら考えこんでいるようだ。

　そして、詩人の体には幾いく本ほんもの剣がつきつけられてきらめいている。

　寂しい。

　悲しみが頭の隅すみで弾はじけて少女の瞳が震え、視界がくるりとひっくり返った。

　びりり、と大気が震え、いくつもあった明かりが不意に消える。炎のにおいがした。

「な……んだ!?　おい、明かりを持て！」

　バシュラールが立ち上がって叫ぶ。シュナルの鋭い声が聞こえた。

「……魔法でしょうか」

「そうに決まってら、『ウェルバ師』のしわざだ。奴やつぁ逃げる気だ！」

「おい、バシュラール。これ、持て」

　取り乱しかけたところで意外な声が聞こえ、バシュラールは振り向く。部下が持ってきた明かりを奪うばい取って見ると、背後にカナギが立っているのが見えた。

　黒髪の青年は、バシュラールの手の中に羊皮紙の紙片を押しこむ。

「お前はまたこの忙いそがしいときに！　こりゃ一体なんだ！」

「お前らの好きな、『証しよう拠こ』だよ。──この勝負、無効だ！　カエキリアは死んだ！」

　カナギが声を限りに叫び、魔導師たちは息を吞んだ。ミリアンも我に返って彼を見つめる。

　少女が慌あわててバングルの石を握にぎりしめると、それはひどく熱くなっていた。

　てのひらが灼やけるのに顔を歪ゆがめ、ミリアンは必死に石を押さえつける。

　カナギは全部を殺さないはずだ。彼は全部を殺さなくていい方法をとるはずだ。

　少女の視線の先で、カナギはからくり時計の前に立つ。エーリンが彼を暗くにらんだ。

「貴様、今、なんと言った」

「カエキリアは死んだ、って言ったんだよ。聞け！　闇魔導師、カエキリアの『不死の法』は、魔物から生命力を取り出す法のことだ！　証拠は図書館にあった。魔物の組成式──光魔法教会の監査官に、今さっき預けた」

　唐突な彼の言葉が理解できず、群衆はざわめき、処しよ刑けいを続行しろという声もあがる。

　しかし魔導師たちは残らず青ざめていた。カナギは彼らに負けず劣おとらず青白い顔で続ける。

「カエキリアはおそらく、自分の体に魔物を取り込んだ。そんなことをやって、長く生き延びられるわけがない！」

「ばかな、どうしてそれが貴様にわかる！」

　エーリンがカナギにつかみかかろうとして、鼻先に剣を突きつけられて動きを止めた。

　カナギはウーチェレットの剣を手にし、薄うすら寒い笑みを浮かべる。こめかみを脂あぶら汗あせが這はった。

「俺も同じことをしたからだよ。──バシュラール、その資料、命がけで持って帰れよ。図版の中にある魔物の組成式、俺が以前研究したやつと途と中ちゆうまでまったく同じだ。本部へ帰れば、俺がとっつかまったときに提出した禁きん忌きの実験資料があるだろ。つきあわせろ」

「うっわぁ……くそめんどくせぇもん掘ほり出しやがったな」

　バシュラールが頭を抱かかえんばかりにうめき、シュナルは兵士たちに合図をして、自らもバシュラールを守るために剣の柄つかに手をかけた。セロフは啞あ然ぜんとして、カナギを見つめている。

「カナギ、あなたは……」

「研究は、今は受け継つがれちゃいないみたいだけどな。図書館にぽんとあの資料があったし、試ためしに魔導師に資料を見せても何も反応しなかった。しかし間ま違ちがいない、カエキリアは魔物の生命力について研究していた。そして、魔導師には禁忌とされてるはずの人体の研究も。──俺は、体の中に魔物を飼かってる。不死薬の研究の結果だ。おかげで死にかけてる。……カエキリアも、同類だ。そこにあるのは死体だ！」

　すべては推測、半なかばははったりである。だが、カナギが叫んだ後に残った不安な沈黙は、彼の言葉がそう事実と遠くないことを告げていた。

　バシュラールが覚かく悟ごを決めたように、カナギの渡した図ず版はんを懐ふところへしまい込む。

「ええい……派手にやりやがって……黙ってられなくなるじゃねえか、しょうがねえなぁ。おい、セロフ師よ。ちょっとカエキリア師の顔、見せろや」

　明かりを持ち、ずかずかとカエキリアの席へ歩み寄りかけたバシュラールを、セロフと魔導師たちが色をなして必死にとめる。

「いけません！　カエキリア様は明かりにとても弱いの！」

「なんだそりゃ……そいつ、生きてんのか？　死んでるのか？……そもそも、人間か？」

　バシュラールが眉まゆをひそめると、エーリンは怒いかりにぶるぶると体を震わせ、不意に怒ど鳴なった。

「……侮ぶ辱じよくだ。彼らはカエキリア様を陥おとしいれようとしている！　剣を取れ！」

「エーリン!?　一体何を！」

　驚おどろいて叫んだセロフに、エーリンは血相を変えた顔を近づける。

「こうするしかありません！　カエキリア師を、あなたを、この城を守るためだ。さあ──監査官と、その東方の男を殺せ！　資料を奪い返せ！」

　彼の声に応こたえ、魔導師たちは剣を構え、あるいは貴石をはめた護ご符ふをてのひらへ巻いた。

「バシュラール様を守って！」

　シュナルが声をあげ、剣を抜く。バシュラールの兵士たちもまた剣を構えた。

　カナギは、鞘さやに入った剣を杖つえ代わりに床に立て、すがるように立っている。

　大剣を持った男が、大きな所作で剣を振り回した。カナギはわずかに身を沈しずめ、ウーチェレットの剣から鞘を払はらう。一気に斬きり上げると、大剣の男は低くうなり、半回転して倒たおれた。

　けれどカナギも、そのまま地に膝ひざをついて咳せき込む。

　嫌いやな音を立てて血が床に落ちた。暗いほうへと意識が引きずられるのを、カナギはどうにか引き留めようと歯を食いしばる。そんな彼の視界が不意にかげった。

　新手か、とカナギが顔をあげると、そこにはミリアンが立っている。

「来てくれたの」

「……ばかだろ？」

　カナギがいたたまれない気持ちで笑うと、ミリアンは小さく首を横にふった。

「嬉うれしい」

　囁ささやかれた言葉に、カナギは声をなくす。少女は歩み寄って、カナギに手を貸した。

　カナギはどうにか起きあがり、二人はもう特に言葉を交かわすでもなく、半ば背中合わせになってたたずんだ。周りを取り囲む魔導師たちをねめつけ、カナギは詩人に目をやる。

　彼は無事のようだった。相変わらず平然と椅い子すにかけた詩人の姿は、ぼんやりとにじんで見える。カナギは自分の目がかすんでいるのかと思ったが、どうやら違う。

　詩人は淡あわい光に照らされていた。灯火のそれではなく、もっと穏おだやかな光だ。

　領民のひとりがそれに気づき、窓を指さす。

「おい、やんどるよ……雨がやんどるよ」

　その囁きはすぐに広間中へと広がり、ひとり、またひとりと人々は窓のほうを見る。

　窓の軒のきからは雨水がしたたっていたが、もう空に厚い雲はない。空は淡い紫むらさき色いろに染まっていた。朝だ。それに気づいた魔導師はバシュラールたちと剣を交えるのを忘れ、はっとしてカエキリアを見た。

　細長い窓から差し込んだ朝の光は詩人を照らし、なお室内へと伸のびて、カエキリア師の姿をも、皆みなの目の前にさらしていた。

（駄だ目め、もうばれてしまう）

　セロフはぎゅっと目をつむり、息を詰つめた。彼女は知っている。カエキリアの姿はもう、生きているとは思えぬほどにひからびている。

　生きてはいる、生きてはいると思いたいが、意識があるとは思えない。食事として摂とるのも、言い伝えられた怪あやしげな薬のみだ。そんな姿が領民の前にさらされたら、もう終わりだ。

　ただでさえ、領民たちはカエキリアの不死を疑い、力を疑い始めている気配があるのに。

（せめて──せめて、今だけは威い厳げんのある姿でいて。せめて、どうか、命ある姿でいて）

　どう考えても無理なことを、目を閉じたままセロフは祈いのった。

　そんなことはあり得ない。領民の間からはすぐに失望の声があがるだろう。

　すべては終わってしまう。最悪な形で。

　けれど、セロフの予想に反して、辺りは静かなままだった。彼女はおそるおそる目を開き、カエキリアを振り返る。

　淡い陽光に照らされて、老人は笑っていた。

　セロフは目を瞠みはる。

　確かにひととも思えぬほどの皺しわに沈みながらも、老人は暖かな笑みを浮かべて見える。

　長いこと彼と無む縁えんであった陽光が、盲もう目もくの老人の顔に優やさしい影をつけていた。

　──よく、生きよ

　穏やかな囁きを、セロフは聞いたような気がする。これはカエキリアの声だろうか。長く、聞きたいと思っていた彼の声だろうか。

「今……何か聞こえんかったか」

「聞こえた……まさか、カエキリア様の……？」

「ひょっとして……この雨、止やませたのは……」

　さわさわと領民たちからも声があがる。セロフがカエキリアに何かを言おうと震ふるえる唇くちびるを開いたとき、老人の輪りん郭かくは歪ゆがんだ。

　顔の端はしから、彼はゆっくりと砂になっていく。領民や魔導師の間から、悲痛な声があがった。

　半ば以上魔物の生態と同じくなっていたカエキリアの体は、陽光で崩くずれてしまうのだ。

　ざらざらと砂は彼の顔を覆おおい、椅子の上へとつもり、さらに床ゆかへと流れていく。

　セロフは唇をわななかせ、何かの予感に押されて領民を見やった。

　人々の顔が、彼女を見つめている。領民たちもまた必死だった。必死に不安と闘たたかい、彼女に言葉を望んでいた。彼らは信じたいのだ。確固たるものを信じたい。

　──お前は望まれているよ、わたしの子

　耳の奥でまた、あのカエキリアのものらしき声が響ひびいて、セロフは目を見開いた。

　そうだ、望まれている。今、彼女にはしなくてはならないことがあった。

　言わねばならないことが、言うべきことがあった。

　領民たちが信じたかったのは、怪しげなはぐれ魔導師ではない。

　生きているかどうかも怪しい、伝説のカエキリアでもない。

　平へい凡ぼんでも、生きて彼らを守ってくれる魔導師であり、城主──すなわち、セロフだ。

　それを彼女はやっと、唐とう突とつに理解した。

　セロフは空になった玉座を指し、夢中で声を張り上げる。

「──雨を晴らしたのはカエキリア様です。カエキリア様は不死の命を捨て、青空を呼んだ。彼を讃たたえなさい！」

　朗ろう々ろうと響いた言葉は、確かに領民が彼女に言って欲しいと望んでいたものだ。

　わあ、と歓かん喜きの声が湧わく。魔導師たちは手から剣をふりすて、領民たちは隣となりの者と抱だき合った。感かん極きわまった顔が辺り中に並んでいる。涙する者も多い感動の波に、いまひとつ乗りきれないバシュラールたちが、戸と惑まどったように剣を下ろした。

　人々の間からは、カエキリアと、セロフを讃える声があがる。ひざまずく者がいる。カエキリアの灰にくちづける者がいる。彼らはもはや、詩人やバシュラールたちを見てはいなかった。

　影のように領民に無視されたカナギは、足を引きずり気味に詩人のもとへと歩んでいく。ミリアンが、彼と詩人を守るように静かに立って魔導師たちを見つめた。

　彼女のてのひらは爛ただれていたが、瞳は穏やかな力に満ちている。

　カナギが目の前に立つと、詩人は頰ほお杖づえをついていた顔を少しだけ上げた。

「晴れましたね。今が本当の夜明けの時刻ですよ」

　何事もなかったように告げ、白い男はかすかに笑う。

「わたしは、化け物でしょうか」

　独り言めいた問いに、カナギは答えなかった。表情のない顔で詩人を眺ながめ、拳こぶしを握る。

　そして突然、カナギは詩人にむけて拳をふるった。

「……!?　ちょ……カナギ、一体今何を……」

　とっさに避よけた詩人が、椅子からずりおちかけながら目を瞠る。カナギは憎にく々にくしげに舌打ちし、呼吸を乱して何度か咳き込んだ。

「てめ……どうして避ける……！」

「それは避けますよ！　今、拳でしたよ？　拳で顔面を狙ねらっていたでしょう、君！」

　珍めずらしく笑みをなくして声を大きくする詩人を、カナギはなおも怒ど鳴なりつける。

「悪いか！　どうしてお前は、目の前にいると腹立つことしか言わないんだ！」

「腹を立てるのは君の勝手です！」

「ああそうだとも、そのとおりだ！　死にたがるのはお前の勝手、そんな奴でも助けられるうちは助けたいのが俺の勝手だ！　さあ立て、立ってそこから下りてこい！　いつでも他人ひと事ごとみたいな顔しやがって、ここはお前の舞ぶ台たいじゃないぞ！」

　表情を歪めて言いつのり、カナギは挑いどむように手を伸べた。

　さしのべられた手を見つめ、詩人はゆっくりと微笑ほほえむ。

「……カナギ、君は珍しく間違いましたね。ここは舞台ですよ。世界は、人生は舞台だ」

　カナギと視線をあわせた詩人の目はいつもどおりに穏やかだ。彼は変わらない。

　別にそれは構わないのだ。彼は彼のまま、生きて死ねばいい。

　カナギは疲ひ労ろうしたため息を吐ついた。ひどく疲つかれていたが、伸べた手はそのままにしておいた。

「だったらせいぜい死ぬ気で踊おどれ。舞台の上で観客ぶられちゃ、こっちがいたたまれないんだよ」

　カナギの言葉を聞いて、詩人は声を失した。琥こ珀はくの瞳の中で、淡い陽光と驚おどろきの色が躍おどる。

「…………君、知っていたんですか？」

　問うてみても、カナギの答えはなかった。辛しん抱ぼう強づよく手を伸べ続けるカナギを眺め、詩人は戸惑い気味に彼の手を取って立ち上がる。

　カナギはそんな詩人を見て苦く笑しようし、眠たげにまぶたを閉じた。

　次の瞬間には、どさり、と重い音を立てて、カナギは床へと倒たおれ込む。詩人はきょとんと首をかしげ、カナギの手を取っていた自分のてのひらを見つめた。白い手は血で汚よごれている。

　カナギの血だ。

　詩人はそれを不思議そうに見て、足元のカナギに問いかける。

「……死んでしまいました？」

　当然のように返事はない。石の床には朝の光がちらつき、静かにまぶたを閉じたカナギの顔を照らしている。広間にはまだ、人々の歓声が反はん響きようしていた。

　もはや言葉とも思えない声と声との響きあいの中、詩人はひとり、たたずんでいる。

「ソラ！」

　群衆の声の中から、澄すんだ声が詩人を呼んだ。詩人は薄うすく笑って顔を上げる。

「ああ、ミリア……ン……？」

　駆かけ寄ったミリアンは勢いよく詩人を押しのけ、カナギの傍かたわらに膝ひざをついた。少女は怖こわいほどに真剣な面おも持もちでカナギの上着を開き、傷の位置を確かめる。

　カナギの傷には、自力できちんと血止めと包帯までしてあった。ミリアンは彼の呼吸が正常なのを確かく認にんし、やっと表情をゆるめる。

「大丈夫。生きてる」

　ミリアンは詩人を見上げ、呆ぼう然ぜんと突つっ立った彼の手を取った。カナギの血がついた彼の手を握りしめ、少女は泣きそうな顔で笑う。

「よかったね」

　詩人は笑みを失して少女の顔に見入り、やがて、彼女の手をそっと握りかえした。

　今までになく、ぎこちなく、慎しん重ちようなやりかただった。

「そう、ですね。ええ……よかった」
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「すみません。ごめんなさい。とにかくわたしが悪かったです。でも……」

「却きやつ下か！　謝ってるときに『でも』は禁句だ」

　寝しん台だいからカナギが口を出し、詩人は戸惑って言葉を切った。

「はあ……そんなものでしょうか」

　途と方ほうに暮れた様子で、詩人は卓たくを挟はさんでミリアンに向き直る。彼女は頑かたくなな無表情で、短剣の手入れに余念がない。

　カナギたち三人は、あの騒さわぎの後、簡単な取り調べを受けてから結局もとの部屋に逆ぎやく戻もどりになった。バシュラールたちは帝てい都との本部と連れん絡らくを取るので必死、セロフたちはカエキリアの死の後始末に必死である。

　どちらの味方とも言えない立場のカナギたちの処しよ遇ぐうは、現在宙づりになっているのだ。

「ええと、とにかくミリアン……わたしは別に君が要いらないとか、嫌きらいになったとかいうわけではなくてですね……カエキリアを引きずり出すにはあの魔法勝負が手っ取り早い方法でしたし、あの場はああするのがわたしの『役目』だろう、と思ったんです。……その、君が傷つくとは思い至らず……すみませんでした」

「別に、いい。私はあなたを信じるから」

　詩人の言葉をさえぎって言い、ミリアンは短剣を上着の裏に収めた。詩人は目を細める。

「信じる、ですか。──けれどひとは、誰だれしも他人の信しん頼らいを裏切るものです」

「裏切られたら、また傷つく」

　ミリアンは即そく答とうした。彼女は別に、詩人に腹を立ててはいなかった。ただ、どんな態度を取っていいのか、少し迷っているだけだ。

　決めたことはひとつ。詩人を信じてみようということ。謎なぞばかりで、困ったひとでもあるけれど、とにかく信じてみよう。傍そばにいる努力をしてみよう。裏切られたら傷つこう。何度でも。

　決意を秘ひめて詩人を見ると、彼は困ったように瞬まばたき、カナギを見やる。

「カナギ、ひょっとしてわたしは、脅きよう迫はくされているんでしょうか？」

「へえ、それがわかるようになったんなら、かなりの進歩だ……いてて」

　くつくつと笑い、カナギは傷の痛みにうめく。そんなカナギとミリアンを見比べて、詩人も少し笑った。笑うのが不慣れだとでもいうような、人間らしい笑みだった。

　そうしているうちに部屋の扉とびらを叩たたく軽い音が響ひびき、間をおかずに扉が開いた。

「セロフ……」

　カナギが枕まくらの上で入ってきた女の名を呼ぶ。今や名実ともにこの城の主あるじとなったセロフは、静かに室内へ踏ふみ入り、そっと辺りを見み渡わたした。

「こんにちは。皆みなさんの処遇が決まったので、伝えに参りました。……その前に、これを」

　女はカナギの寝台へ歩み寄り、彼に小さな包みを渡す。ためらいがちに受け取り、中身を確認したカナギの顔色が変わった。彼は慌あわてて体を起こし、セロフに問う。

「これ……俺が要いるって言ってた薬草……だよな？　こんなに早く、どこから調達した!?」

「私たちがザヴォーツと交流を持っていたのは、なんのためだと思います？　カエキリア様の残した覚え書きに従って、彼の薬湯に使う薬草を調達するためです。……我々自身も、城の中では薬草を使っていました。魔導師が薬に頼たよるというのも聞こえが悪いので秘密にしていましたが、もう、これも私が好きなように使うわ。私はここの主ですから」

　そう言って微笑んだセロフの顔は、疲労をにじませながらも大人びて見えた。

「憑つきものが落ちましたね」

　柔やわらかく笑って言った詩人の言葉に、セロフはうなずく。

「あなたがたが落としたのです。この城は古すぎました。カエキリア様のことも含ふくめ、多くが淀よどんでいた。けれど、カエキリア様も名めい誉よのうちに葬ほうむられることになりましたし、私たちは生きている。荒あら療りよう治じではありましたが、結果としては最良だったと思います。……残った問題は、あなたたちをどうするか、ですが」

　肝かん心じんの話題に、三人の視線がセロフに集中する。代表して、カナギが低く問うた。

「どうなる」

　カナギたちのやったことは、確かにセロフのためにはなったのだろう。しかし単純にやったことだけを並べていくと、全員処しよ刑けいされてもおかしくない立場ではある。

　セロフはわずかなためらいの後、柔らかく微笑ほほえんで見せた。

「私がお守りします。……そうしたいの。まず、ミリアン・カレスティア。あなたは私と闇魔法教会本部へ行きましょう。その石の正体を知りたいでしょうし、勉強もできるはず。次にカナギ・サンスイ。あなたも一いつ緒しよに本部まで来てください。カエキリア様の不死の法について、本部へ報告しなくてはならない。──不死の法についての説明、できますね？」

　セロフは真剣な瞳ひとみをカナギに向けた。

　彼女曰いわく、カエキリア師の不死の法は、この城でも長く謎に満ちたものとされていたらしい。カエキリアは自らの体でのみ実験をし、他の者にはその内容を伝えなかったのだ。

　セロフたちは、意識もなく、生態も魔物に限りなく近くなっていくカエキリアを殺すわけにもいかず、城の奥底に守っていたのだという。

　闇魔法教会の本部が魔物の研究に関かかわっていたのかどうかは、カナギも気になるところだ。

　大体、魔物を体に宿したカエキリアが曲がりなりにも五〇〇年生きたというなら、自分はどうなるのか。この研究に関しては、知りたいことが多すぎる。カナギは慎重にうなずく。

「ああ、できる。式もあらかた覚えてる」

「結構です。我々も他のことはともかく、光魔法教会の監査官に剣を向けたことは言い訳ができません。エーリンがひとりで責任を取ると言っているけれど、そんなわけにはいかないわ。彼もすべて、この城を守るために動いたのです。私は闇魔法教会の本部に取りなしを頼たのみに行きます。……問題なのは詩人さんですね」

　言われて、カナギとミリアンは詩人を見た。当人は表情を選びかねた様子で、少し傾かたむいてセロフを見ている。

　その場での処刑はうやむやになって免まぬかれたものの、彼の立場は実に微び妙みようだ。セロフは続ける。

「バシュラール殿どのは、詐さ欺ぎと扇せん動どうの罪でとらえたがっていますし、領民の中には処刑をやりなおせという者もいます。けれど私はひとつ、確かめたいことがある。……少し、来てもらっていいですか？」


◆



　セロフが詩人ひとりを連れて行ったのは、不死者の首を安置した部屋だった。

　女は、詩人の前に立って扉を開けながら言う。

「──最後まで、私はあなたに魔法の力は感じとれませんでした。けれど、予感もするのです。あなたには何かがある、というような」

「わたしはただの詩人ですよ。何をさせようというんです」

　発光石の天てん井じようの下に立ち、詩人はセロフを見た。女はじっと彼を見返す。

「何をさせる、というわけではありません。ただ、あの女の子がこれを見たとき、これは反応を示しました。あなたにも隠かくされた力があるのなら、また反応するかもしれないと思って」

　これ、と言われたのは、部屋の中央にある石せつ棺かんだ。詩人は目を伏ふせ、杖つえの鈴すずを鳴らして羽のはみ出た石棺へ歩み寄った。わずかに腰こしを折って石棺の中の首を見下ろす。

　そして少し、傷ついたような顔をした。

　詩人は目を閉じ、しばらくしてからもう一度開く。すると、彼の琥こ珀はくの瞳はやけに透とう明めいになってしまう。人間らしさを失した瞳で、詩人はつぶやく。

「……せっかく、今回はいないと思ったのに。……こんなところに隠れていたんですか」

　詩人は振ふり向き、セロフと向かい合った。彼女が何かを言う前に、その瞳を見つめる。

「あ……？」

　セロフの瞳の中で詩人の目が金色にきらめくと、女の意識はふっつりと途と絶だえた。

　眠ねむりこけて倒たおれたセロフはそのままに、詩人は石棺に手を入れる。

　彼が不死者の頰ほおに触ふれると、首だけの不死者はかっと橙だいだい色いろの目を剝むいた。

「……誰、だ……」

「忘れてしまいましたか？　思い出させてあげましょう。君を作ったものですよ」

　おびえを含んだ不死者の声に、詩人はうっすらと笑う。真っ白に微笑んだ詩人は、不死者の額ひたいに指を当てた。さして力を入れた風でもないのに、指はずるりと肌はだの中へと入りこむ。

　血は出ない。不死者の肉も骨も、詩人の指を避さけるようにかきわけられる。詩人は不死者の頭の中をまさぐり、何かをつかんで取り出した。

　詩人はてのひらの中で光る『それ』を見つめ、薄うすいまぶたを閉じた。

　彼のまぶたの裏では、光がきらめいている。

　幾いく重えにもなった光の帯は、やがて歪ゆがみ、門に似た形になった。風を感じる。

　光の門が次々と、詩人の体の横を通り過ぎていく。

　門の数が七つを数えると、詩人は衣ころもの裾すそをばたつかせる風がやんだのを感じた。

　彼が緩かん慢まんに目を開けると、そこは青い空の下である。

　晴れ渡った空の下、延々と続く灰色の石の廃はい墟きよに、ひとりの男が座っているのが見えた。

　円形広場の真ん中で、男は苔こけむした石の長椅子に腰かけている。まとった衣は黒く、髪かみは老ろう齢れいのためか、真っ白で長い。髪は長椅子の背にかかり、地までこぼれ落ちている。

　詩人は、懐なつかしいと思った。

　懐かしい光景だ。詩人はここから来て、ここへ帰る。というより、どこをどれだけ長く歩いていても、彼はここから出ることができないのかもしれなかった。

　ここは恐おそろしく開いていて、閉じた場所。この場所こそが、神の都である。

「世界の王よ。不死者の魂たましいです」

　詩人は老人の背後へ歩み寄り、手の中にあった親指の先ほどの大きさの硝子ガラス玉を老人へと手渡した。老人はうとついていた頭をもたげ、肩かた越ごしに詩人から硝子玉を受け取る。

「んん……おやおや……またかね。最近、まじめに持ってくるようになったね」

　眠たげな優しい声に詩人は微笑み、長椅子の背に手をかけて、老人の顔をのぞきこむ。

「目的を同じくする、旅の仲間ができたんですよ。彼は、あなたのところを目指している」

　老人は首をひねり、硝子玉を柔やわい午後の太陽に掲かかげた。

　無色透明の硝子の真ん中では、橙色の針状結けつ晶しようがひとかたまり、花のようにきらめいている。

「わたしのところへ来るのかね？　願いを言いにか？」

「ええ」

「それは、困ったね。お前はわたしを殺しにくるのに。喧けん嘩かになってしまわないかね？」

　老人は硝子玉を懐ふところへしまってそう言った。彼の問いに、詩人は少し考えてからうなずく。

「なるかもしれませんね」

　老人のひからびた手が、膝ひざの上に抱かかえた鳥とり籠かごをなでさする。黒い錬れん鉄てつの鳥籠だ。

「心配だな。わたしはお前が心配だよ。わたしは思うんだ。お前はもっと、この世界と人間を愛してやればいいんじゃないか、とね。うむ、そうだ。お前が不死者を狩かるのをやめ、わたしを殺すのをやめ、この世界のきちんとした神になってやればいいではないか」

　いい考えだ、とはしゃぐ老人に、詩人は腰をかがめて言い聞かせた。

「この世界を滅ほろぼし、死のうと決めたのは、世界の王、あなたです」

　老人は少し悲しげに首をふり、肩を落として鳥籠を抱えなおす。

「そうだな。そうだったね。覚えている。ただ──お前の気が変わったのではないかと思ったんだよ、わたしの鳥よ。わたしがお前を空に放してから、長い時が経たったから」

　頼たよりない子供のように言う老人──世界の王を見つめ、詩人は笑う。

　老人の手にしている鳥籠は、空っぽだった。詩人はつぶやく。

「わたしはあなたの定めた流れから、そう遠くへは行けないでしょう。──羽を刈かられているので」







　あとがき







　こんにちは、どなたもお元気でしょうか。栗原ちひろです。

　今回は本書、「オペラ・カンタンテ」を手にとっていただいてありがとうございます。

　はじめましての方のために申し上げておきますと、このお話は私のデビュー作である「オペラ・エテルニタ」の続編です。こんなタイトルですが、オペラ関係の書しよ籍せきでも、登場人物が歌って踊おどる話（……）でもありませんのでご注意ください。

　とはいえ、若じやつ干かん一名年がら年中歌ったり語ったりしている詩人は出てくる仕様となっておりまして、今回は彼の話と思って書かせていただきました。そんな事情で、タイトルの「カンタンテ（歌手）」が指しているのは詩人、のはずです。はい。




　前作の続編を書いてもいいよ～、というありがたいお話をいただいたとき、緊きん張ちようとうれしさでよれよれしながら「なら次は詩人の話だろうなあ」と思いました。

　なにせ詩人は前回、表紙にまででばっている割に終始「正体不明」を貫つらぬき通してしまったので。今回どうにかフォローしないと、よし、じゃあ詩人がメインで活かつ躍やくできる話をやろう。だけどあのひとの能力って全体的に裏うら技わざ系けいで、表おもて舞ぶ台たいに出てくるのは難しいような気が……？

　と、首をひねった結果、今回のお話のメインは「舌先三寸はったり勝負」になりました。

　じ、地味……！　こんな地味なネタを解げ脱だつしたような顔で通してくださった担当編集氏始め、編集諸氏には本当に感謝しています。い、色々すみませ……もごもご。

　さすがに地味一いつ辺ぺん倒とうでも困るので、主要三人にもっと仲良くなってもらおう計画であるとか、病弱主人公は満身創そう痍いでなんぼだろう計画であるとかが発動して、こんな形のお話になりました。少しでも楽しんでいただけたなら嬉うれしいです。




　皆みな様さまの温かい応援でもって続くことができたこのお話ですが、二〇〇六年一月発売予定の雑誌、ザ・ビーンズVOL.6にも短編を掲けい載さいしていただけることになっています。こちらは気軽に読める雪山遭そう難なん話（本当に）ですので、お気が向きましたら見てやってください。




　最後になりましたが、前作に引き続き繊せん細さいで華か麗れいな画をいただいたＴＨＯＲＥＳ柴本氏（画を見せていただくたびに嬉しくて挙動不ふ審しんになっています。本当に未熟な文字書きで申し訳ないです）、私のトンデモ原げん稿こうにめげずにご指導くださっている担当編集氏、前回、そして今回読んでくださった読者の方々に限りない感謝の意を表しつつ。

　さらに次巻でお会いできるよう、精しよう進じんしてまいります。よろしければご意見ご感想も聞かせてください～。

　それでは、今年一年が皆様にとってよい年でありますよう。


栗原ちひろ　　
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